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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　ntny

















戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。









　ＣＯＮＴＥＮＴＳ






プロローグ　Do you have Passport ?




第一章　北半球最大の潜水都市　─Who is her dad ?─

第二章　モニター越しの戦い　─Ladies and Gentlemen─

第三章　黄金の花瞳　─Knight of Iris─

第四章　お尋ね者は妹のような少女に弱い

　　　　─And the girl loves the boy too─

第五章　ただ一緒にいたいから　─Gospelize─




エピローグ　Vacation's Over







　あとがき
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　プロローグ　Do you have Passport ?







「海外旅行……ですか？」

　放課後の特とく査さで、あまり耳慣れない言葉を聴きいた。

　僕はボードゲームの盤ばん面めん、白熱中のやや不利な戦せん況きようから顔を上げる。

　今日は珍めずらしくみんなと予定がずれて、美み陽よさんと二人だけの特査だ。

「それって船とか使って外国に出かける、あの？」

「それだね。今回は船を使うわけでもないのだけど」

　うん、と対面に座る美陽さんは、話しながらも次の一手。指先がしなやかに、駒こまを盤に打つだけで様さまになるのだから熟練者の貫かん禄ろく。そして盤面の戦況が一気に変へん貌ぼうした。

「あ。まずいかな……って、あれこれほとんど詰つんでいるっ？」

「ふふ、三手前から仕し掛かけておいたのさ。身動きが取れまい？」

「う……いや、まだ完全には詰んじゃいませんから」

　勝負を投げ出すことはしない、とは美陽さんから学んだ作法である。相手に対して礼れい儀ぎを重んじることは勿もち論ろん、意外とこういう状況に限って勝機が眠ねむっているもので──

「……ふむ、良い手だね」

　よし、美陽さんが唸うなった。顎あごを指先で撫なで始める。美陽さんの癖くせだ、この仕草が見られたら良い勝負に持ち込めている、という一種の判断基準にも──

「いや、これで詰みだ。逃にげ場ばは全すべて塞ふさげてしまう」

　……なるかどうかは場合によって、という注ちゆう釈しやくを付けておこう。

「参りました。やっぱり強いな……あ、それで、旅行でしたっけ？」

「ああ、うん。正確には旅行と呼んでいいのかわからないのだけど──」

　美陽さんがくるりとチェアーを半回転、リモコン片手に特査備え付けのプロジェクターを起動させた。部屋の照明が消え、大型画面が天てん井じようから下がり、映像が映し出される。

「これ……潜せん水すい都市ですか？」

「うん、北半球最大の潜水都市『羽は衣ごろも』だよ」

　見たことのない形の都市がでかでかと存在を主張した。それは人が住む街である。

　潜水都市。僕たちが立つこの足場は、海を渡り、潜もぐり、生活する。

「結構大きいですね……あ、画像だからそう見えているだけか」

「いや、実物は『鶺せき鴒れい』のおよそ三倍だよ。人工は一億を超こえる大都市、北半球における中心的都市だけど……ふむ、だいだいやじるしは社会科は苦手かな？」

「ええと、はい少し……勉強しときます」

「良い心がけだね。なんなら、今度自分が教えてあげてもいいけれど……しかし、下手に知らないほうが、異国に赴おもむく楽しみというものは増すかもしれないね」

　知的好こう奇き心しんに輝かがやく美陽さんの瞳ひとみは本当に綺き麗れいだと思う。

「……話の流れからすると、この都市に行くんですか？」

「名目は残念ながら旅行ではなく──作戦、だけれどね」

　オペレーションさ、と。

　美陽さんは意外な硬かたい言葉を口にしつつ、ふふ、と猫ねこのように目を細める。

「決行はこの週末、君の学園が春休みに入ってから。自分たち特査は『鶺鴒』の代表として、超ちよう大型都市『羽衣』と花瞳アイリスに対する合同侵しん入にゆう作戦に参加する」

　内容はまさに作戦じみて、気になる単語を幾いくつか拾えば、背筋はぴんと伸のびて──

「差し当たっての問題は……うん、そうだね」

　パスポート、と。

　美陽さんが目め尻じりを和なごませて、僕の日常はあっさりと戻もどってくるのであった。

「どうかな。この後、一いつ緒しよに証明写真でも撮とりに行かないかい？」







　第一章　北半球最大の潜水都市　─Who is her dad ?─







　風かざ峰みね橙とう矢や。

　開いたパスポートに記された名前の横には、正方形の顔写真がプリントされている。写真写りがよろしくない僕にしては奇き跡せき的な出来の笑え顔がお。唯ゆい一いつの懸け念ねんは、この笑顔の少年が僕とは別人じゃないかと疑われることだけど……

「──こちら、お返しします。良い旅をお過ごしください」

　出国審しん査さの受うけ付つけ嬢じようは、僕の笑顔と顔写真を訝いぶかしげに見比べながらも、パスポートを返へん却きやくしてくれた。僕は会え釈しやくを返して出国審査ゲートをくぐる。ふぅ、一安心だ。なるべく笑っていた甲か斐いがあったかもしれないな……

「……うっ」

　などと胸を撫で下ろしていたら、ゲートの先に広がった光景に、息を吞のんだ。

　旅行、仕事、あるいは帰省、はたまた留学か。

　目的は様々に、大勢の人が蛇へびのような列をつくって出国審査ゲートに並んでいる。ベルトコンベアに手荷物を次々に載のせて、その終点に待ち構えるのは、探知機らしきゴツイ筐きよう体たい。危険物があれば即そく反応、警備員が駆かけ付ける──そんな流れだ。

　これぞ潜水都市『鶺せき鴒れい』のシーポート名物、異様に時間のかかる荷物検査である。

「あ、とうやくんっ。こっちこっち！」

　その一角で、ぶんぶんっと大きく手を振ふっている女の子がいた。この見るだけで気き後おくれしそうな絵の中でも、一人笑顔で、むしろ状況を楽しんでいそうな少女──

「ここ空すいているよーっ」

　ほのみは、列の最さい後こう尾びで荷物を移している真っ最中らしい。早く早くっ、と急せかすその様に苦く笑しようしつつも、僕は右手でがらがらとスーツケースを引きずると、

「うん、ありがと……よっ、と」

　持ち上げ、ベルトコンベアに転がした。みるみる奥の方へ流されていく。わりとスムーズな動きだけれど、潤じゆん滑かつに回ってこの長ちよう蛇だの列である。

「本当すごい混みようだね……他ほかのみんなは？」

「んー、あっち……と、あっちっ」

　ほのみが身振り手振りで示してくれた方向には、なるほど確かに、別の列に並ぶ美み陽よさんやノボル、つばさやリノンの姿が見えた。みんな荷物を流し終えたのか暇ひまそうだ。

「あのね、さっきまでつばさちゃんと口パクで喋しやべってたんだよ！」

「また難易度の高い伝言ゲームだね……」

　誤読必至である。ほのみはほのみで「とうやくんもやる？」と純じゆん粋すいに目を輝かせているから、多分楽しかったのだろうけど。僕は脱ぬいだ上着をカゴの中に適当に詰める。

「や、それはまたの機会で……っていうか、靴くつまで脱がなくちゃいけないんだね」

　ほのみは真っ白な靴下を剥むき出しにしている。本人は気にした様子もなくぺたぺた床ゆかを踏ふんでいるけれど、んー、と小首を傾かしげる様子は不思議そうに、

「なんかね、武器とか靴に隠かくされると危ないからって係員の人が言ってたよ」

「武器……バンブーナイフとかかな」

　バンブー？　とほのみが両手で三角をつくるも、多分それはタケノコだ。

「食べるほうじゃなくて、竹でつくったナイフみたいなやつ。ああいうのなら、金属探知機には引っ掛かからなそうだけど……それにしてもすごい警けい戒かいだね……」

「──何事もはじめては緊きん張ちようするものなんですよ」

　んふふ、と言葉とは裏腹な緩ゆるい笑い声が零こぼれたと思えば、すぐ横のベルトコンベアに小ぶりのスーツケースが置かれた。

「それに、『鶺鴒』が他国と直接的な交流をするのはとても久しぶりですから」

「姉さん……荷物それだけだっけ？」

　出国審査を終えたらしい我が姉──ハル姉さんは、羽織っていたカーディガンを胸むな元もとできちんと綺麗に畳たたんでみせると、はい、と微笑ほほえんだ。

「私のは着き替がえとお風ふ呂ろセットくらいですから。橙矢ちゃんはきちんと荷物まとめられましたか？　昨日の夜、遅おそくまで準備をしていたみたいですけど……」

「あ、うん。僕のほうはなんとか」

　選定できた、というよりスーツケースに座り込んで無理矢理に蓋ふたを閉めたのが正直なところなのだけれど。中身が今いま頃ごろ飛び出ていないことを祈いのるばかりである。

「旅行って初めてだし、今回は色々入り用だったから結構悩なやんだけどね」

　そう、旅行だ。

　それが、僕たちが今回、わざわざパスポート写真を撮とったり、長蛇の列に並びつつ『鶺鴒』を初めて出ることになった──その理由を、大まかに表している言葉と言える。

　肌はだに触ふれる空気もようやく暖かくなってきた、春の日和ひよりが嬉うれしい今日この頃ごろ。

　学生でいうところの春休みを利用しての、一週間ちょっとの旅行である。

　まあ実際には旅行だけではなく、別の目的もまた存在しているのだけど──

「前の日にわくわくすること。それも、旅行の醍だい醐ご味みですよ～」

　だいごみっ、とほのみが姉さんに同調して頷うなずく。ちなみに昨晩、ほのみが「と、とうやくーんっ！　荷物がしまらないよーっ」と僕に助けを求めてきて、二人がかりの体重でスーツケースをプレスしたのだけど、それは僕たちだけの秘密になっている。

　何な故ぜかと言えば、圧力に耐たえきれずスーツケースの中から大量の下着……もとい着替えが飛び出したからで、僕はそれを忘れたことになっている。されている。

　白とかピンクとか、色々まとめて──

「──あら？　列、止まっちゃいましたね」

　脳のう裏りに浮うかんだ光景を打ち消していると、いつの間にか、列が止まっていた。ベルトコンベアも停止していて、なにやら列の奥のほうでびーびー警報が鳴っている。ついで警備員が二人、こちらに近づいてくる。

　心なしか──僕たち、ではなく僕一人に視線を絞しぼっている……ような……

「……えっ？　僕？　なんでっ？」

「と、とうやくん……っ、も、もしかしてっ」

　ほのみがさーっと青ざめた顔で僕の服の裾すそを掴つかむと、

「昨日のあれっ……あ、あたしの荷物、中身出ちゃってっ」

　ぱっ、ぱっ……と、口をわななかせ、今度は首から顔を真っ赤に。

「あ、あたしのっ……ぱ、ぱんっ──」

　特定の単語が飛び出す前に、僕はほのみの口を両手で塞ぐ。あ、ちょっと痛い。

　むごーむごーと顔を赤くするほのみに、小声で耳打ちした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだってっ。昨日あれほど一緒に詰つめ込んだんだから！」

「んーんー！……ぷはぁっ！　あ、あれほどって……とうやくんっ？」

　忘れててよーっ、とほのみにぽかすか胸元を叩たたかれる。周囲の生温かい目、どこからか突つき刺ささる強きよう烈れつな思し惟い──多分だけどつばさのものだと思う──それに、んふふと和やかに笑うばかりの姉さん。でも冷静に考えてみるべきだった。

　たとえ下着がスーツケースから飛び出そうと、別にやましいことはないのだと──

「お客様……少しよろしいですか？」

　警備員を前にしてからようやく気付いた。人ひと違ちがいとかじゃなかったか……

「あ……はい。なんですか？」

　こうなったら出来るだけの笑顔で応対する。それが効き目抜ばつ群ぐんだったのか、警備員二人は揃そろって穏おだやかな顔つきで、一人がその手に持っていたものを僕に掲かかげて見せた。

「貴方あなたの荷物が検査機に反応しまして……」

　それは、なんの変へん哲てつもないアタッシェケースだった。ひとまずぱん……着替えの類たぐいでなく安心はしたけれど、特にまずいものは入れてないはず…………だ……け、ど？

「開けてみて、いただけますか？」

　あ、まずい。

　思い出したときには色々と遅おそかった。警備員二人はにこにこと笑い、けれども物言えぬ威い圧あつ感かんを放ち、解かい錠じようを迫せまる。ここで断ったら不自然極きわまりない。僕はアタッシェケースを受け取り……パスワード形式の錠を解除。ダイヤルを回す手は震ふるえていたと思う。

　蓋が開き──中身が、露あらわになる。

　おぉぅ、とギャラリーが遠巻きに呻うめいた。言うなれば、やってしまったな……という感が満まん載さいのため息。警備員二人が呆あきれたように首を横に振る。

　詳くわしく検けん閲えつするまでもなく──アウトな、その中身は。

「ではもう一度、確かく認にんさせてもらいますね」

　黒い──メタリックな質感が魅みせる大型拳けん銃じゆう。

　より正確には、銃の中でも特別強力な威力を誇ほこる、『駆動銃ランゲージ』ドラグーン弐に式だった。

「……貴方のもの、ですよね？」

　弁解の余地なく僕のものである。冷ひや汗あせが一ひと粒つぶ、背筋を伝って、

「……と、とうやくんっ。駆動銃ランゲージ持ってきちゃったのっ？」

　ほのみにこしょこしょと背中越ごしに囁ささやかれ、僕はぎこちなく首を縦に振った。

「つ、つい。いつもの癖くせで……」

　いつも!?　癖!?──警備員さんがなにやらぎらっと目を光らせるも、事実そうなのである。駆動銃ランゲージは証明も不要なほどに武器だ、セキュリティに引っ掛からないはずもない。けれどもそれとは別に、手続きを踏めば国外への持ち出しも可能で──ようは、

「ずっと肌はだ身み離はなさずだったから、許可申しん請せいしておくのすっかり忘れてた……」

「と、とうやくん……っ、も、もぅっ」

　おっちょこちょーいっ、とほのみが僕の背中をぽかすか叩く。それに一いつ瞬しゆん和なごみかけたけど、警備員さんは二人してじりじりと距きよ離りを詰めてきている。どうしよう。

　一瞬にして頭に浮かぶビジョン。強行突とつ破ぱ、と場ば違ちがいな二文字が脳裏に躍おどって──

「──お待ちください」

　腰こしを落としたところで、凜りん、とした声が場の空気に割って入った。

　不思議と、場が一瞬にして静まり返る。だから、コツコツという靴くつ音おとはやけに大きく響ひびいて、それに耳を澄すませている間に、その声の主は人ひと垣がきを割って姿を現した。

　意外にも、とか思ってしまったのは失礼だったかもしれない。

「その方は『鶺鴒』の武装研究員です。駆動銃ランゲージの携けい帯たいは申請によって認められます」

　よく通る声は大人っぽくて、でも現れたのは──僕とそう歳としの変わらないように見える少女だった。豊かな金色の髪かみをリボンでサイドテールに結ゆい、一目で格調を感じさせる服装はなにかの制服らしく、凜とした雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけていて、なんというか隙すきがない。

「現状での拘こう束そくは必要ありません、後はわたしがこの場を預かります」

　それは警備員二人に向けた言葉だったらしい。警備員さんたちは金きん髪ぱつ少女に頭を一つ下げ去っていった。同時に、興味が失うせたのか、集まっていた野や次じ馬うまもぞろぞろと引けていく。

　取り残されたのは自然、僕とほのみと姉さん、そして金髪の少女だった。

「……ということになりましたが、申請はされまして？」

　金髪少女にいきなり話を振られ、僕は慌あわてて首を縦に振った。

「あ、はい……いや、申請し忘れちゃって」

「そうだと思いました。ではここで申請してしまいましょう」

　少女は胸元から小型の端たん末まつを取り出すと、片手で淀よどみなく操作。はい、とそれを僕の前に突き出した。画面には、『特とく殊しゆ形態武器の携帯申請』の文字が並ぶ。

　僕はどうも、ぽかんとしていたらしい。

　くい、と金髪少女が淡たん々たんとした顔で端末を軽く揺ゆらした。

「お客様のようなケースはわりとよくありますので、ご心配なさらずに。どうぞ？」

「……有り難く頂ちよう戴だいします」

　恥はずかしさやら申し訳なさで一いつ杯ぱいになって、僕は頭を下げながら端末を受け取った。画面の要よう項こうは随ずい分ぶんと簡単なもので、必要項目をチェックしていくこと数分。

　端末を持ち主に返すと、少女はさっと画面に目を通し、首しゆ肯こうした。

「確認しました。簡略的なものですがこの場で申請を受け付けます。これで風峰様は『鶺鴒』国外──この先でも駆動銃ランゲージを携帯することが許可されますので」

「なにからなにまですみません…………ん、風峰……様？」

　疑問は唐とう突とつに浮かび上がった。

　ぽん、ぽんと泡あわのように生まれる疑ぎ問もん符ふ。言ってみて気付いた今いま更さらの不思議というか。

「……僕が武装研究員だって、知ってた……？」

「ええ、勿もち論ろん。おゲ客ス様トの名前は全すべて把は握あくしていますから」

　少女は頷くと、係員から僕たち三人分の荷物を受け取った。荷物の検査が済めば、入国に必要な手続きはもう終しゆう了りようとなる。

　ベルトコンベアの終着点──そこは、『鶺鴒』と『国外』の境界線だ。

「さあ、風峰様。こちらへ」

　どうぞ、と言われて示された先には、美陽さんやノボル、つばさにリノン──旅行の同行者の姿があった。手にはそれぞれスーツケースやキャリーバッグ、数日間の外出に必要な荷物があって、それら全てに検査済みのシールが貼はられていた。

　行く先にみんながいれば、自然と合流だ。そうして真っ先に僕へ駆かけ寄り、耳打ちしてきたのはつばさだった。横目で、金髪少女をちらちらと窺うかがいながら。

「橙矢、あの人、誰だれ……？」

「や、僕にもよくわからなくてさ」

　ひそひそ話にしてはあまり中身がなかった。一つ、引っ掛かかることがあるとすれば。

　お客様──とかなんとか、さっき言っていたような？

「それでは皆みな様さま揃そろいましたので、僭せん越えつながらご挨あい拶さつをさせていただきます」

　そんな前置きを述べて。金髪少女は、僕たちの注目を一身に浴びる中、制服のスカートの裾を軽く摘つまみ、優ゆう雅がに一礼してみせた。

　それだけで、この場の空気が引き締しまったような、洗練された挨拶である。

「本日は、潜せん水すい都市『鶺鴒』と潜水都市『羽は衣ごろも』の記念すべき初交流、直接的な交流の場にご足労いただき、ありがとうございます」

　その礼がやけに上う手まいとか、すらすらと一言も噛かまなくてすごいとか、そんなことより──彼女が、僕たちの入国理由、旅行の目的を口にしたことに、僕は驚おどろいた。

　驚いて──驚いているからこそ、その口上にただ聞き入ってしまう。

「この先は、潜水都市『鶺鴒』の国外にして、わたしたちの潜水都市『羽衣』の国内──皆様、ようこそおいでくださいました」

　金髪少女と、目が合う。その目め尻じりが少しだけ挑ちよう戦せん的に吊つり上がった。

　してやったり、という風に見えたのは多分、僕の錯さつ覚かくだと思う。

「本日、皆様をご案内いたしますわたしは、潜水都市『羽衣』の武装研究員──」

　そういえば、僕の駆動銃ランゲージを間近に見ても特に動じていなかったと今更に思い返す。

　それもそのはずだったのかもしれない──相手は、つまり同業者。

　金髪少女は、その一瞬だけ、可か憐れんに微笑ほほえんだ。

「──鈴すず蘭らん・フランツィスカ・ハーゼンクレファーです。同じ武装研究員としてよろしくお願いいたしますね」




　今回の旅行のきっかけは、一か月前に起きた『建国』にまで遡さかのぼる。

　潜水都市『雨あま燕つばめ』──それが、この世界に新たに建国された都市の名前。

　建国、とは言っても正規の手順を踏ふんだものじゃない。そんなもの知ったことかと言わんばかりに、ある一人の青年によって一方的かつ強ごう引いんに宣言されたものだ。

　レーシュ。本名は多分、レーシュ・エスペラント。

　かつて幽ゆう霊れいを名乗り、僕たちの住む潜水都市『鶺鴒』に、残ざん留りゆう体たいを引き連れて攻こう撃げきを仕し掛かけてきた青年は、堂々とした笑え顔がおで建国を宣言したものである。

　勿論、と前置きするくらいには、世界はそれをまったく認めなかった。

　それもそのはずだと思う──『雨燕』の領土はレーシュの所有する潜せん水すい艦かん一隻せきで、国民は宣言した張本人であるレーシュと、彼を兄のような人と言って慕したっていた少女、アイネちゃんの二人だけという具合だ。潜水艦の定員すら満たしていない。

　正規の建国手順を踏んでいないとか、そんな突っ込み以前の問題と言っていい。

　子供の戯ざれ言ごと、手の込こんだ悪戯いたずら、いい迷めい惑わく──『雨燕』の一方的な建国宣言は、はじめは世界中にそう一いつ笑しようされ、けれどもすぐにその表情は凍こおりつくことになった。

　レーシュが建国と同時に言い放った、もう一つの宣言。

　世界中の花瞳アイリスを全て破は壊かいする──世界中に向けた宣戦布告は、各国の疑ぎ惑わくや嘲ちよう笑しようを一挙に吹ふき飛ばすように、この一か月で実行に移されていた。




「『雨燕』はこれまでに三み度たび、潜水都市の花瞳アイリス侵しん入にゆうを阻はばんでいます」

　よく通るアルトの声が車内に響く。

　車内──『鶺鴒』を出国した僕たちは、『鶺鴒』と潜水都市『羽衣』を結ぶ連れん絡らく用の海上列車に乗り込んでいた。窓の外には一面の大おお海うな原ばらが広がっていて、体感としては海の上を走っている気分だ。

　車両は六連結。うち一つの車両には、気を遣つかってくれのか、僕たち『鶺鴒』出国組と、シーポートで出で迎むかえてくれた『羽衣』の──

「その全ての機会において、各国の武装研究員は『雨燕』を率いる男、レーシュに対して手も足も出ず撤てつ退たいにまで追い込まれたそうです」

　鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファー……さん、だけがいる待たい遇ぐうである。

　失礼だから口には出さないけれど、正直噛んでしまいそうな名前だ……

「……風峰様？　どうかなさいましたか？」

　なんて考えていたからか、その名前の本人とばっちり目が合ってしまった。

「あ、いや、ちょっと外の景色が気になっちゃって……」

　ちょっと橙矢、と隣となりの席に座るつばさに咎とがめられるけれど、かといって正直に貴方あなたを見つめていましたと口にするほどの度胸がなくて。

「すみません……ハーゼンクレファー、さん」

「鈴蘭、で結構です」

　一瞬置いた間を掬すくい上げるように、対面に腰こし掛かける金髪の少女は口元を緩ゆるめた。

「『鶺鴒』の方には馴な染じみのない響きでしょうから」

「……じゃあ、鈴蘭さん。改めて、余よ所そ見みしててすみません」

　今度こそ頭を下げる。すると、くす、と鈴を転がすような声が漏もれた。

「し、失礼しました……」

　鈴蘭さんのほうがつむじを見せていた。でも俯うつむきつつも肩かたが微かすかに揺れている。……服装や凜とした雰囲気から硬かたい印象を受けるけれど、意外と笑い上じよう戸ごなのかも。

　まあ悪い気はしない。笑いを噛み殺したらしい鈴蘭さんは、

「……美陽の言う通り、とてもユニークな方ね」

「ふふ、そこは天然と素す直なおに口にしても構わないよ」

　なにやら美陽さんと楽しげに言葉を交かわして……ん？

「だいだいやじるしは自分の秘ひ蔵ぞっ子こ、彼の本領はこれからさ」

「だいだい……ってあなた、またそんな妙みような渾あだ名なをつけて……」

　鈴蘭さんが呆あきれたように首を横に振ふった。ただ、その仕草には近しいものへの信しん頼らいの情みたいなものが見て取れて、さっきまでの凜とした空気も緩んでいる。

　妙な渾名──確かに僕もそこは大きく頷うなずくところだけど、でもそれ以前に。

「鈴蘭さん……今、美陽って」

「そういえば、家族以外に呼び捨てにされることは少ないかな」

　答えたのは美陽さんだった。右手で鈴蘭さんを紹しよう介かいするように示して、

「フラン──フランツィスカとは、前から個人的な交流があってね。これまでもちょくちょく連絡を取り合っていたんだ。……でもまさか、君が直々に出迎えてくれるとは思わなかったよ。直接顔を合わせるのは二年ぶりかな？」

「知り合いのほうがいいだろうって上の判断があったから。でも二年ぶり……に、なるのかしら。出会ってから……」

　鈴蘭さんがどこか歯切れ悪く言葉を濁にごした。凜りんとした空気がほんの一いつ瞬しゆん、乱れる。それにはっきりと気付いたあたりで、遮さえぎるように美陽さんが言った。

「自分が一人旅をしていたときに知り合ったからね。大した目的もなく適当にぶらついていたときの出会いだから、印象に残っていなくても仕方ないさ」

　ごめんなさい、と鈴蘭さんは軽く頭を下げるけど、美陽さんのフォローした呼吸がむしろ二人の親密性を表している気がする。最後には二人して微笑んでいるし。でもそっか、美陽さんは前に『羽衣』に来たことがあるのか…………仲、いいんだろうなぁ──

「なぁ……橙矢っち」

　こそこそ、と誰かに耳打ちされる感かん触しよく。左ひだり隣どなりのノボルが声を潜ひそめてきた。

「……鈴蘭さんになんだかジェラーな気分になるのはオレだけか？」

「……否定はしないでおく」

　はいかいいえかと言えば、である。あんまり子供っぽい感情だから面と向かっては言えないけれど──と思っていたら、ほのみが美陽さんの腕うでにむぎゅぅと抱だきついていた。その頬ほおが少し膨ふくらんでいる。「ふふ、どうしたんだいほのみん？　よし、頭を撫なでてあげよう」「んぅ……みよみよさーんっ」……なんだろう、この敗北感。素直は強しか。

「……私で良かったら代わりにさせてあげるけど。どう、風峰君？」

「心を読まないでリノン……」

　表情には限りなく波を立てず、でも唇くちびるを悪戯っぽく歪ゆがめて、リノンがわざわざ一つ隣の席から身を乗り出して、片腕を伸のばしてきた。しかも何な故ぜか袖そでをまくって素す肌はだで。その腕を、こらっ、と跨またがれたつばさが抗こう議ぎするように叩たたく。ぺちっ、ぺちっ……

「……それで、なんの話をしていたんでしょうか？」

　姉さんにゆるゆると指し摘てきされなかったら、本気で忘れていたかもしれない。

　色々と緊きん張ちよう感かんがないのは──果たしていいことなのかどうなのか。

「……潜水都市『雨燕』の話、でしたね」

　こほん、と鈴蘭さんが切り替かえるように咳せき払ばらいをして。

　ようやく──僕たちの旅行の本題が、語られる。

「『雨燕』はこの一か月、花瞳アイリスに侵しん入にゆうしようとする潜水都市に対して、例外なく敵対行動を取っています。その結果、『雨燕』の主戦力──レーシュたった一人に対して、各国の戦力ではまるで歯が立たず、花瞳アイリスへの道を阻まれ続けているのが現状です」

　そこで、と鈴蘭さんは句切った後に、僕たちを見回した。

　特別派は遣けん調査室──特とく査さのメンバー総勢六名と、あと姉さんを視界に収めて。

「我々『羽衣』は潜水都市『鶺鴒』に協力を依い頼らいし、『雨燕』に対たい抗こうできるよう、合同で花瞳アイリスに侵入を仕掛けようと考えています」

　──これが、旅行の本当の目的だ。

　改めて聞いて、さっきまでの弛し緩かんしっぱなしの空気が引き締まった。ようは、

「花瞳アイリスへの合同侵入……それに、僕たち特査も参加するってことですよね」

「ええ、作戦には『鶺鴒』と『羽衣』、両陣じん営えいの精せい鋭えいを投入する予定です」

　言外に精鋭だと言われて、誇ほこらしい反面、緊きん張ちようするところでもあるけれど──

「こう幾いく度ども『雨燕』に妨ぼう害がいされては、涙るい晶しようの確保もままならないですから」

　鈴蘭さんの言う通り──ままならないのだと思う。

　潜水都市は一定周期をもって、世界中に点在する花瞳アイリスに接続する。目的は一つ、花瞳アイリスの内部にのみ確かく認にんされる生命体──残留体を駆く除じよした上で、その頭部に生える涙晶を手に入れること。現代において、涙晶は人類の生命線とも呼べる資源で、もしもこれの確保を阻まれるとなると、文字通り生命線を断たたれることになるはずだ。

「……妨害だけ、なんですか？」

　おずおずといった風に小さく手を挙げたのはつばさだった。

「『雨燕』って確か、花瞳アイリスを破壊するって言ってませんでしたか？」

「今のところは破壊行こう為いは確認されていませんね。潜せん水すい都市が花瞳アイリスに接続すると……方法はようとして知れませんが、内部のどこからともなく現れ、武装研究員を撤退に追い込むだけの攻撃を仕掛けてくるようです」

　そう言いつつも鈴蘭さんの表情は不可解そうだった。ただ……僕にはなんとなく、破壊ではなく妨害に留とどめる理由がわかる気がする。

　レーシュは、ゴスペル──人の意志をもった、ほのみのような残留体を探している。

　紆う余よ曲きよく折せつあってほのみを狙ねらうのは諦あきらめたはずだけれど、『雨燕』の建国、世界への宣戦布告もおそらくはゴスペルを数多あまたの残留体の中から探し出すためのものだ。

　レーシュが武装研究員を追い返しているのは、多分、他の連中にゴスペルを──

「殺されないようにってことかな……」

「どの国にでも死者は出ていないようです」

　思わず漏らした声は上う手まい具合に解かい釈しやくされたらしい。鈴蘭さんが続ける。

「『雨燕』は花瞳アイリスに侵入する潜水都市を待ち伏ぶせて攻撃してきます──逆を言えば、こちらが花瞳アイリスに踏ふみ入る時期を知っている。そう仮定すれば時期的に次に現れるのは……」

「『羽衣』が侵入する花瞳アイリス──話の流れからすると、そういうことかな？」

　美陽さんが言葉を引き継ついだ途と端たん、窓の外に広がる海が途切れた。モノレールが『羽衣』内部に入ったらしく、左右の車窓に街並みが一気に開ける。

　潜水都市『羽衣』──『鶺鴒』のおよそ三倍の面積を誇るとされる、大規模都市。

　その全ぜん貌ぼうが明らかになったとき──僕は、息を吞のんだ。

「……え……あれ」

　見み間ま違ちがいかと何度も瞬まばたきをした。それでも窓の外に広がる景色に、なに一つとして変化はなく、ビル、道路、車、公園──全すべてが僕を置いていくように高速で流れていく。

　ただ一つ、あまりに巨きよ大だいで、常に景色の中心に位置するものを除いて。

「……なんで……？」

　呆ぼう然ぜんと漏れる言葉。ほのみが窓に張り付くようにして外を凝ぎよう視ししていた。他ほかのみんなも驚おどろいているだろうけれど──美陽さんとリノンは知っていたのか、平然としている──多分、この中ではほのみが一番、衝しよう撃げきを受けているのだと思う。

　幾いく重えにも連なる高層ビルの中、どの建物よりも天を衝つくそれ。




　黄金色に輝かがやいた塔とう──花瞳アイリスが、街の中心にそびえ立っていた。




「あれが今回『鶺鴒』と協力して侵入することになる塔──」

　そして、と鈴蘭さんは気負った気配もなく、言った。

「我々『羽衣』が所有している……黄金の花瞳アウレアアイリスです」

「……黄金の花瞳アウレアアイリス」

　ほとんど繰くり返しただけだった。それでも言葉の裏に込こめざるを得なかった、僕の感情を美陽さんは汲くみ取ってくれたらしい。

「だいだいやじるしは純白の花瞳エルダーアイリス以外の花瞳アイリスを見るのは初めてだね」

　そういえば──さっき、美陽さんは『羽衣』にきたことがあるって言ったっけ。

　眩まぶしそうに、美陽さんは窓に照り付ける光に目を眇すがめながら、

「『鶺鴒』は国くに柄がら、他国との交流を嫌きらう傾けい向こうにあるからね……そもそも入ってくる情報が少ない。その反応からするに、あれについては知らなかったのかい？」

「……初耳です」

　あれ、と美陽さんが指差す先には、街中にどーんと構える塔が一本。太陽の光を反射して黄金色に輝く様さまは、異質なはずなのに何故か街並みと融ゆう和わしている。

「街の中に花瞳アイリスって……待って、リノンは知ってたの？」

「ええ、前は『羽衣』に住んでいたから」

　リノンがすんなりと首を縦に振った。そうだ、前にもそう言っていたっけ。でもつばさやノボルは、さすがに驚いて──

「へぇー……ガイドブックにあった通りなんだ。ちょっと感動かも」

「太陽の照り返しは眩しそうだけどな。時間があったら見に行ってみたいもんだぜ」

　……あれ。驚いては……いるけど、なんだかちょっと質が違ちがう気が……

「二人とも、驚いてないの？」

「驚いているよ、勿もち論ろん。前々から観光スポットとして有名だったけど、やっぱり本当なんだなって。中には入れないみたいだけど……沈しずまない都市って言われているだけあるなって。でも、橙矢はあんまり観光とか興味ないって言ってたもんね」

「あー、まあ橙矢っちはガイドブックとか読みそうにねぇもんな」

「橙矢ちゃん、うちでもあんまりテレビとか見ませんからー」

　姉さんの一言が、トドメだった。膝ひざを突つきたい気分である。

　つい最近、一年も通ってまったく覚えていなかったクラスメートの顔と名前が、ようやく一いつ致ちし始めたと思っていたけれど……それでも彼らが話すタイムリーな話題にはついていけていなかったのだ。有名観光地……ガイドブック……薄うす々うす自覚はしていたけれど……

「……もうちょっと世の中と関かかわろう……」

「と、とうやくんふぁいとっ。あたしも知らなかったよっ」

　元気出してーっ、とほのみが頭を撫でてくれるけれど、ほのみが知らないのも多分、家で僕と一いつ緒しよに過ごしている影えい響きようとも考えられるし……兄、である自覚はなかったけれど、ほのみのためにも、もうちょっと世の中と関わっていこう、うん。

「……黄金の花瞳アウレアアイリスについては、まだ後ほどお話しします。今はただ、あれが我々『羽衣』が所有する花瞳アイリスであることだけ認識していただけたら幸いです」

　鈴蘭さんが話を切り上げるように言った。待って欲しい、このままだと物を知らなすぎる兄で終わってしまう。そう口を挟はさもうとしたところで……きぃ、と。

　気付けば、列車は減速していたのか、微かすかな音を立てて停車。

　窓の外はもうターミナルで、列車の扉とびらが滑すべるように開き、僕たちに降車を促うながしてきた。

「お降りください。急せかすようで申し訳ありませんが……本日は、直々に特別派遣調査室の皆みな様さまにお会いしたいと仰おつしやる方がいらっしゃいますので」

「──え？」

　ターミナルに降り立った瞬しゆん間かん、美陽さんの細い声が漏もれた気がした。

　僕たちの他にも数人の姿がある。観光客の風ふう貌ぼうではなく、身を包むのは僕たちと同じ研究所の制服。真ん中の男性をまるで取り囲むようにして、研究員が配置についている。

　配置──思わずそう称しようした理由は、研究員たちの腰こし元もとにあるホルスターで。

　ふと、要人と、それを警護する護衛という図が頭に浮うかんだ。

「なにぶん先さき程ほど入った連れん絡らくでしたので、皆様には事前にお知らせできなかったのですが……」

　申し訳なさそうな視線が、鈴蘭さんから沈ちん黙もくする美陽さんの横顔に注がれた。

　当の本人、我らが室長はスーツケースを引くことも忘れて立ち尽つくしている。護衛っぽい連中には目もやらず、要人っぽい男性を呆ほうけたように見つめる。

　っぽい、なんて──失礼な表現だったのかもしれない。

　鈴蘭さんは恭うやうやしい手つきで、右手で彼らを紹しよう介かいしてみせた。

「潜水都市『鶺鴒』、特立研究機構現総裁──あなた方のトップが、お待ちです」

　どうやら……本当に要人だったらしい。




「彼らを案内してくれてありがとう、ハーゼンクレファー武装研究員」

　総裁は鈴蘭さんにそう礼を言って、僕たちに正面から視線を寄よ越こしてきた。

　大樹のような人だった。背格好は勿論のこと、雰ふん囲い気きがそうなのだ。年ねん齢れいは多分五〇前後だろうけれど、年齢だけで計れない深みが色いろ濃こく滲にじんでいる。

　圧あつ迫ぱくされるんじゃなくて──なんというか、圧あつ倒とうされる。

「待ち伏せしたようで済まない。こうして顔を合わすのは初めてになるか」

　その言葉と視線に、状じよう況きようが吞み込めない僕たちとしては頷うなずくしかない。正直……お偉えらいさんと言われても見覚えがほとんどないのである。これも世の中と関わってこなかったツケかと反省していれば、どうもみんなの反応も似たり寄ったりだった。

　えてして、自分の組織のトップなんて、その顔は知らないものなのかもしれない。

「……何な故ぜ、ここに？」

　ただ一人──総裁らしき男性を強い目で見返す、美陽さんを除いては。

「『羽衣』の代表の方々と会談を行っていたのだが、予定より早く終しゆう了りようしてな。その間の時間だ。お前に伝えることがあると言ったら大方の見当はつくだろう」

　お前。その言葉に違い和わ感かんを覚えるのも束つかの間、僕たちに対するそれとまったく同じトーンで、総裁は美陽さんに向けて言葉を投げた。

「約束した期限は今期までだ。覚えているな？」

「……はい」

　こんな硬かたい口調の美陽さんを初めて見る。肩かたが細かに震ふるえ、それは腕うでを伝い、服の袖そでを掴つかんだ指先で止まっている。まるで、なにかを耐たえているような──いや、

「──これが、最後のチャンスになる」

　多分、身構えていたのだと思う。

　総裁がそう言い放った直後、美陽さんが火に触ふれたように立ち竦すくんだ。

「今回の合同作戦を最後の判定機会にすると、正式に決定が下された。この『鶺鴒』と『羽衣』が総力を挙げて臨のぞむプロジェクトにおいて、約束した結果を残せなかった場合、」

　一息の合間に、美陽さんの横顔がみるみる青白く染まる。

　それがなにを意味するのか──総裁の次の一言で、嫌いやでもわかった。




「──特別派は遣けん調査室は、解散させる」
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　第二章　モニター越ごしの戦い　─Ladies and Gentlemen─







　どん底から気分を盛り上げて、さあやるぞと息巻いたその翌日。

　早朝、つまりは黄金の花瞳アウレアアイリスに対する侵しん入にゆう作戦の当日にである。

　その報しらせは突とつ然ぜん、なんの予告もなしに僕たち特とく査さに通達された。

「特査が作戦に参加できないって──本当なんですか？」

　僕は急ぐ足を止めないまま、僕以上に速い足で先を行く美み陽よさんに訊たずねた。いつも堂々と構える我らが室長にしては珍めずらしい早歩きで、その横顔からは余よ裕ゆうも消えている。

　不ふ機き嫌げんそうな表情は、寝ね起おきだからってことはないとは思うけど。

「少なくとも、今朝自分が連れん絡らくされた限りはね」

「……総裁からですか？」

「それもホテルの部屋へ直々にさ。とんだモーニングコールだよ」

　まったくやってくれる、と美陽さんは苦々しく唇くちびるを噛かんだ。非常に眠ねむたそうである。

　前言撤てつ回かい。もしかしたら、寝起きだからってこともあるのかもしれない。

「『特別派は遣けん調査室は、今回の作戦に必要な条件を満たしていない』──それが理由らしい。つまりは挑ちよう戦せんする前に、資格がないからと門もん前ぜん払ばらいされたわけさ。結果を出せと言っておきながら機会そのものを摘つみ取ってくるなんて、我が父ながら頭が硬かたすぎる」

「厳しそうな人でしたよね……」

「素す直なおに頭でっかちと言ってくれて構わないよ」

　ふう、と怒おこったようなため息だ。特査設立の経けい緯いからなんとなく察してはいたけれど……仲、悪いのかな。

　でも。僕は、まるで光を失っていない美陽さんの瞳を覗のぞき込む。

「それで……納なつ得とくはしてないんですよね？」

「当然さ。だからこそ、自分たちはこれから父に直じか談だん判ぱんしにいくわけだけど」

　僕と美陽さんが足早に進む、この通路。ここは、潜せん水すい都市『羽は衣ごろも』における正式の対残ざん留りゆう体たい組織──『鶺せき鴒れい』で言うところの研究所に相当する場所だ。すれ違ちがう職員からは、もれなく物もの珍めずらしいものを見るような視線を貰もらっている。

　初めての外国にして、初めての公的機関。

　これから向かう先を考えると、緊きん張ちようで足が竦すくみもするのだけれど──

「だいだいやじるしはいいのかい？」

　そんな中を、美陽さんは堂々と、胸を張って進んでいく。

　一いつ瞬しゆん、ちらと気き遣づかうように、僕に視線を投げてきた。

「これは自分一人の問題だから──なんて迷い言は口にする気もないけれど、君もほのみんたちと一緒に待っていてくれても構わないんだよ？　勿論、来てくれて心強くはあるけれど……」

「それなら一緒に行かせてください。付いていきます」

　美陽さん一人に行かせたくない、というのは昨日の親子対決を目まの当たりにした特査全員の思うところだ。とはいえ相手は研究所のトップ、大勢でぞろぞろ押しかけるわけにもいかず、僕が代表として美陽さんに同行している。

「そうかい？　なら、頼たよりにさせてもらおうかな」

　息を抜くような笑みを零こぼして、美陽さんが一つの部屋の前で足を止めた。扉とびらのプレートには上書きするように別のプレートが被かぶさっている。

　新しいプレートには──『特立研究機構　ジノベルト総裁臨時室』とある。

「普ふ段だんは会議室らしいけれどね。『羽衣』に滞たい在ざいする間は、父はこの部屋を拠きよ点てんに使わせてもらっているそうだよ。この時間帯なら、まだ移動はしていないはずだから……」

　美陽さんが目だけで僕に問い掛けてくる。頷きを返すと、我らが室長は、扉の脇わきにあるインターフォンを、指先で軽く押し込んだ。一息ほどの間を置いて、

　しゃっ……と。

　扉が真横に滑すべって、自動開放。入口が開かれた。

「……早かったな」

　部屋の奥には、待ち構えていたように──ジノベルト総裁が席に着いている。

　しかも動じた様子もなく、むしろ口元に軽い微笑みすら浮かべて。

「お前の性格ならすぐにでも来ると思っていた」

「それならもう少し遅おそい時間に連絡するべきでしたね」

　美陽さんは躊躇ためらうことなく部屋に足を踏ふみ入れる。対するこちらの表情は険しい。

「今回の侵入作戦についてお話ししたいことがあって伺うかがいました」

　我らが室長の声は微かすかに震ふるえていて、見ればその足も小刻みに揺ゆれているけど。

　それでも美陽さんは真っ直ぐに、自分の父親を見み据すえて言い放って、

「特別派遣調査室が作戦に参加できないことに納得がいきません。撤回を要求します」

「ふむ。いいだろう、撤回しよう」

　ジノベルト総裁があっさりと首を縦に振ふったことには、僕と美陽さんは肩かたすかしを喰くらったどころじゃなかった。僕は思わず言こと葉ば遣づかいを取り繕つくろうことを忘れて、

「い、いいの？」

「それが望みだろう？　人の上に立つ者は、出来うる限りの力を尽つくして部下の要求を聞き届けるものだ」

　それを聞いて一瞬、喜びが腹の底から込こみ上げるも、

「──しかし要求を貫つらぬくためには、その理由を他者に納なつ得とくさせなくてはならない」

　そう言って、総裁が問い掛けるように片かた眉まゆを上げてみせた。不思議なことに、何故かその仕草が美陽さんのそれと重なって見えたと思えば、

「……自分がここに来ることを見み越こしていたわけですか」

　軽く息を吐はく音。我らが室長が毅き然ぜんとした面おも持もちで総裁を見返した。ああ、そっか。

　親子なんだな、と思わず感心してしまうほどに。

　美陽さんと総裁、二人が浮かべる表情は──揃そろって挑戦的なものなんだ。

「特査が作戦に参加するためにその技量を示せ。そういうことですね？」

「吞のみ込みが早いな。当然のことだが」

　……総裁の言い分だと、状じよう況きようが吞み込めない僕はどうすればいいんだろう。

「つまりだ」

　ただ、総裁は美陽に似て人の表情を読むことに長たけているのか。それまで無反応だった僕に対して、急に人ひと懐なつっこい微笑ほほえみを浮うかべて見せる。なのに僕としては、蛇へびに睨にらまれたカエルの気分というか、つまりは嫌いやな予感しかしなくて。

　そうして総裁は、なんでもないことのように、条件を突つきつけてきた。

「本日に開かい催さいされる『選せん抜ばつ試験』──侵入作戦に参加できる人間を選抜するその場において、優ゆう秀しゆうな成績を示せ。異論はないな？」




　というよりそもそも、作戦に参加できなければ特査は問答無用で解散なのである。

　だから僕たちは立場上、異論うんぬん言えるはずもないのだけれど──

「……ここが、試験会場ですか？」

　見るからに街！　という光景を前にすると、異論というより疑問を口にしたくなる。

　高層ビルが建ち並ぶオフィス街のような場所だ。潜水都市『羽衣』は北半球でも有数の巨きよ大だい都市、人口が多ければ建物も多いのか、やはり違う都市なのだと実感する。ともすれば軽くカルチャーショック、『鶺鴒』人としては圧あつ倒とうされるけど、

「ただの街、ですよね？　こんな屋外でやるんですか？」

「やるらしいね、父の話によると」

　そう言いつつ美陽さんが不可解そうに肩をすくめた。

　それは特査全員に通じる反応である。この場には、僕と美陽さん、つばさにリノン──特査の『戦える』戦力が全員、選抜試験を受けるために集結していた。

　直前まで応おう援えんしたい、という理由で付いてきたほのみは、きょろきょろと不思議そうに辺りを見回している。

「んー、みよみよさんのお父さんがここにくるの？　お出で迎むかえ？」

「そんな殊しゆ勝しような人じゃないよ、あの人は。フランが迎えに来てくれるはずだけど……」

　少し遅おくれているみたいだね、と美陽さんが巨大な街頭モニター、画面端はしの電子時計に視線を投げた。モニターには見たことのない『羽衣』のテレビコマーシャルが流れている。

　明らかに普ふ通つうの街だ。こんなところでする試験が思いつかない。

「っていうか、そもそも選抜試験ってする必要あるんですか？」

　マフラーに顔を埋うずめ、つばさが根本的な疑問を口にした。

　季節は暦こよみの上では春。けれどもここ『羽衣』は『鶺鴒』よりも北の海域を行くこともあって、体感では『鶺鴒』の冬となんら変わらない。

「今回の作戦って『鶺鴒』と『羽衣』の合同作戦なんですよね？　わざわざ選ばなくたって、武装研究員が大勢いるに越こしたことはないと思うんですけど」

「それは万年武装研究員不足の『鶺鴒』の考え方だね」

　美陽さんは苦く笑しようするようにふっと頬ほおを緩ゆるめると、

「この世界、都市の発展には涙るい晶しようが不可欠だ。そして涙晶は、花瞳アイリスから命がけで獲かく得とくしてくる他ほかない。それはつまり、大きな都市ほど、優秀な武装研究員を多く抱かかえているということなんだ。ここ『羽衣』は北半球でも有数の巨大都市──総員を投入しなくとも、選び抜ぬかれた精せい鋭えいのみで臨のぞむほうが、より多くの成果を獲得できるからね」

　確か千人くらいはいたはずだよ、と言われてぎょっとする。

　深海に聳そびえる巨大な塔とう、という触ふれ込みの花瞳アイリスだけど、その内部の広大さに反して入口は数少ない。有り体ていに言えば蟻ありの巣、入口が狭せまいのだ。ぎゅうぎゅうに詰つめたところで、千人なんて投入出来るとは思えない。

　加えて、と美陽さんは瞳を闘とう志しでも燃やすように輝かがやかせて、

「今回は『鶺鴒』との合同作戦だ。倍率はより厳きびしくなるだろうね。まあだからこそ、優秀な人間のみが網あみに引っ掛かかるのだろうけれど……」

「んー……受験勉強？」

　ほのみが小首を傾かしげた。やだー考えたくないー、とつばさが頭を抱えている。まだ二年生に進級したばかりだし、そこまで切せつ羽ぱ詰つまっているとも思わないけれど。

　でも、そうか。

　いつかは僕も、今の学園を卒業して、自分の進路に進むときがくるんだよね──

「……でもやっぱり変じゃないですか？　場所もそうですけど、僕たちだけここに呼ばれて、ノボルと姉さんはホテルで待機してろっていうのも」

「八はち王おう寺じ君は調律師、貴方あなたのお姉さんはアドバイザーだからじゃない？」

　二人とも戦えない、とはリノンの真っ当な意見だった。まあ……そう、かな？

「とりあえず、父がガセネタを教えたわけではないと思うよ」

　そんなことを言いつつ、美陽さんの表情はどこか不ふ機き嫌げんそうに、

「来る前に少し調べたけど、どうもこの一帯は『羽衣』の研究所が管理している区画らしいんだ。彼らがある程度好きに、たとえば選抜試験の会場に出来るような、融ゆう通ずうの利きく場所なんだろう。その証しよう拠こに……少しずつ増えてきているしね」

　なにが、と問うまでもなく、答えは実はさっきから視界の中に映っていた。誰だれかと待ち合わせをしているような人ひと影かげがちらほらと見える。ただ、どうしても友達との買い物、デートの約束等のためには見えない。だって彼らは腰こし元もとに吊つるしているのだ。

　ホルスターに収まった──駆動銃ランゲージという強力な武器を。

　なにをしにきているのかと言われれば、多分、僕たちと同じ理由なのだろう。

「武装研究員ですよね、あれって。『鶺鴒』と『羽衣』がちらほら交じっているみたいですけど。まさか『鶺鴒』側が全員来るっていうことは……」

「さすがにないだろうね。おそらく全体の七割程度じゃないかな。いくら都市同士が直結しているとはいえ、『鶺鴒』本体に少しは戦力を残しておかないと」

　がら空きになる、と美陽さんは遠い空に視線を投げた。多分、『鶺鴒』の方角。

　レーシュの一件以降、『鶺鴒』を含ふくめた各国の潜せん水すい都市は、敵となる脅きよう威いが残留体以外にも存在することをその身で実感したのだ。レーシュが海かい賊ぞくよろしく、僕たちが作戦に参加している間に、『鶺鴒』に攻こう撃げきでも仕し掛かけてきたらたまったものじゃない。

「でもそうなると、やっぱり場所は合っているんでしょうか……」

「──あぁ、合ってるさ」

　とうっ、という棒読みの掛け声みたいな一声。

　それが耳に届いた直後、僕の背中になにかがのし掛かってきた。っうわっ。

「ふむふむ、こりゃ良い身体してやがる……」

　足を踏ん張ってなんとか体勢を保つと、今度は熱い息のようなものが耳にかかった。それが本当に息なのだと気付く頃ころには、背中を重たく柔やわらかい感かん触しよくが圧あつ迫ぱくしていて、慌あわてて身を離はなそうとすると──がっちりと知らぬ両りよう腕うでに脇わき腹ばらをロックされる。

　しかもそのまま、お腹なかのあたりをさわさわ……ってまさぐられた!?

「肉の付き方は均一で骨も太い……うわ、理想的だ。やっべ興奮してくるわ」

「ひっ、ななななにっ？」

　服の中にまで手が入ってたらもうパニックである。落ち着け、と自分に言い聞かせて状況を考える。背にかかるほどよい重み、柔らかさ、そしてこの声──っ、

　多分だけど、僕は女性、それも女の子に乗っかられている気がする！

「……え、外国っていきなりそんなこと起きるの!?」

「と、とうやくんっ？」「橙とう矢や！」

　視界の隅すみで、ほのみとつばさが目を剥いている。それでも僕に手を伸のばしてくれようとして──何な故ぜか、ぴくりとその指先が宙で止まった。

　二人の顔が、みるみる青くなっていく。唇くちびるがあわあわと揺れていて、

「至福だわぁ……これ、持ち帰り出来っかな？」

　──その理由はほどなく、僕にもわかることとなった。

　ずんずんずん！　と、地を踏み締しめる足音がどこからか近づいてきて。

「っ～～～～～～いい加減にしなさい変態エミリィ！」

　怒ど号ごうが飛んで、すぱーんっという小気味の良い音が鳴った。誰かに首根っこを掴つかまれたのか、僕は少女から引き離される。ついでに尻しり餅もちまでついた。ちょっと痛い。

　何事かと顔を上げてみれば──二人の少女。

「貴方は……本当っ、なんなの変態なのっ？」

　待ち人来たる──の、はずの鈴すず蘭らんさんが憤ふん怒ぬの形相にて腕うで組ぐみをしていた。彼女が仁に王おう立だちで見下ろす相手は、一人の少女で。

　多分僕に乗っかっていた──そして今は尻餅をついて苦笑する見知らぬ少女だった。

「痛いなぁ、スズ。そんなに叩たたくとアタシ馬ば鹿かになっちまうよ？」

「痛くて当然痛くしましたから！　あと語ご尾びを跳はね上げるな手て遅おくれだから！　エミリィあなたね、初対面の相手に、しかもおゲ客ス様トにいきなり抱だきつく人がどこにいるのっ？」

「はいここに。っていうか挨あい拶さつだよ挨拶。なにせいい身体からだしてたからな！」

　エミリィというらしい少女があっけらかんと言う。「アンタも気持ちよかったよな？」と僕に話を振ふってこられても、どう反応すればいいのか。

　しかもさっきから、背中にひしひしと感じる、女性陣じんから突き刺ささる冷たい視線に──美陽さんだけはにやにや──背中がひりひりするような錯さつ覚かくを覚える。

　いやでも、これはいくらなんでも不ふ可か抗こう力りよくだと思う。

「──大変失礼しました、風かざ峰みね様」

　そうこうしているうちに、すぱぁんっすぱぁんっと小気味良い音がまたぞろ鳴って。

　くぅと涙なみだ目めで頭を抱えるエミリィさんの横で、鈴蘭さんが丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

「待ち合わせの最さ中なかに申し訳ありません。この子はわたしと同じ部隊の者です。日ひ頃ごろからスキンシップ……いえ問題行動が多い隊員でして。ご無礼をお許しくださいませ」

「や、いいですけど……」

　正直に言えば、鈴蘭さんの変わりようのほうが衝しよう撃げき的だったし。多分、あれが鈴蘭さんの地、なのだと思うけど……現に美陽さんは苦笑している。

「なかなかユニークな隊員だね、フラン」

「これをユニークと言ったら世の中の変わり者に申し訳ないわよ……」

「スズってばひどい言い様だなぁ……ああっ、嘘うそ嘘！　反省してるって」

　鈴蘭さんにぎろっと睨まれて、エミリィさんが飛び上がって後退した。そのままくるりと踵かかとで方向転てん換かん、八や重え歯ばを覗のぞかせて僕のほうに向き直ると、

「いきなりで悪かったな、なにせよさげな背はい筋きんだったからよ♪」

「あはは……それは、どうも」

　苦笑しつつも、エミリィさんを観察する。多分同い年くらいだ。口調は男おとこ勝まさり、ツリ目からも弱々しさは微み塵じんも感じられない。服装は派手にまでは届かず華はなやかで、垢あか抜ぬけた雰ふん囲い気きは、きちっと襟えり元もとまでボタンを締める鈴蘭さんとは対照的だった。

「でもまぁ安心しな。アタシの調べた感じだと、風峰さんは絶対この後の選せん抜ばつ試験に受かると思うぜ。あんな木で偶くの坊ぼう、目じゃねぇわ」

「木偶、の坊……？」

　エミリィさんが指差した先を見て──僕は思わず、絶句した。

　いつの間に、あんなものがあったんだろう。

　──鉄の人形が、大通りを堂々と歩いてきている。

　それが幾いくつも、いや幾人も続くのだから、まるで兵隊の行進だ。突とつ然ぜんの来訪者に、武装研究員たちの反応は大きく真っ二つに割れ、ぽかんと立ち尽つくすのが『鶺鴒』の、気にも留めないのが『羽衣』の者だと思う。僕は当然、前者だった。

「な、なにあれ……？」

「風峰さん知らないのか？　あれ、選抜試験の相手──試験官だよ」

　エミリィさんが近づいてきた一体を、身み振ぶりで止めると──この時点でもう、ゼンマイ仕じ掛かけの人形という線が消えた──こちらに連れてくる。

　間近で見ると、結構大きい。僕の背なんて軽く超えている。エミリィさんが言う。

「これぞ『羽衣』の誇ほこる技術の結けつ晶しよう、ドール・システム──」

　その人であれば頭とう蓋がいに当たる部分、空くう洞どうの眼がん窩かに赤い光が灯ともる──

「対残留体戦せん闘とうを想定した、選抜試験の相手──偽にせ、残留体！」

　じゃきーん、と効果音が付きそうな、エミリィさんの宣言。

　つまりその人形のまなこが、見覚えのある生命体のそれに見えたのは、錯覚じゃなかったのかもしれない。

「偽……残留体？　こ、これが私たちの相手なんですか？」

　つばさが疑わしそうに、かつ怯おびえたように人形を見つめる。ただでさえ骨格だけ表現されたような無骨な人形が、両まなこを赤く光らせているのだから不気味極きわまりない。

　それを、ふむふむと興味深そうに観察する我らが室長は、相変わらず剛ごう胆たんだと思う。

「外装はかなり硬かたいようだね、金属……いや、思考昇華パラダイムシフトによるものかな？　ドール・システムか……工学的に開発可能だと聞いたことはあったけれど、実用に耐たえるものだとは知らなかったよ」

「『羽衣』でも稼か働どうしたのはつい最近だけどね」

　そう言って、鈴蘭さんは労いたわるように機械の人形を手で撫なでると、

「過去、『羽衣』が花瞳アイリスへ侵しん入にゆうした際に収拾した残留体戦闘の情報を基もとにして、残留体の行動を演算、極めて精度の高いレベルで模も倣ほうする機能が組み込まれているわ。武装研究員の実力は、残留体を相手にしないと発揮されないから──あくまで機械、思考昇華パラダイムシフトこそ出来ないけれど、これと戦うことは手っ取り早い力の証明になるのよ」

　とんでもないことをなんでもないことのように言う。とはいえ、わぁ、とはしゃぐほのみなんて物もの怖おじせずぺたぺた機械人形を触さわっているのだから、特う査ちはなんとも安あん泰たいだと思う。いやまあ、このままだと解散の危機なのだけれど。

　もうお分かりでしょうが、と鈴蘭さんは僕たちに向き直った。

「今回の選抜試験は、『鶺鴒』と『羽衣』の両武装研究員──一千人以上の方々に、互たがいに競きそっていただきます」

　わたしたちも含めて、との言葉は、鈴蘭さんとエミリィさんの二人分だと思う。

「フィールドはこの区画一帯です。元々わたしたち武装研究員が訓練地として使用している場所なので、遠えん慮りよなくドール・システムを相手に戦ってください。その結果如何いかんによって、作戦に参加できる人間を決めさせていただきます」

　──鈴蘭さんの言葉に導かれるように、と言えば言い過ぎだけれど。

　こうして話しこんでいるうちに、街中には武装研究員が溢あふれ返っていた。一千人以上、という言葉にようやく現実味が湧わく。つまりそれは、潜水都市二つ分の戦力だ。

　自然、喉のどが鳴る。

　この中で僕たちは──自身が優ゆう秀しゆうであることを証明しなくてはいけないのだ。

「……それから、一つ注意事じ項こうがございます」

　鈴蘭さんが静かに言った直後、ぶんっ、と。

　突然、街頭の巨きよ大だいモニターが音を立てて切り替かわった。なにやら壮そう大だいな音楽がスピーカーから流れ出し、黒く染まった画面に、角張った文字が次々と飛び出してくる。

　──黄金の花瞳アウレアアイリス、熾し烈れつなる争い、武装研究員、駆動銃ランゲージ、選抜試験──

　まるで、映画かなにかの予告のような大おお仰ぎような映像だった。

「風峰様たちが参加される、一千人以上による選抜試験は──」

　やがて巨大モニターが、予告じみた映像を流し終える。代わりに今、そこに映っているのは──空を見上げているような、少年の顔のアップだった。

　それは、モニターを呆ほうけるように見上げる、僕の顔。

「ここでの戦いは、『羽衣』全域に生なま中ちゆう継けいされます」

　鈴蘭さんは、何食わぬ顔で僕たちに告げた。




「…………は？　生、中継……？」

　その言葉の意味を吞のみ込む前に──ブン、と再び、モニターが暗転。

　次に現れた映像は、どこぞの巨大なドームだった。

　見覚えがあった。『羽衣』に来た初日、列車の外に見た記き憶おくがある。続いて大音おん響きよう、その出所はドームの客席一いつ杯ぱいに詰つめる、溢れんばかりの観客からだった。

　熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいが、なにかを轟ごう々ごうと盛り上げている。

　まるで、ライブ会場の中継を見ているような、そんな奇き妙みような光景で。

『──さぁっ、いよいよ始まりましたっ』

　声が鳴り、画面がドームの中央にズームする。そこには大規模なステージが設営されていた。大きなモニターが設置されていて、そのうちの一つに自分の顔が映っていることに気付く。そして、さらにもう一つ、気付く。

　ステージに堂々と立つ、マイクを片手に持つ司会のような少女。

　すぅ、と彼女はマイクに深呼吸を聞かせ、一気にそれを吐はき出した。

『れでぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっすっ、えんどっ、じぇんとるぅぅぅっ』

　めぇん、と。

　少女は晴れやかな笑え顔がおで、可愛かわいらしくウィンクを決めると、

『いよいよ始まりましたこの番組っ──「目指せ黄金の花瞳アウレアアイリス！　知略と勇気で勝ち残れ！　熾烈なる争いを制するのは誰だれだ!?」の開始を前に、観客席の興奮は最高潮です！　ねーみなさーん？』

　テンション高く観客を煽あおっている。その姿には見覚えがあった。

『さてさて司会はこのわたくし、一いつ般ぱん公こう募ぼの中から選ばれましたっ、南みなみ鶺せき鴒れい第二学園新聞部部長──御厨みくりや葉は子こがお送りいたしまっす！』

　どこからどう見ても、学園の後こう輩はい──じゃなくて同級生の御厨さん。

「……て、え、御厨さん!?」

『はいはい御厨葉子で～すっ、風峰先せん輩ぱい元気にしてましたーっ？』

　画面の中の御厨さんが楽しげに手を振ってくる。その姿に──唖あ然ぜんとしすぎて顎あごが外れるかと思ったけれど、僕は逸はやる気持ちを抑おさえ、おそるおそる画面に向かって、

「な……なにしてるの？」

『司会ですっ。やー頑がん張ばって何十通も応おう募ぼした甲か斐いがありましたよー』

　苦労しましたぁ、と言う少女は、間ま違ちがいなく御厨さんだ。知り合って以降、度たび々たび昼休みに僕のクラスにやってきて一いつ緒しよにお昼ご飯を食べている、あの御厨さんだけれど。

「そういうことじゃなくて！　いやそれも気になるんだけど！　これ……っていうか、その……番組、みたいなの、なに？」

『え、先輩聞いてないんですか？　潜せん水すい都市「羽衣」の特別番組、先輩たちの選抜試験を放送するっていう企画ですよー？』

　たらり、と冷ひや汗あせが一筋、背筋を伝った。僕は呆ぼう然ぜんとする特査一同を代表するような気持ちで、『羽衣』の武装研究員を振ふり返った。

「鈴蘭さん……？」

「……わたしも好きで黙だまっていたわけではありません。ジノベルト総裁のいたず……いいえ、計らいです」

　このことを知っていたらしい鈴蘭さんは、不本意そうに軽く息を吐いていた。美陽さんの眉まゆがぴくりと震ふるえ、ついでに唇くちびるの端はしまでひくひく引きつり始める。

「あ、あの頭でっかちは……！」

「……むしろ悪戯いたずら好きなところは親子そっくりでは？」

　リノンが漏もらした本音らしきものに、我らが室長はうぬぬと唸うなる。本人としては大変遺い憾かんらしいけれど、ごめん美陽さん、僕も一いつ瞬しゆんそう思ってた……。

　でもしかし、ここまで状じよう況きようが出来上がっているとなると──

『──ではっ、選抜試験のルールを紹しよう介かいします！』

　この『番組』とやらは、どうやら嘘うそでもガセでもないらしい。

　そうしてまるでゲームの説明をするようなノリで、御厨さんは一気に言った。

『試験はチーム制っ、四～五人で構成された班で臨のぞんでください！　スタート地点はとくになしっ、各自街中に散っていただいてご自由にどぞ！　開始と同時に、街中のいたるところに配置したドール・システムが起動するので、皆みなさん頑張って倒たおしちゃってください！』

『でで、肝かん心じんな採点方法はずばりポイント制ですっ。倒した人形から、涙なみだ色いろの電子チップを回収してくださいっ。それを一つにつき一〇点としてチームに加算いたしますっ。本物の残留体に見立てたっ、涙るい晶しようを獲かく得とくするルールですよー！』

『最終的にポイントの高い上位一〇〇チームが、作戦に参加できるエリート武装研究員となりますっ。まぁわたしは断然風峰先輩推おしですがっ』

　きゃー言っちゃったー、と御厨さんがくねくね照れている。公共の電波でそんなこと言って大だい丈じよう夫ぶかなとどこか吞のん気きに心配しつつも、僕はこれまた吞気に思う。

　このノリ、確かに夕方のテレビ番組のそれっぽい。

『さてさてっ、そろそろ選抜試験の開始時刻が迫せまってまいりましたっ。およそ一千人以上の武装研究員がしのぎを削けずる、選抜試験──続きはＣＭコマーシヤルの後っ、チャンネルはそのままでよろよろですっ！』

　先輩、頑張ってくださいね～──と、御厨さんが個人的な応おう援えんを残して、モニターの画面は、さっきから流れていたコマーシャルの映像に切り替わった。

　街中がざわつき始める。でもそれは戸と惑まどっている声じゃない。街のどこに向かいどこで開始を待とうか──相談のような作戦会議があちこちで展開されていた。

　これを聞く限り……中継うんぬんを知らなかったのは、僕たちだけだったらしい。

「……まあ、とりあえず」

　吐と息いきというには長く、ため息よりも短い息を零こぼして。

　美陽さんはなんとも言えない苦く笑しようを浮うかべて、僕たちを促うながした。

「自分たちも移動しようか。まずは腰こしを落ち着けて……作戦会議といこう」




　テレビや街頭モニター、あるいはネットワーク。

　世界が崩ほう壊かいした直後ならいざ知らず、現代において映像を配信する媒ばい体たいは豊富だ。自宅でも街中でもどこでも、公共のラインに乗る情報はすぐにでも入手できる。

　たとえそれが、機械の人形と一戦を交える武装研究員の姿であっても。

「……静かなものだね」

　選せん抜ばつ試験開始、一〇分前。美陽さんが低く呟つぶやいた。

　僕たち特査は『自由な戦せん闘とうが認められる』街中の一角、無人のオフィスビルの一階に身を潜ひそめていた。潜める、というと穏おん当とうな表現ではないけれど、残り時間一〇分を切ったその瞬間から市街地での戦闘が始まるとなれば、物音一つにも敏びん感かんになる。

　機械仕じ掛かけの人形──エミリィさん曰いわく、偽にせの残留体は姿を見せない。

「そこまで警けい戒かいする必要もないよ、だいだいやじるし」

　長物の駆動銃ランゲージを腕うでの中に抱かかえて、美陽さんは柔やわらかくそう言った。

「街には三〇〇近いドール・システムが放たれているらしいからね。連中は残留体の行動を模も倣ほうする……試験が始まれば、いずれ遭そう遇ぐうすることになるさ」

「や、わかってはいるんですけど……」

　僕は思わず天てん井じようを見上げた。訓練のために開発された区画だけあって、ビル内はモデルケースのように人の気配がまるで感じられない。あるとすれば無機物くらいのものだ。

　きき、と。

　擦こすれるような音を立てて駆く動どうする──天井に設置されたカメラくらいのもので、でもどうにもこれが気になって仕方がない。

「……まあ、自分もテレビ中継なんてされる経験はなかったね」

　美陽さんが苦笑の代わりに肩かたをすくめた。リーダーが漏らした一言に、緊きん張ちようが堰せきを切ったのか、つばさがはぁぁぁぁ……と、深いため息を吐つく。

「き、緊張する……っていうかこの声も拾われているのかな。迂う闊かつなこと喋しやべれないかも……あぁもぅ、友達とかに変なところ見られたりしないかな……」

「どうかしら。ネット回線を通せば、携けい帯たいでも見られるものだけど」

　……あ、と呟いた後に、リノンは自分の失言に気付いたらしい。つばさがうぅとさらに暗い顔で項うな垂だれている。リノンは少し慌あわてるように目を伏ふせて、

「……配信そのものは『羽衣』限定のはずだから、大丈夫よ」

「そうだね。それに、カメラは街中に何十箇か所しよも察知されている。注目できる台は限られているから、目立たないうちは自分たちの姿が映ることもないと思うよ」

　逆を言えば、目立ったらあのドーム会場のモニターに映ってしまうわけか。特査の解散を乗り切ろうと、奮起したあの気持ちは勿もち論ろん本気だけれど、まさか『全都市デビュー』する羽目になるかもしれないとは……緊張する。

　いつも通りにやろう、とさすがの美陽さんは、吹ふっ切るように立ち上がった。

「そろそろ開始の時刻だ。みんな、手て筈はず通りにね」

　みんな、と言っても当然、非戦闘員のほのみとノボルの姿はない。さっき別れた鈴蘭さんとフランさんも、この市街のどこかで試験の開始を待っているはずだ。

「知っての通り、特査の火力はだいだいやじるしと自分に集中している。でも自分は狙そ撃げき手しゆ、基本的に機動力は望めない。だから今回はだいだいやじるし、君を中心に戦闘を展開していくよ。君とリノノンで市街を探たん索さくし、残留体……いや、ドール・システムと遭遇次し第だい、交戦。後を追つい跡せきする自分とつばさんで援えん護ごする。異論はないかい？」

　その言い回しに、やっぱり親子だなとこっそり思いつつ、頷うなずき。

　ヴヴヴ──！　と、けたたましい試験開始の音が街中に響ひびき渡わたるのを合図に。

　僕たちは建物から飛び出し、街かい道どうに身を躍おどらせた──

「──きたぞっ、撃うてっ」

　直後、何者かの攻こう撃げきを受けた。

　しかも街道に出た一瞬を狙ねらい撃たれたようなタイミングで、飛んできたのは氷柱つららの嵐あらしという手て荒あらいどころじゃない歓かん迎げいっぷりだった。僕たちは咄とつ嗟さに建物内に引き返すも──直撃していれば歓迎では済まない一撃なだけに、背筋が凍こおりつく。

　氷の創造。自然に有り触ふれた物質であるが故ゆえに、王道として知られる思考昇華パラダイムシフト。

　それを撃てる人間は、文字通り、この場にいる武装研究員にんげんだけ──つまり、

「く、やはり……妨害してきたか!?」

　美陽さんが壁かべに背を張り付かせ、窓の外の試験参加者を睨にらみつけた。

　がりがりがりっ、と窓付近の外がい壁へきが次々と、撃ち込まれた氷柱に削られる。つばさが目を瞑つぶり両耳を手で塞ふさいで、

「ど、どういうこと!?　なんで私たちが狙われるのっ？」

「多分っ……待ち伏ぶせしてたんだと思う！」

　半ば混乱するつばさに、僕の言葉はあまり意味を成さなかった。自分で言っておいてなんだけどそんなことわかりきっている。大事なのは状況ではなく、その理由だ。

　人が人を、武装研究員が武装研究員を攻撃する──動機は、

「数減らし、でしょうね」

　こんな状況でも冷や汗一つ掻かかないリノンは、心強かった。

「参加者の数は千人以上、対してドール・システムは三〇〇弱よ。どう考えても早い者勝ちの狩りになる。でも街は広いし、闇やみ雲くもに捜さがし回ると無む駄だが出る。だったらいっそ、動かず獲え物ものを待って、その間に参加者の数も削ってしまえばいい──とかね」

　さすがに殺しはしないだろうけど、とリノンはこんな状況でもやっぱり相変わらずで、つばさが青い顔で絶句する。ただ正直、僕にはリノンの考えすら甘いような気がした。

　だって今にも──僕たちが盾たてにする壁は轟ごう音おんに叩たたかれ、ひび割れていっているのに。

「──だいだいやじるし。開始早々だけど作戦変へん更こうだ」

　かちっ、と長物の駆動銃ランゲージを抱えて、美陽さんが短く告げた。

　その険しくも戸惑いがない横顔からすると、多分、この事態を想定していたのか、

「君は裏口から迂う回かいして脱だつ出しゆつして。自分はここで連中の相手をする。つばさんとリノノンは自分と一いつ緒しよに残って足止めをお願いしたい」

「え……それ、橙矢が一人で動くってことですか!?」

　つばさが非難するように声を上げるけど、それは僕が制する。

「いや、それでいこう。僕の思考昇華パラダイムシフト……花はな吹雪ふぶきは人には撃てないからさ。ここではなにも出来ないし。機械相手なら遠えん慮りよする必要もないから、一人で動いたほうがいいと思う」

「でもっ、だったら私が一緒にっ──」

「つばさのタイムラグは機械相手には通じないでしょ？」

　うぅ、とつばさが悔くやしそうに唸うなった。相手の意識を奪うばい、時間を盗ぬすむ思考昇華パラダイムシフト。強力無比なそれは、神経信号を媒ばい介かいにしたもので、つまり神経が通う生き物相手じゃなければ効果がない。それは使い手である本人が一番よく知っているはずだ。

　ただ、つばさが心配してくれているのも勿論わかっているから、僕は頬ほおを緩ゆるめる。

「大丈夫だよ。こういうの、慣れているから」

「だいだいやじるしの言う通り──かなっ」

　割れた窓から銃じゆう口こうを覗のぞかせ、外に氷の弾だん丸がんを撃ち込む。そうして攻撃が一いつ瞬しゆん止やむと、美陽さんは振ふり返って、汗あせを垂らしたまま微笑ほほえんで見せた。

「後で必ず追いつく。なにかあったらインカムで状じよう況きようを報告して」

「はい。そっちも気をつけて！」

　美陽さんとリノン、それにつばさと少しだけ長く、交かわした視線は数秒ほど。

　僕は背を向けて、建物の裏口から薄うす暗ぐらい路地裏に飛び出した。美陽さんたちの行動を無駄にしないよう、全速力で路地を駆かける。街の中ではあちこち、着弾と破は砕さいの音が耳鳴りにように響いていた。

　さてと、である。

「どこかで戦ってないかな……っ」

　こちらは一人だ、闇雲に動くのは得策じゃない。となれば、あとは目印を探すしかないと思う。たとえば騒さわぎの中心。横取りは気が退ひけるけれど、どこかの戦闘に乱入してドール・システムを倒たおさないことには、まずポイントが手に入らない。

「まさか普ふ通つうにのろのろ歩いているわけでもないだろうし……っ」

　吐はき捨て、路地の角を曲がろうとしたところで──慌てて足を止めた。

　通りの向こうから、機械仕掛けの人形が歩いてくる。

　二足歩行で、両りよう腕うでをぶらんと所在なげに垂らしたまま、闘とう志しなんて微み塵じんも持っていないように、のろのろと……

「っ、ドール・システム？」

　思わず漏もらした声は、偽の残留体に気付かれるくらいには大きかった。人形がはっとしたように動きを止め、瞳ひとみの光が一ひと際きわ強く輝かがやいた。その爪つま先さきがかりっと足あし下もとを擦こすって、

　そして──僕に背中を向けて、走り去っていった。

　その後ろ姿が、あっという間に路地の角の向こうへ吸い込まれる。

「……にげ、た？」

　突つっ立ったまま、どれだけ呆ぼう然ぜんとしていたんだろう。

　頭がぼぅっとしたまま、焦あせるように脚あしを動かした。足と足がもつれて転びかけ、路地を曲がるときに肩をぶつけても、走る人形の背中を追い続ける。ありえない。

　いやだって、おかしいんだ。

　残留体が、人を襲おそわずに、まるで逃にげるように走り去るなんて──

「っ、はぁ……はぁ、はあ」

　僕は両りよう膝ひざに手を突っ張って、息の塊かたまりを吐き捨てる。たったの三〇秒も走っていないはずなのに、焦っていたからかえらく胸が苦しかった。でも。

　追い詰つめた──そう表現してもいいと思う。

　機械仕掛けの人形は、行き止まりの路地で、こちらに背を向けて立ち尽つくしている。

「はぁ、はあ……なんで、逃げるんだよ」

　妙みようなことを口走ってしまうほど、僕は混乱しているらしい。

　返事なんて当然ない。人形はゆっくりとこちらに振り返るだけだ。その顔に口なんてない、あるのは機械じみた雑音を発するスピーカーで、瞳だって内側から赤く発光しているに過ぎない。相手はただの機械なんだ。

『──────ァ──ェ』

　雑音が、聴きこえた。

　顔を上げる。どれだけ呼吸が荒あらいのか、視界が滲にじむように曇くもっていた。だめだ。喉のどが冷えるくらいに息を吸い込んで、酸素を頭に巡めぐらせる。聞き間ま違ちがいかもしれないから。

　合成音のような雑音が、まるで目の前の人形から発せられているなんて──

『──ァ──ゥ、ェ──』

　聞き間違いじゃ、なかった。

「……うそ」

　呆然と呟つぶやいて、一歩だけ、足を前に進める。

　きし、と機械仕掛けの人形が、火に触れたように一歩、後ろへ下がった。

「そんなこと……あるわけ、」

　もう一歩踏ふみ出せば、機械の足はさらに一歩だけ下がる。右と左と足を動かせば、人形は驚おどろいたようにぎこちなく二歩後退する。僕は焦っているように距きよ離りを詰めた。

　──違ちがう、焦っていた。

「あるわけ……ないっ」

　かしゃん、と。

　人形の背中が──袋ふくろ小路こうじ、コンクリートの壁へき面めんにぶつかる。

　その赤い瞳は、ゆらゆらと揺ゆれていた。

『──タ、ゥ──ェ──テ』

「……なんてっ、」

　人形の両りよう肩かたを掴つかみそうになるのを必死に堪こらえる。

　相手が人形だと知っているのに、僕は怒ど鳴なるように訊きいていた。

「なんて言っているんだよ!?」

『ス、ケ……ェ』

　脳のう裏りに、一人の女の子の笑え顔がおが浮うかんだ。

　かつての冬、屋上で出会った少女。今は家族になった女の子。

　ほのみは、人の姿をした残留体だった。

　どうして僕は、試験の真っ最中なのに、ポイントのことなんてどうでもいいように思えて、それでいてこれ以上ないくらいに焦っているのか、ようやく自覚する。

　怯おびえているんだ。

『──助けて』

　機械仕じ掛かけの人形は、全身を怯えるように震ふるわせて、僕に言った。

　人のように、喋しやべっている。

『助けて……ク、ださイ──ぇる……み、ぃ……──たす、ケテ……』

　人形が何事かを確かに言って、僕の腰こし元もとを見つめている。

　ホルスターに収まる駆動銃ランゲージがあった。ドラグーン弐に式。残留体を撃つためだけに開発された武器。これを握にぎれば、僕は残留体を撃つことになる。

　残留体のデータを基に動く、模も倣ほうするだけの人形を。

　こちらを怯えたように見つめる、この残留体を────撃つ、のか？

　……今まで、逃げ惑まどい、言葉を口にする残留体に出会ったことなんてなかった。

　出会えたらどうするかなんて、勿もち論ろん考えたこともない。

　でも……そうだ、銃じゆうを握ることが正解なんて、今の僕には絶対に思えないから。

　人のような、機械仕掛けの残留体。

　それに、もしかしたら話が出来るかもしれないんだ。そうだ、なにか訊けるかもしれない。僕は、逸はやる気持ちを限界まで抑おさえて、そっと口を開いた──

「あ……あのっ」

　がしゃん、と。

　人形の頭が、凹へこんだ。がしゃんがしゃんっ──次々と、宙から飛来する鋭するどい氷柱つららに穿うがたれて、ひしゃげていく。金属みたいな破は片へんが、飛び散った拍ひよう子しに頬を裂さいた。

　赤い瞳が、僕を見つめたまま、潰つぶれていく。

　くしゃくしゃになった人形の頭は、首からぼろぼろに折れて、地面に転がった。首だけになった人形が、糸が切れたように音を立てて崩くずれる。その間ま際ぎわに。

　なにかを言おうとしたようなノイズが、聴こえた気がした。

「よし、一〇ポイント確保」

　背後からそんな声が聞こえた。今度は間違いなく、確かに。振り返ると、五人の男女が駆動銃ランゲージを構えていた。銃口も五つ、一つは宙に、残りの四つは僕に向いている。

　武装研究員。制服からして、『羽衣』のチームだと思う。

「そこの人、悪く思うなよ」

　長物の駆動銃ランゲージを肩かたに休めた青年が、僕に話しかけてくる。

　銃口からは、おそらくたった今創造したばかりの光が、粒りゆう子しとなって宙に舞まっている。たとえばそう、雨のような氷柱を降らしたのかもしれない。

　青年は悪びれることなく、顎あごを軽くしゃくった。

「作戦参加がかかっているんだ。追い詰めて油断したほうが悪いだろ？」

「っ！」

　感情に身を任せて銃口を跳はね上げるも、無意味だった。四つの銃口に加え、今の一瞬で青年も駆動銃ランゲージを構えたため、全部で五つの銃口が僕に集中している。

　油断したほうが悪い。青年の言い分は正しい。

　僕だってそうだ。誰だれかの戦せん闘とうに乱入して、ドール・システムを倒そうと考えていた。でもだったらだ。僕が同じ状況に陥おちいっても、言える資格だってあるはずである。

　機械仕掛けの人形を、あの怯えていた偽にせの残留体を。

　もしかしたら僕に助けを求めてくれていたかもしれない、残留体を──想おもって。

　なに、と嘲あざ笑わらう青年に向かって、戦いを挑いどむ資格くらいはあると思う。

「よくも横取りしたなっていうなら、相手するけど？」

「あっそ、なら相手しようか」

　だからといって二つ返事までする気はなかったのに。

　違った。僕じゃない。袋小路の入口に誰か立っている。その人は身みの丈たけほどもある駆動銃ランゲージを脇わきに抱かかえるように構えて、銃口を真っ直すぐこちらに向けていた。

　僕ではなく、僕に銃口を向ける青年に。

　少女は八重歯を見せて、猫ねこのように笑っていた。

「え……エミリィさん!?」

「よ、アタシも交ぜてくれよ」

　鈴蘭さんの同どう僚りよう、エミリィさんが気楽に言う。青年が動どう揺ようしたように目を剥むいた。

「エミリィ・グランバード……？　くそっ、なんでこんなところにいる!?」

「街全体がフィールドだ、ルール聞いてなかった？　ついでに、多勢に無勢を仕掛ける相手を妨ぼう害がいしちゃいけないルールもなかったな。それともアタシがいたら不都合でも？」

　言ってみ、とエミリィさんはからかうような口調で挑ちよう発はつしている。笑顔が嗜虐的な……というより、実に活いき活きと輝いている気がする。助けてもらったのになんか怖こわい。

　そう、多分、助けてもらったのだと思う。

　状況はまだよくわかっていないけれど、打開の糸口は見えてきたような──

『────ェ、ェ』

　ふと、ノイズが、耳に届いた。

　弾はじけたように振ふり返る。首から先がない機械仕掛けの人形。その地面に転がる頭部が、瞳をちかちかと点てん滅めつさせていた。内蔵されたスピーカーが音を発する。

　まだ、喋っている。

『タ、ゥ、ケェテ──』

「っ……喋れるっ？」

　僕は銃を放ほうり出す勢いで跪ひざまずいて、壊こわれた頭部を腕うでに抱えた。火傷やけどしそうなくらい熱かったけれど構わない。情報処理が追いつかないのか、それとも壊れる寸前なのか、

『タ、スケ』

　あるいは、もう壊れていたのかもしれない。

　機械仕掛けの人形は、瞳を赤く輝かせて──声を、発した。

『テ……ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ───！』

　思わず頭部を取り零こぼすほどの、大だい音おん声じよう。

　それは、ビルとビルに切り取られた青空まで駆かけ上り、多分この区画の端はしまで届くと思って疑わないほどに、長い間鳴り続けた。

　まるで断だん末まつ魔まのように──延々、木霊こだました。

「……なんだぁ、今の馬ば鹿かでかいの？」

　エミリィさんが両耳から手を離はなし、困こん惑わくしたように呟く。五人の武装研究員も、頭を押さえてふらついている。銃口は地面に向き、今が好機と言えば好機なのだけど。

　でも、僕はまったく動けなかった。さっきの金切り声で身体からだが痺しびれているせもある。

　けれどもそれとは別に──どっどっ、と胸が早はや鐘がねを打っていた。

　あの声は断末魔のそれだ。そして人形は、残留体を模倣する。異形とはいえ生物、それを模倣した相手が自分の最さい期ごを伝えるとしたら、理由は一つしか思い浮かばない。

　復ふく讐しゆう。自身の無念を晴らしてくれと、請こい願うものとしか。

　そうして僕は、さっきの声を追い、切り取られた青空を見上げて──絶句する。

「……あ」

　ここにいる全員、耳がやられていなければ、それの襲しゆう来らいに気付けたのだと思う。

　二つのビル、それぞれ屋上の縁ふちに爪先をかけるようにして、五本。

　機械仕掛けの人形が五体、飛ぶようにその場から身を投げた。

「──離れろっ！」

　エミリィさんの警告は早くて、でも遅おそかった。

　僕とエミリィさんはその場から飛び退のけた。けれども他の五人の武装研究員は、反応する前に、最さ中なかに、あるいは後に、空からの飛来物にその身を標的にされた。

　脚あしか腕か、肩か足か、首か、きっちり五人分。

　機械仕掛けの化け物は、足あし下もとに人間を踏みつけて咆ほう哮こうした。

「風峰さん──こいつら片付けるぞっ」

　その判断はなにより正しかったと思う。

　言うや否いなや、エミリィさんは即そく座ざに戦闘を展開した。五体のうち四体もの人形を引きつけ、巨きよ大だいな銃口から鮮あざやかな思考昇華パラダイムシフトの光を放つ。彼女の得物は黒い杭くいだった。多分、炭素を軸じくとした物質創造。自然界に有り触ふれた元素は、それを構造の基き盤ばんとして使うことで創造がぐっと容易たやすくなる。炭素は思考昇華パラダイムシフトの基き礎そにして王道、極きわめれば強力だ──

　そんな描びよう写しやを延々できるくらい、僕は呆ぼう然ぜんとしていたらしい。

　視界の隅すみで、残り一体の人形が弾けていた。

「く──ふっ」

　肺が、拳こぶし大だいの息を吐はき出した。それが、人形が低く跳ちよう躍やくし、僕のお腹なかに人間でいうところの拳を叩き込んだ結果だと気付いた頃ころには、側頭部を続けて殴おう打だされている。

　ふらつく足じゃ、距離だって満足に取れなかった。

「なにやってんだ風峰さんっ！　銃じゆう抜ぬけっ」

　もう抜いている。引き金に指だってかかっているんだよ。

　エミリィさんにそう返したかったけれど、口を開く暇ひますら人形の拳に奪うばわれた。ぼやける視界の隅で、少女がこちらになにかを叫さけぶ姿が見えて、かろうじて足を踏ふん張る。

　────けて。

　声が、脳のう裏りで響ひびいた。

「く……そ！」

　目の前の残留体に向けて、がむしゃらに銃口を跳ね上げた。

　人間じみた構えで、人間のように拳を掲かかげる人形が、そこにいる。

　引け。早く、引け。だから早く、早くっ、

　────助けて。

　声が、響いてもだ。

「なんで引けないんだよっ!?」

　絶ぜつ叫きようしても意味なんてなかった。

　人形が鋭い拳を放って、僕の額を撃うち抜いた。背中が地面に衝しよう突とつしたのに、衝しよう撃げきがどうにも遠くに感じる。音という音が自分から遠ざかっていく感かん触しよくすら覚えるくらいに。

　何十回、何百回と繰くり返してきた残留体を殺すためのプロセスだ。

　相手が機械に変わったくらいで手順が狂くるうはずなんてないのに。

　どうして僕は、あの残留体もどきを……撃てなくなっているんだ？

　助けて、と。

　あの声を聴きいたからなんて──まさか、そんなことはないのか？

「迷うくらいなら捨てればいい」

　確かな肉声が耳に届いて、薄うつすらと瞼まぶたを開いた。

　ビルとビルに切り取られた空に、黒い点が浮うかんでいる。それは、屋上の縁に立つ人ひと影かげだった。片手に巨大な剣けんを携たずさえ、長い髪かみを風に揺ゆらす少女。その髪は金色だった。

　──なんであんなに離れているのに、声が聞こえたんだろう。

「そうすれば……きっと辛つらくなくなる」

　鈴蘭さんはそう言って、屋上の縁から身を投げた。

　黒い点が一気に膨ぼう張ちようし、金色の髪が輝かがやくように閃ひらめいた。鈴蘭さんは独こ楽まのように宙で回転すると、地面に衝突する刹せつ那な、右手の剣を軽く、振るう。

　それだけで、あっけなく終わる。

　大剣が、人形を頭から──首──胴どう体たい──脚にかけて、一刀両断にした。

「お怪け我がはありませんか」

　風峰様、と鈴蘭さんが立ち上がって、振り返った。

　鈴蘭さんは無傷だった。屋上から身を投げたはずなのに、身体を痛めた様子もなく、大剣を振るって人形を斬きり、あまつさえ膝ひざを曲げただけで着地する。

　外国人ってすごいなと的外れに思う。それとも、あるいは夢なのか。

　意識が飛びかけている。視界の奥のほうで、エミリィさんの周りに壊れた人形が見て取れて、安心すると同時に思う。やっぱり外国人、すごい。

　鈴蘭さんが大剣を片手に、僕に真っ白な手を伸のばしてくる。

「……いや」

　怪我だらけです、とは情けなくて応こたえられずに。

　人形の亡なき骸がらをよそに、僕は鈴蘭さんに手を貸してもらい、立ち上がった。




　選せん抜ばつ試験はそれからおよそ二時間足らずで終しゆう了りようした。

　三〇〇体あまりのドール・システムが全すべて倒たおされ、ポイントが集計された結果、特査は上位グループにギリギリ食い込み、試験を突破することが出来た。

　全ては美陽さん、つばさ、リノンによる活かつ躍やくのおかげで。

　僕は結局、一体も人形を倒していなかった。




「……はあ」

　少しぬるい湯船に浸つかると、自然に息が零れる。

　選抜試験が終わって滞たい在ざいするホテルに戻もどった後、僕はその足で大浴場なる場所を訪おとずれていた。戦せん闘とう時の汗あせがどうにも服に張り付いて、一人そそくさ来た形である。

　本音を言えば──試験の後から、特査の皆に合わせる顔がなかったからなのだけど。

「広いなあ、ここ……」

　湯気が濛もう々もうと立つ浴よく槽そうは何十人と入れそうな規模だ。けれども今は僕以外に誰だれも見当たらない。夕方前のこの微び妙みような時間、風ふ呂ろに入ろうと考える人は少数派らしい。

「まあ、都合が良いと言えばいいんだけど……」

　一人だとわかるとどうも独り言が漏もれてしまう。

　そう、都合が良かった。

　考え事をするには──お風呂は、最高の環かん境きようだと思う。

「……どうして撃たなかったんだろう」

　あのとき。路地裏に降って現れた『敵』を前に、僕の指先は切断されてしまったかのようにまったく動かなかった。でもたとえ神経が死んでいても、本当に撃つ気があれば引き金に齧かじりついてでも撃てばいい。それが出来なかったからああなった。

　引き金は、意志で引くものだ。

　そんなことは二年間の武装研究員人生でとっくに承知済みで、だから本当は引き金が引けなかった原因なんてもうとっくにわかっている。脳裏にだって過よぎっていた。

　人のように僕を怖こわがっていた、あの残留体もどきが。

「……あの子は、なにを言いたかったのかな……」

　そこまで口にして──は、と思わず笑えみが零れた。乾かわいた感じだったと思う。

　あの子。あの機械仕じ掛かけの人形に、そんな呼こ称しようを意識せずに当てはめていた。それが意味するところを理解できたからこそ、情けなくて笑えてしまう。

「あの子は、撃ちたくないだなんて……」

　本当に、今いま更さらの話だ。

　僕は残留体を何度も撃ち殺してきた。何度も、じゃ利きかないくらいに沢たく山さん。小さなのも大きなのも、弱いのも強いのも相手にしてきた。それなのに今更、怯おびえたように竦すくむ人形を前に、確かに思った。思ってしまった。

　可哀かわい想そうだとかなんだとか──そんな類たぐいの感情を、今更に。

「…………でもあの子は、喋しやべってた」

　けれども同時に、そんな自分を誤ご魔ま化かせないこともわかっている。

　ほのみ。人のように喋る残留体と聞いて、初めに思い浮かぶのはほのみだ。誤魔化しようなんてない。僕はあのとき、あの怯えた機械人形を前に、ほのみの姿を確かに重ねていたと思う。撃つのを躊躇ためらったのだってそういうこと。

　そして後に現れた機械人形の群れを相手に、戦えなかったのだって、そう。

　あの怯えた人形のように──彼らにも、そんな感情があるんじゃないかって。

「…………特査が大変なときだっていうのに……なに考えてるんだろ……」

　もう、自分で自分が情けなくなる。

　どうであれなんであれ、僕は武装研究員、そして特査の一員だ。解散の危機を迎むかえている今、こんな風にうだうだ迷っている場合なんかじゃないのに。

　思考のプロ──武装研究員として情けないくらいに、無む駄だな思考が止まらない。

「美陽さんに合わせる顔がないな……」

　試験の結果に、美陽さんは「調子が悪いときもあるさ」と僕を励はげましてくれたけれど、不調の原因が自覚済みなだけに、その優やさしさが痛くもあった。

　もういっそのこと、このまま湯船にずっと浸かっていたい。

「……いいかな……それも……」

　まずい、眠ねむくなってきた。身体に力が入らなくて、瞼が落ちてくる。

　もわもわ、と湯気が溢あふれて、視界を覆おおっていく。

　お風呂って……こんなに…………白かったっけ………………────────




「──わぁ、広いっ」




　どれくらいうとうとしていたんだろう。

　瞼がゆっくり持ち上がる。でも湯気が濃こくてなにも見えない。

「つばさちゃんっ、湯気で真っ白だよっ」

「あ、ほのみ、床ゆか濡ぬれているから転ばないようにね。でも本当……こんなに広いんだったら、昨日部屋のシャワーで済ませなければよかったかも」

「それは勿もつ体たいないね。自分は昨日も来たけれど、お風呂はじっくり浸かるに限るよ。……ときに、リノノンはどっち派だい？」

「シャワー派です、お風呂は手早く済ませたいので……あ、この床大理石」

「よくお気付きになられましたね、クリスベル様。こちらの大浴場は一昨年おととしリニューアルされたばかりでして、なんでも世界崩ほう壊かい以前の様式を踏とう襲しゆうしているのだとか……」

「どっちでもいいよスズ、さっさと入ろう」

　がやがや、と六人分の声がした。それも僕の聞き間ま違ちがいじゃなければ。

　ほのみ、つばさ、美陽さん、リノン、鈴蘭さん、エミリィさん──六人分のような。

「え、嘘うそ!?」

　思わず声を上げてから慌あわてて口を噤つぐんだ。ちゃぽ、と湯が揺れる。

　白い湯気の向こうでも、曖あい昧まいな輪りん郭かくが六人分──確かに、揺れていた。

「ん、誰かいるのかな？」

「湯気の向こうに先客、かな。男湯と女湯を入れ替かえたばかりだしね。清せい掃そう後の一番風呂には誰だって憧あこがれを抱いだくものさ。ときには先客と湯船に浸かりながら語らうことだってある」

　これぞ大浴場の醍だい醐ご味みだよ、という声は、間違いなく美陽さんのものだ。あの湯気の向こうには、美陽さんがいる。大浴場にみんながいる。つまり……つまり？

　──なんでこんなことになっているんだ!?

「でも、湯気本当にすごい……なんにも見えないね」

「こちらのお湯は、世界が崩壊する以前に、とても有名だった噴ふん泉せんをほぼ純度一〇〇％のまま使用しているらしいです。生薬の成分も含ふくまれていますので、生傷にもよく効きますよ」

　この声は鈴蘭さんだと思う。僕は思わず自分の浸かる湯を見下ろした。

　なんてことをしてくれる、このお湯。

　いや、責任転てん嫁かなのはわかっている。この状じよう況きよう、湯に浸かったままうとうとした僕がどう考えても原因だ。多分この湯気があまりにも濃いせいで、清掃の人にも気付かず、また気付かれずに放置されてしまったのだと思う。

　まずい。とにかくまずいのに……頭がふらつく。身体からだが、熱い。

　というか──僕、のぼせている!?

　いや当たり前か、もうどれくらい入っている……？　一時間は確実、二時間は怪あやしいところだ。慌てて立ち上がるも、足あし下もとが滑すべって、湯船に頭から突つっ込む羽目になった。

　だめだ。身体が、思うように動かない。

「かけ湯もしてっと……あー、生き返るわー」

　エミリィさんらしき声が、浴室に波は紋もんとして反はん響きようする。

　ぞろぞろと、湯船に人が入ってくる。

　巨きよ大だいな浴槽──ほぼ対角線上に、女性陣じんの姿が湯気越ごしに映った。

「そういえばさ、風峰さんってどんな人なんだ？」

　突とつ然ぜんに自分の話が始まったのだと、朦もう朧ろうとする頭でなんとか理解して、

「というか、この中の誰かと付き合ってたりするのか？」

　──しかも出るタイミングを逃のがしたのかもしれない。

　エミリィさんがあっけらかんと言い放った一言に、浴場がざわついた。

「んーっ？　つ、付き合って!?」

「ないないないっ、ないですよ！…………自分で言って凹へこむけど……」

　ほのみがよろけて、つばさがぶくぶく湯船に沈しずんでいく。……ような、気がする。湯気の向こうを見み透すかす勇気も元気もないし、声だけで判断するような状況だ。

　男おとこ勝まさりなエミリィさんの声が、浴場にわんわんと響ひびく。

「お、なんだか脈ありっぽい反応。そっちの……紫むらさきの人はどうなんだ？」

「……初めてされたかしら、その呼ばれ方は」

　ノーコメント、とリノンがそっと肩かたを竦めた。名前を訂てい正せいしないところは彼女らしい。

「エミリィ、他人の恋こい路じに頭を突っ込むものじゃないわ」

「そう言いつつ、フランも口元が緩ゆるんでいるよ？　いいじゃないか。ここは大浴場、心を解放的にして恋こい話ばなに花を咲さかせるのも醍醐味の一つさ」

　せっかくの旅行だしね、と美陽さんはまるで修学旅行のノリである。

　もうこれ、どんどん出るに出られない状況になっているような……
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「で、みんな風峰さんのどんなところが好きなんだ？」

　もっと出づらくなるようなことを言わないでエミリィさん！

「右から順に、はいどん！」

「んっ？　んんっ……かっ、格好いいところ！」

「えっほのみ言うの!?　え、ええとじゃあ……優しくて真ま面じ目めで、ちょっと抜ぬけているところあるけどやっぱり優しくて、家族想おもいで友達想いで、あと優しくて……」

「優しいしか言ってないんじゃない？…………変なところ」

「ちゃっかり君も言っているじゃないか、リノノン」

　ふふ、と美陽さんが微笑ほほえましそうに言った。僕としてはもう色々限界である。

　ほんとう、のぼせる。

「自分は……だいだいやじるしなところ、かな。でもどうして急に？　エミリィ武装研究員も、うちのだいだいやじるしのことが気になっていたりするのかな？」

「や、異性としてはまったく。……ってそんな睨にらむなよ、紫の人」

　リノンがエミリィさんを睨んでいるらしい。その反応にちょっと嬉うれしくなるけれど、

「人となりも気になるけどな、アタシが気になるのは腕うで前まえの方さ」

　エミリィさんはどうも、本題を別に持っていたらしい。

「あの人、今日の試験で一発も撃うたなかっただろ？　給弾不良ジヤムったわけじゃなかったみたいだし、なーんか妙みようだなって。調子でも悪かったのか知らないけどさ」

「ん……とうやくん、なんだか辛つらそうだった」

　ぶくぶく、とほのみが沈んだ声で、実際に湯船に沈みつつ、

「葉子ちゃんの会場で映像見てたけど……すっごく調子悪そうだったよ」

「体調というより、なんだか迷っている風に見えたけど」

　リノンの意見は的を射ている。どんぴしゃりだ。その通りすぎて申し訳ない。

　心配させていることがわかるから、余計に情けない。

「──大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　それは、僕にとっては意外な人物からのフォローだった。

　金きん髪ぱつの髪かみを結ばず背中に下ろしている──鈴蘭さんが、どこか優しい声で言った。

「迷える余地があるうちは大丈夫です。その間は最良の選せん択たくが出来るよう、考えているのですから。風峰様ならいずれ、最良の答えを見つけられると思います」

「おやフラン、その信しん頼らいは、もしやだいだいやじるしへの恋こい心ごころかな？」

　ふふ、と美陽さんの微笑みで、また浴場が盛り上がった。「んーっやっぱりっ」「さてどうでしょう」……そんな会話が遠ざかっていき、湯船から上がる音が六人分聴きこえたところで、僕は安あん堵どしてため息を吐つく。助かった。ありがとう、美陽さん。

　残留体への戸と惑まどいと──特査解散の、危機。

　このまま迷いっぱなしじゃ、絶対にいけないと思うけど……

「……ねむ……」

　もう、色々限界だった。熱い。熱すぎる。下へ手たすると脱だつ水すいで死ぬかも。

　どこか熱っぽい眠ねむ気けが、全身を包み込み、蝕むしばんでいく────

「──風峰様」

　湯気が、いつの間にか晴れている。

　誰だれかにいきなり腕うでを引っ張られた。でも足がもつれて、身体がぐらつく──湯船にまた突っ込むのかと思えば、抱き止められる感かん触しよくがある。しかも柔やわらかい。

「意識はあるようですね。まったくこんなになるまで浸つかっているなんて……」

　聞き覚えのある声だった。

　眠気に囚とらわれていた頭が、ようやく覚めてくる。あれからどれくらい経たったのか、大浴場には大人数の気配がなかった。ほのみたちも当然いない。

　よく見れば、浴場の入口には清掃中の立て札が設置されている。

　この場にいるのは二人、僕と──もう一人、

「すぐに出ましょう。歩けますか？」

　こんな状況でも、とは大変失礼な表現だったと思う。

　身体にバスタオルを巻いた鈴蘭さんが、凜りんとした表情で僕を胸むな元もとに抱き止めていた。




「いくら湯気がすごいからといって、人が一人いればさすがに気付きます」

　とは、隣となりを歩く鈴蘭さんの弁である。

　鈴蘭さんに助け出されてから三〇分後、身体を冷まして服を着き替がえて、僕は鈴蘭さんと一いつ緒しよに大浴場から抜け出すことが出来た。ホテルの廊ろう下かを歩く足が、ふらつく。

　それでもあのまま、僕一人だったら立ち上がることすら出来なかったと思う。

「すみません、本当に助かりました……」

「皆みな様さまも心配していますよ。風峰様がいなくなったと、さっきまでホテル中を捜していましたから。もう見つかったと連れん絡らくを入れておきましたが」

　反省なさってください、と凜とした声で諭さとされては、素す直なおに頷うなずく他ほかない。お風ふ呂ろの中に一時間以上、冗じよう談だんではなく脱水症しよう状じようで死にかけていたとなれば、尚なお更さらに。

「……それで、僕がお風呂にいたこと、知っていたんですよね？　どうしてみんなに言わないで、助けてくれたんですか？」

「素直に話したほうがよろしかったですか？」

　そう言われると返答に詰つまる。まあ、と鈴蘭さんが仕方なさそうに肩を竦すくめた。

「大浴場で眠ねむりこけて、清掃の時間までのぼせていた……そうなのでしょう？　風峰様の故意ではないようですから、あの場では不問にいたしました。他の皆様も、なんだかんだ許してくれるとは思いますが……ちなみに、本当に故意ではないのですよね？」

「は、はい。それは勿もち論ろん！」

　じっ、と睨まれて慌てて背筋を伸ばす。あのときは湯気でなにも見えなかったし──

「今、なにか妙なことを思い出していませんか？」

「まさか！」

　鋭するどすぎる！　でも、本当になにも見えなかった────う、

「……ごめんなさいっ輪郭くらいは見えましたっ！」

「正直ですね、それもどうかとも思いますが。……まあいいでしょう、これからは気をつけてくださいね。清掃中の札も勝手に使ってしまったのですから」

　ため息混じりに言われてなんとかお許しをもらえた。寛かん大だいすぎる。

　それで、と鈴蘭さんは、まだ汗あせがひかない僕の横顔を見つめると、

「あんなにのぼせてしまうほど、なにを考えていたんですか？」

「え」

　どうしてわかるのかと思った。でも鈴蘭さんとしては当然の結論だったらしい。

　歩く足は止めないまま、彼女は話を切り出してきた。

「選せん抜ばつ試験の後から様子がおかしかったことには気付いています。それにわたしは、風峰様がドール・システム……正直、あの程度の雑ざ魚こと呼んでしかるべき相手に、これでもかとボロクソに滅めつ多た打うちされる姿を見ているのですよ？」

「あ、ははは……」

　手厳しい言い様に苦笑して──直後にそれを悔くやんだ。

「笑っていられるほど、軽い不調ではないのでしょう？」

　鈴蘭さんは凜とした眼まな差ざしをもって、僕の心を器用に見透かしてきた。

「わたしが介かい入にゆうした直前の映像を、例の番組に無理を言って拝見させていただきました。あのドール・システム……風峰様が袋ふくろ小路こうじにまで追いかけた、あの人形が気にかかっているのですよね？」

　しかもほとんど言い当てているのだから、怖こわいくらいだ。

　強い視線は僕を捉とらえて離はなさない。僕は目を逸そらすことを諦あきらめて、頷く。

「……少し、妙な個体だったんです。普ふ通つうの残留体と違ちがって、見つけ次し第だい襲おそってくることもなくて、しかも逃にげるみたいに僕の前から走り去っていったり……」

「残留体が人を襲うだけの存在ではない──それがわかってしまい、揺ゆらいだと？」

　──思わず、反はん抗こう心しんが胸を衝ついた。

　しかも鈴蘭さんがどこか試ためすように、片かた眉まゆを上げてみせたから。

「違いましたか？」

「……そんなこと最初から知ってますよ」

　脳のう裏りには、緋ひ色いろの髪の少女が思い浮うかぶ。

　ほのみは家族だ。真冬の屋上で出会って以降、毎日の中にいつもほのみがいた。朝も昼も夜も、家でも学園でも研究所でも、隣で笑ってくれていたんだ──

「では風峰様は、すぐにでも駆動銃ランゲージで残留体を撃てるのですね？」

「っ……」

　言葉に詰まった。そして、詰まることの意味を自分でも理解していた。

　風峰様、と。

　鈴蘭さんが責めるように言った、なんて表現を思いつくくらいには。

「残留体が何者なのか……貴方あなたはそれを思い、考え、思考すべきです。そうでなければこのまま、悩なやみ続けながら戦うことになるでしょう。残留体とはなにかを知る──風峰様にはその資格があり、おそらく義務もあるのではないですか？」

　それはいったい、どういう意味だったのだろう。

　そもそもどうしてこの人は、残留体の秘密なんてものを口にしたんだろう──

「残留体の秘密を知ってください、風峰様」

　僕の内心を知らずに、あるいは知っていたのか。

　でないと──と、鈴蘭さんは唇くちびるに手を当てて、声を潜ひそめる。

　まるであのときの、人形の亡ぼう霊れいに気付かれないようにと言わんばかりに。

「人の姿をした残留体に──殺されてしまうかもしれませんよ？」

　まるで呪のろいのような一言をもって。

　くすり、と彼女の微笑は怖いくらいに優しげだった。




　その日を境に、僕を取り巻く状じよう況きようは一変していったのだと思う。

　潜せん水すい都市『雨あま燕つばめ』の現代表にして、世界中の『敵』となった銀ぎん髪ぱつの青年。

　レーシュが黄金の花瞳アウレアアイリスに現れた──その情報が僕たちの下もとに届いたのは、翌日のことだった。
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　ぅおーん、と耳鳴りに似た駆く動どう音が鳴る。

　黄金の花瞳アウレアアイリス──その深部へと降りる巨きよ大だいエレベーターの中は、ともすれば列車の中よりもよっぽど静かだった。

「本日午前一一時二〇分頃ごろ、今から五時間ほど前に、花瞳アイリスの内部に一人の青年を確かく認にんしたとのことです」

　だから、鈴すず蘭らんさんの状況説明も聞き逃のがしなく理解することが出来た。

　特とく査さのメンバーは全員、僕を含ふくめて彼女の話に聞き入る。

「侵しん入にゆう作戦のために派は遣けんした先せん遣けん隊たいが、その姿を発見したと報告しました。残念ながら逃にがしてしまったそうですが……青年の特とく徴ちようは、長い銀髪に長身瘦そう躯くとのこと。それに加えて、右手に独特の形状をした剣けんらしきものを持っていたそうです」

「人ひと違ちがい、という可能性は低そうだね」

　ふむ、と美み陽よさんが指先で顎あごを撫なでた。

　まあ確かに、この状じよう況きよう下かでそれほど似ている人が別人とも思えない。

「『羽は衣ごろも』が花瞳アイリスに侵入するタイミングを狙ねらって、潜水都市『雨あま燕つばめ』は、レーシュは必ず現れる──フランたちの予測が見事に的中したわけだ」

「ええ、そのための『鶺せき鴒れい』と『羽衣』の合同作戦だから」

　素の口調は一いつ瞬しゆん、それは美陽さんの向けた言葉だったのだと思う。

　鈴蘭さんは凜とした雰ふん囲い気きを崩くずさないまま、僕たち特査全員に向き直った。

「共通の敵が姿を現した以上、手をこまねいている暇ひまはありません。皆様方にはこれからわたしたち『羽衣』と共に、黄金の花瞳アウレアアイリスへの侵しん攻こう作戦を開始していただきます」

　明確に宣言されて──手足が緊きん張ちようするくらい、実感が湧わいてくる。

　あと、鈴蘭さんに見つめられているこの状況も理由の一つかもしれない。

「どうかされましたか、風かざ峰みね様？」

「……いや、なんでも」

　話を振ふられて、なんとか誤ご魔ま化かすくらいの苦く笑しようは浮かべられた。

　昨日の今日だ。大浴場の一件がどうにも気まずくて、鈴蘭さんはいつも通りに接してくれて助かるのだけれど……でもこちらとしては表情の選せん択たくに困りもするのだ。

　なんというか、微び妙みように納なつ得とくいかない気持ちがなきにしもあらず。

「……ところでよ、オレたちはここにいても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ぅおーんぅおーん、とエレベーターが降下し続ける中、珍めずらしく自信なさげに切り出したのはノボルだ。その隣となりにはほのみと、アドバイザーたる姉さんの姿もある。

　オレ『たち』に含まれているのは、多分その二人なのだと思う。

「ここってもう、花瞳アイリスの中だよな。自じ慢まんじゃねぇがこちとら調律師、バリバリの非戦せん闘とう員だぜ？　残ざん留りゆう体たいが現れでもしたらすげーお荷物になる気がするんだが」

「その心配はありません、ここは我々の制圧下ですから」

　鈴蘭さんは一言の下、ノボルの危き惧ぐをばっさりと一刀した。

　そういえば、彼女は大剣を使うんだっけと思い出す。

「わたしたち『羽衣』は、黄金の花瞳アウレアアイリスの本ほん塔とう、ならびに三つの小塔を合わせ、水深五〇〇〇キロメートル地点までの内部を攻略しています。このエレベーターが現在通過しているエリアは既すでに開かい拓たく済み、移動ルート付近に残留体は一体も残っていません」

「んふふ……花瞳アイリスを拠きよ点てん化しているんですね」

　さすがは『羽衣』さんです、と姉さんが北半球最大の都市へ賛辞を述べる。相変わらずの我が姉のゆるゆる微笑ほほえみだから、いまいち規模がピンとこない。

　ああでも、今いま更さらと言えば今更なのだけれど。

「そういえば……どうして街の中に花瞳アイリスがあるんですか？」

　初日には結局訊ききそびれたことだ。ああ、と鈴蘭さんも思い出したのか、

「世界が花瞳アイリスへの侵入時期を各都市ごとに定めているのはご存じですよね。半年に一回、一か月の間、侵入できる──『羽衣』はその侵入権利を、他の都市から五つ分、買い取っています」

「買い取るって……そんなこと出来るんですね」

「潜水都市は全すべてが全て、武装研究員という確かな戦力を有してはいませんから。残留体に対たい抗こうしたくても、涙るい晶しようを獲かく得とくしたくても、そもそもの苗なえ床どこが育っていない都市もあります。彼らは、自力で花瞳アイリスに侵入する術すべを持ちません──ですから」

「……『羽衣』さんが、代わりに入っているの？」

　微妙に空いた間はほのみが埋うめてくれた。飛び入り参加、それでも鈴蘭さんはペースを乱すことなく相あい槌づちを打つのだから、話し上手であって聞き上手でもあると思う。

「世界的にも侵入権利の譲じよう渡とは珍しくありません。ただ『羽衣』は、その権利を自分のそれと合わせて六つ分、単純に六か月分所有していますから。半年に一回という規則に準じた上で──数字だけで見れば、いつでも花瞳アイリスへの侵入が可能なのです」

「スケール大きいですね……」

「これでも北半球最大の潜水都市ですから」

　おかげで街中の移動は大変ですが──そう、鈴蘭さんが現地人らしい愚ぐ痴ちを零こぼした。

　けれども瞳には、誇ほこりのような強い光が宿っている。

「黄金の花瞳アウレアアイリスは街と共に、人々の生活と共にあります。……武装研究員は強さの象しよう徴ちよう。残留体と戦い、勝ち、都市に涙晶を与あたえ続ける英えい雄ゆう──だからこそ人々は、わたしたちを信じることで、都市の中に花瞳アイリスがあるなんて状況を受け入れられる」

　考えてみれば、そうだ。

　花瞳アイリスは残留体の住すみ処か、いわば脅きよう威いの象徴──それが『鶺鴒』での認識だ。けれどもここの……『羽衣』の人々からは、少なくとも今日まで過ごした限り、そういった忌き避ひの感情は見受けられない。昨日なんて選せん抜ばつ試験の模様が中ちゆう継けいまでされたくらいだ。

　それも、つまりは全てが──武装研究員のおかげで。

　彼らが英雄であると知っているから、街中に花瞳アイリスがあっても平気なのかな……

「──皆みな様さま、到とう着ちやくいたしました」

　がしゃんっ、とエレベーターがいよいよ停止し、鈴蘭さんが到着を教えてくれた。僕たちは硬かたい塔の床ゆかを踏ふみ、曰いわく『拠点化』しているエリアへと足を踏み入れる。

　──感想としては一言、想像以上だった。

「うわあ……すごい人」

　僕たちを含めて、目算でおよそ三〇〇人程ほど。

　選抜試験を突とつ破ぱした『鶺鴒』と『羽衣』両国の武装研究員、その姿があった。拠点化の所以ゆえんか、塔の内部には『羽衣』の手があちこち入っていて、簡素なプレハブなれど小さな医い療りよう施し設せつまであってなんだか調子が狂くるう。花瞳アイリスに向かうと言えば、深海に素す潜もぐりするようなものなのに──と首を傾かしげていたら、さらなる違い和わ感かんが僕に押し寄せてきた。

　精神的にではなく、物理的に。

　撮さつ影えいなどに使うような──というよりそのもの、台車付きの大型カメラが。

「カメラ？　なんでこんなところに……」

「あっ……かーざみーねせーんぱーいっ」

　拠点の奥から、僕の名前を呼んで走ってくる女の子がいた。華はなやかな司会用の服はまだまだ目新しく、着ている本人とこれ以上なくマッチするから忘れようもない。

「どもどもこんにちはっ、先せん輩ぱいお疲つかれ様さまです！」

　昨日の番組で司会を務めていた御厨みくりやさんが、僕の目の前でぴしっと敬礼した。

　しかもバッチリ決まったウィンクつきである。

「おつとめご苦労様ですっ、あーんどっ、ようこそいらっしゃいました！」

「御厨さん!?　な、なにしているのさここで！」

　こんなところで、と言い換かえたほうが的確だ。なにせここは花瞳アイリス、残留体の住処にして本ほん拠きよ地ち、命の保証がされなくて当然、殺されても文句一つ言えない場所なのに、

「ふっふっふ、なにを言っておりますか先輩っ。今日の御厨はひと味違ちがいます！」

　不敵に笑い、瞳を悪戯いたずらっぽく輝かがやかせ、じゃきーんっと効果音付きでＶサイン。

　そんな御厨さんは相変わらずで、だから次の台詞せりふにも深刻さは欠片かけらもなかった。

「今日は特別番組っ、『武装研究員ＶＳ残留体！　英雄と化け物の終わりなき戦い、そして現れる第三者「雨燕」の目的とは!?』──風峰先せん輩ぱいたちの戦いを中継するべくっ、わたしは今日っ、ここに番組の取材レポーターとして駆かけ付けたのです！」

「ちょ、ちょっと待って御厨さん！」

　たまらず声で制したら、思った以上に大きなものになってしまった。御厨さんがびっくりしたように目を丸くしていて、悪いことをしたなと思う。彼女はただの司会だ。

　大型のケーブルを敷しき、稼か働どうする幾いくつもの大型カメラ。

　それに撮とられる武装研究員たちは、これからなにも試験に臨のぞむわけじゃない。

「……鈴蘭さん？」

　──この状じよう況きようを把は握あくできている人は、おそらく僕たちの中に一人。

　潜せん水すい都市『羽衣』の武装研究員である、彼女だけだと思う。

「別に珍しいことでもありませんよ」

　今までもずっとそうです、と果たして鈴蘭さんは何気なく言った。言ったけど。

「っ……言っていることがよくわからないんですけど」

「では率そつ直ちよくに申し上げます。──残留体との戦いはエンターテインメントです」

　少なくともこの『羽衣』では、とそんな一言を付け足されたって。

　余計に、意味がわからない。

　それなのに鈴蘭さんは、まるで本でも読み上げるようにすらすらと語り始める。

「黄金の花瞳アウレアアイリスに眠ねむる、人類の宝である涙晶──それを死守する異い形ぎようの化け物、残留体。化け物を倒たおさなくては人類に未来はない──そこで立ち上がった英雄、武装研究員。彼らは強力な武器で次々と残留体を撃うち抜ぬき、ときに苦難に晒さらされながらも決して諦あきらめず、都市のために、人類のために宝を持ち帰り続ける」

「……物語の導入みたいですね」

　皮肉を込こめたつもりだったのに、鈴蘭さんには真っ直すぐ顎を引かれた。

「ですからエンターテインメントと言いました。人々にとって、残留体は敵かた役きやくであって明確な敵ではありません。英雄と化け物、武装研究員と残留体の命をかけた戦いは──都市にとって、なによりも面おも白しろく熱ねつ狂きようできる娯ご楽らくなのですよ」

　少なくとも『羽衣』では、と一言を付け足して。

　思い出す。昨日の選抜試験はまだいい。あれは試験、機械の人形には人を殺さないよう命令が下っていたし、最悪の場合でも大おお怪け我がで済んだ。でもこれは違う。

　今日の戦いは、文字通りの死線だ。

　人が命を秤はかりにかけ戦い、ときには天てん秤びんが傾かたむき、あっけなく死に陥おちいる。

　そんな状況を、都市全域に中継するなんて──異常、じゃないのか？

　あまつさえそれを怖おそれず、楽しんでしまうなんて……おかしいんじゃないのか？

「そ……それっておかしいよっ」

　困こん惑わくした声が、傍かたわらから上がった。

「残留体とは……っ、戦わなくちゃ生きられないから戦っているんだよっ？」

　熱の籠こもった言葉は、よっぽど焦あせっているのか、意味がまとまっていなくて。

　それでも、ほのみは鈴蘭さんに正面からくってかかっていた。

「英雄とか化け物とかっ、エンターテインメントとかっ……楽しむために殺しているんじゃないんだよっ？　みんな必死でっ、死んじゃうことだってあるのにっ……そんなのとうやくんたちだって残留体だって同じなのにっ、それを面白いって……そんなのっ」

「……ですが、それが武装研究員の職務です」

　鈴蘭さんは硬い言葉でそう言い切ったけれど──本当に。

　本当に、そうなのか？

　残留体を倒して涙晶を得る。人々に賞賛されて英雄となる。前者は『鶺鴒』でも経験したことで、後者は考えたことすらなかった。『鶺鴒』だと武装研究員は残留体と同じくらいに畏い怖ふの念を抱いだかれている。でも、それだけじゃない。

　国と国の、文化や認にん識しき、価値観が違うだけじゃ──ここまで胸はざわつかない。

　根はもっと深くて、自覚したら足を絡からめられたみたいに、逃にげられなかった。

「……とうやくん？」

　ほのみが心配そうに僕の服の裾すそを掴つかんだ。目が……合う。そうだ。

　姉さんを傷つけた残留体を殺すため、僕は武装研究員になった。

　本当の理由は姉さんを事故で傷つけた僕が、その事実から逃のがれるため。それを気付かせてくれたのはほのみで、だからこそ僕は、今もここにほのみと一いつ緒しよにいられる。

　ずっと戦い続けた日々を認めてくれて──僕は、それで報むくわれて。

　だったら……いったい、どこにあるんだろう。

「……風峰様はどう思われますか？」

　鈴蘭さんが感情を殺した双そう眸ぼうに、左と右、それぞれ僕の姿を映し出す。

　英雄でなくてはならない。彼女はさっき、そう言ったけれど。

「あなたには、武装研究員として戦う理由が……ありますか？」

　でも、僕は知っている。知ったんだ。

　残留体も怯おびえて、喋しやべって、人と同じような、あるいは人以上に『心』があって。

　そんな相手と、武装研究員として戦う理由が──今の報われた僕に、あるのか？

「──涙晶は人類の生命線だ」

　厳おごそかな一言に、迷いが一刀された気がした。

　実際にはそんなことない。ただの偶ぐう然ぜん、けれども幻げん聴ちようでもなかった。足音は確かに背後から響ひびいて、そして振ふり返ればそこにいる。

　ジノベルト総裁。美陽さんの父親がぎょっとした僕らの視線を一身に集めた。

「我々武装研究員が戦う理由など、その一言で十分だろう」

　貫かん禄ろく、含がん蓄ちく共に非常に申し分ないものだったとは思うけれど。

　だからと言って、僕たちの──主に美陽さんの驚おどろきが静まるわけでもなかった。

「お父様……!?　なにをされているのですか！　ここは花瞳アイリス……っ、その格好、まさか戦線に出るおつもりではっ」

「私とてまだ現役だ。まあ、老兵には違いないが」

　よく言う、と反感的に思ったのは総裁の佇たたずまい故ゆえだ。

　大樹のような人とは、初日に抱いた感想だけれど、戦せん闘とう服姿のこの人からは強靭な生命力をなみなみと感じる。年ねん齢れいに似合わず、なんて言葉じゃ足りないくらいに。

　狙そ撃げき銃じゆう。美陽さんと同じ類たぐいの銃を背に吊つるし、ジノベルト総裁は言った。

「思想を確かめ合うことは結構だが、目の前の現実にも気を配るといい。戦いは目前だ。一いつ瞬しゆんでも迷いを覚えるのであれば、退け。この程度の些さ事じに惑まどわされるようであれば、そもそもの武装研究員たる素質もないと言えるだろう」

　些事、と称しようしたそれは、総裁の胸むな元もとに装着されていた。小型のカメラだ。多分、拠きよ点てん内にある通信装置でも媒ばい介かいして、僕たちの戦闘を中継させるつもりだろう。

　自分の戦いを記録させる。それに抵てい抗こうがないと言えば嘘うそになるけれど、

「ご心配には及およびません、総裁」

　お父様とはあえて呼ばなかったのだと思う。

　美陽さんは胸に手を当てて、総裁に向き直った。

「自分はたとえ状況が違えど全力を尽つくして任を全まつとうします。特別派は遣けん調査室の室長として、総裁と肩かたを並べられることを誇ほこりに思い、戦う所存です」

　我らが室長の瞳はなにかを期待するように総裁を見上げている。けれども対してジノベルト総裁は、いっそ瞑つぶっているかのように目を眇すがめていた。

　その表情がどこか苦しそうに見えたのは、総裁の頬ほおに小じわが刻まれていたから、多分僕の見み間ま違ちがいとかじゃないと思うのだけれど──

「お前に出来る最大の成果を挙げろ。話は以上だ」

　総裁は冷たいと表現していいくらいにあっさり言い渡わたして、僕たちに背を向けた。去り際ぎわ、その横顔には少なくともなんの感情も浮うかんでいないように見えた。

　対照的に、美陽さんはどこか寂さびしそうな瞳をしているようにも、見えて。

「──最も優ゆう秀しゆうな成績を取ること！」

　一いつ喝かつが、高らかに響き渡る。

　僕の横の親友──ノボルが、白い歯を剥むき、総裁の背中に声を投げつけた。

「忘れんなよ！　アンタが出した特査の存続条件だ！　絶ぜつ対てえ度ど肝ぎもを抜くような成績叩たたき出してやっからっ、オレたちのっ、とくに姐あね御ごの活かつ躍やくを目ぇしっかり開いて見とけ！」

　ノボルはきっと、見抜いていたのだと思う。

　────総裁と肩を並べられることを誇りに思い、戦う所存です。

　さっき美陽さんが言葉の通り誇らしげに、加えてどこか嬉うれしそうに言っていたことに。

「……ああ、そうだな」

　結局、総裁は一度だけ立ち止まったけれど、あとは振り返ることなく姿を消した。

　でも多分、足を止めてくれたことに意味はあったはずだ。

「……まったくハチは、たまに驚くことをしてくれるね」

　美陽さんが肩の力を抜くように苦笑した。

「お父様にあんな啖たん呵かを切って、失敗したら目も当てられないよ？」

「でも、失敗する気もないっすよね？」

　そうっしょ、とノボルから子供のような笑え顔がおを向けられ、我らが室長が目を瞬かせる。このとき僕は大変に珍めずらしいものを見て、茶ちや髪ぱつの親友に尊敬の念を抱いた。

「……うん、そうだね」

　噛かみ締しめるような一言は、猫ねこが目を細めるような微び笑しようと共に。

　あの美陽さんを照れたように赤面させるなんて、ノボルくらいのものだと思う。




「それではこれより、黄金の花瞳アウレアアイリスの合同侵しん入にゆうを開始します」

『羽衣』の武装研究員、そのリーダーらしき女性が厳かに口を開いた。

　花瞳アイリスへの合同侵入作戦──その直前だ。

　黄金の花瞳アウレアアイリスは、蟻ありの巣のような構造をしている。『拠点』となるフロアには、下層に続く巨きよ大だいな通路が幾いくつもあって、その入口全すべてに厳重な隔かく壁へきが降りていた。残留体の侵しん攻こうを食い止め、拠点を拠点たらしめている安全装置──でもそれはもうすぐ、外れる。

　僕たち三〇〇人ほどの武装研究員が、それぞれが配置に着いたのだから。

「幾つもの都市が潜水都市『雨燕』に、それもたった建国者一人に敗北を喫きつしています。彼らは涙るい晶しようを確保できず、その被ひ害がいはいずれ人類全体にも及およぶものでしょう」

　大勢の武装研究員たちの前で、『羽衣』の武装研究員は熱く語る。

　情報が確かなのであれば──レーシュは今日、この花瞳アイリスのどこかに現れるのだ。

「しかし今日このとき、我々は海を越こえ、文化やしがらみさえも超えて、手を取り合いました。潜水都市『鶺鴒』と潜水都市『羽衣』──ここに集まった武装研究員は精せい鋭えいの中の精鋭。死は常に隣となり合わせです。しかし信じ、そして掴み取りましょう」

　僕は特査の一員として配置につきながら、今いま更さらに思う。ほのみとノボル、姉さんが離はなれたところから僕の出しゆつ撃げきを見守ってくれている中、薄うすぼんやりと、思う。

　そうか。死ぬ可能性だって、あるのか。

「我々が力を合わせれば超えられない障害はないのだと。我々の手で人類の輝かがやかしい未来を掴み取りましょう──！」

　そう『羽衣』が呼び掛かけ──『鶺鴒』がそれに応こたえる。武装研究員が声を爆ばく発はつさせ、国家の違ちがいすら超えて、共に天に向かって駆動銃ランゲージを勢いよく掲かかげた。

　これから『雨燕』を倒たおし、残留体を殺し、涙晶を奪うばい取るための──鬨ときの声。

「…………あれ？」

　妙みような温度差は、ふと、そんなときに感じた。

　熱狂の中で一人、銃を掲げ上げることも忘れて、ぼんやりと思う。

「──隔壁、開けぇっ」

　合図によって、残留体の根城へ続く扉とびらが、一気に跳はね上がる。

　行く先はここより薄うす暗ぐらく、死ぬことすらあるかもしれない場所に──

　ほのみにとって特別な存在である、残留体を殺すような場所に──

　どうして僕は、まるで状況に流されるように行こうとしているんだ？

「侵入作戦──開始はじめ！」

　一度覚えてしまった疑問は頭を離れなくて、そのことに背筋が凍こおりつくような──まるで気付いちゃいけないなにかに、直じかに触ふれてしまったような悪お寒かんを覚えて。

　僕は、縋すがる気持ちで銃じゆう把はを握にぎり締め、地を蹴けった。




　とはいえいざ戦いになれば、迷う暇ひまなんてものは消し飛ぶ。

　命のやり取りは短いようで長い。短い命の危機が幾いく度ども続き、最後のそれを乗り切った先でようやく相手の命を奪える。息を止めて走ることに似ているかもしれない。走れば走るほど胸が苦しくなって、もう限界だと息を吸い込んだ拍ひよう子しに足場がもつれる。その瞬間に踏ふん張れるかどうかで、生命活動という道を走り続けるか否いなかが決まるのだ。

　長々と言葉を使ってしまったけれど、つまりは戦いとは過か酷こくなもの。

　それを三度も、しかも未いまだに迷いながら繰くり返していれば、ボロが出て当然なのかもしれない。

「だいだいやじるしっ、行ったよ！」

　仕留めてっ、と美陽さんの指示に背後を振り返れば、敵の姿を視界に捉とらえた。

　残留体が四し肢しを駆く使しして獣けもののように奔はしる。爪つま先さきが地を抉えぐり、その破は片へんを宙に蹴り飛ばせば──もう既すでに、ひと薙なぎで僕の首を刎はねられる間合いを手に入れていた。

　ぼぅっとしていた自覚は、タチの悪いことにまったくなくて。

　そして当然のように、残留体は僕の目の前で剛ごう腕わんを振るった。

「橙とう矢やっ」

　ぴたり、と死の気配が寸前で止まる。はっとした。

　タイムラグ──つばさの死角からの一射が、残留体を標本のように固めていた。でも長くは保もたない。その隙すきを距きよ離りを生かすことだけに使い、僕は爪先で地を弾はじいた。

　残留体の時が動きだし、剛腕が振るわれる。

　文字通りに間かん一いつ髪ぱつだった。前まえ髪がみが風圧に揺ゆれたと思えば、続けてもう一いち陣じん、風が眼前に舞まい上がる。それは急激な質量膨ぼう張ちよう、思考昇華パラダイムシフトによる余波だった。

　水すい晶しようの檻おりが四方よりせり上がり、残留体をその内に捕とらえた。

「──今度は仕留めて」

　リノンはインカム越ごしにもう一度、僕にチャンスをくれたのだと思う。

「っ……！」

　駆動銃ランゲージを構え、照準を定め────そして、引き金を絞しぼった。

　熱量が一点に圧縮され、一気に放射。真っ白な花はな吹雪ふぶきが銃じゆう口こうから吹ふき荒あれた。ものの数秒だ、姉さん直伝の思考昇華パラダイムシフトはまさに必殺、残留体を跡あと形かたもなく灼やき尽くす。

　轟ごう々ごう、と。

　それは残留体の断だん末まつ魔まの声さえ吞のみ込み、やがて命のやり取りが終わる。

　同時に、身体からだの力が抜ぬけて、僕は慌あわてて両りよう膝ひざに手を突ついた。

「はあ！　っ、あぁ、はあっ……っ」

「橙矢っ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　つばさが青い顔で駆かけ寄ってきた。つばさはこれが正式な初うい陣じん、初めて花瞳アイリスに足を踏み入れたのに、キチンと己おのれの役目をこなして、僕の命まで救ってくれた。

　感謝の言葉を口にしたいのに、息が、上う手まく喉のどを上がってくれない。苦しい。

　まるで寿じゆ命みようが削けずれているようだと思い──嘘とは言い切れなくてぞっとする。

「三人とも、少し休もう」

　休きゆう憩けいだ、と美陽さんに言われて、ほっとする自分が確かにいた。

　黄金の花瞳アウレアアイリスの内部は──迷路のように入り組んでいる。

　三〇〇人ほどの武装研究員が、六つの通路に分かれて出発したのが一時間ほど前。全員揃そろって、目標はレーシュ、進路はひたすら下へ。そして現在、僕たちの周りに他ほかの班が見当たらないのだから相当に複雑な構造と言えると思う。

　無論、レーシュの姿なんてまだ影かげも形も見当たらない。

　もしかしたら案外、彼も迷っているのではないかと思うくらいである。

「よし、立てるかい？」

　美陽さんに肩を貸してもらい、僕は通路の壁かべにもたれるようにして座り込んだ。

「だいだいやじるし、水を飲んで。怪け我がはしていないね？」

　差し出される水すい筒とうを受け取り、唇くちびるに湿しめらせるようにして喉に流し込む。つばさが背中をさすってくれて、ようやく呼吸が落ち着いてくる。

　脳に酸素が巡めぐると、改めて自分の状況を見下ろすことが出来た。

「すみません、足ひっぱっちゃって……」

「いいさ、調子の悪いときだってある」

　美陽さんは労いたわるように言ってくれるけれど、多分美陽さんも気付ている。

　これはもう……不調の一言では済ませられないくらいの失態だ。

「つばさん、通路に立って警けい戒かいを続けてくれるかな？　一〇分経たったら自分が交代する。リノノンはさっきの残留体から涙晶を回収してくれるかい？」

　花瞳アイリスの中では安全と言い切れる場所は存在しない。室長の言葉に従って、つばさが僕のことを気にしつつも、立ち上がって通路の先まで見通せる位置についた。

　リノンは無言で、灰となった亡なき骸がらの近くでしゃがみ込んでいる。

「今の個体はなかなかに手て強ごわかったね」

　ふう、と。

　美陽さんがため息一つ、狙そ撃げき銃じゆうを胸に抱かかえて僕の隣となりに腰こしを下ろした。

「涙晶が欠片かけらでも残っているといいけれど。ふふ、だいだいやじるしの花吹雪は、強力すぎてたまに涙晶ごと燃やしてしまうからね」

　あえて冗じよう談だんっぽくまとめてくれているのだとわかった。多分、僕を元気づけるために。そうでもなければ、美陽さんがリノンとつばさに仕事を言い渡わたすはずがない。

　疲つかれているときは真っ先に、自分が率そつ先せんして動くような人なのだから。

「美陽さん……僕、」

「ねえ、少し昔話に付き合ってくれないかな？」

　だいだいやじるし、と美陽さんが前を向いたまま言った。

　それから、ふふ、とぼぅっとした僕に向かって悪戯いたずらっぽく微笑む。

「なに、自分の過か去こ話ばなさ。ちょっと興味が湧わいてこないかい？」

「…………はい」

　興味が湧いたのは本当だった。美陽さんが満足げに頷うなずく。

　狙撃銃を胸むな元もとに引き寄せ、瞳が昔を思い出すように細められた。

「──あるところに、父親に憧あこがれる娘むすめがいました」

　語り出しは、芝しば居いがかったような口調だった。

「その子の父は、とことん実力主義、結果優先なんだ。元々、天あま之の河がわの家……おや、もう言ってしまったね。まあいいかな。ウチの家は、曾そう祖そ父ふの代から研究所の重役を担になってきたこともあってね、自分も小さな頃ころから武装研究員になるために教育を受けてきた。専門の養成機関にも通ったよ」

　思い出すように語る美陽さんだけれど、僕はその道程を想像することしか出来ない。

　訓練を一年かけて、『再生』の力押しで武装研究員になった僕には、そもそも思い浮うかべることすら難しくて──それが今は悔くやしい。

　共感できないから、なんて単純な理由なのだけれど。

「父は偉い大だいな人だから。だから自分も、父の期待に応えたいと武装研究員になって、戦ううちにハル先せん輩ぱいと出会い、それからもっと自分を磨みがきに磨いて……疲れた」

　ふぅ、と言葉とは違って、美陽さんの息は宙を暖かく染める。

「疲れた……んですか？」

「理由を他人に求めた故ゆえの、気き疲づかれと言うのかな。父は……天之河の家は、自分に武装研究員という道を示してくれて、自分はそれしか見ていなかったんだ。自分で考えることをいつからか辞やめていて、理由もなしに目標を追求していた」

「……それって悪いことなんですか？」

「いいや。目標に向かうことは正しい。それが自分のものであれ、借り物であれ……人生をかけるだけに相応ふさわしい、打ち込めるものがあればとても幸せだと思う。事実、自分は今でもこの道を後こう悔かいしていないし、今でも命を賭として武装研究員を務めている」

　でもね、と美陽さんはなにかを思い出すように目を細めた。

　その口元には懐なつかしそうな笑えみが咲さいているから……多分、過去の。

「──『目標だけじゃなくて、美陽ちゃんが楽しむことも、とっても大切なんですよ』」

　ごくごく身近で聞いたような覚えのある口調だった。

　具体的に言えば、同じ屋根の下したで。

「……姉さん、ですか？」

「そう。ハル先輩が言ってくれたのさ。純白の花瞳エルダーアイリスから『鶺鴒』に帰る列車の中、あの人は駆動銃ランゲージを点検する自分の目の前で、手製のクッキーをちらつかせたんだ。『今日の仕事はもう終わりです、あとは自分にご褒ほう美びをあげましょう♪』……とね」

　我が姉ながらいつも通りすぎる。残留体と戦いにいくというのにおやつ持参なんて……当の美陽さんは愉ゆ快かいそうに喉を鳴らしているのだけれど。

「ふふ、そう思えばだいだいやじるしも、ほのみんにははじめマフィンをあげたんだったね……ハル先輩といい、風峰の家は食べ物で人を手なずけるのが上手だ」

「なんかそれだけ聞くと動物相手にしてるみたいですね……」

「なら、自分は一発で懐いたことになるのかな」

　しかも嬉うれしそうにしているし……。

　美陽さんはどこか猫ねこっぽい仕草、手で髪かみを掻かき上げると、瞳に光を湛たたえた。

「活路が開けたよ。ご褒美……目標しか見えていなかった自分が、他の気にも留めなかった……知りもしなかったものや知識や体験に触ふれる度たび、身が輝かがやく思いだったんだ」

　そうあまりに嬉しそうに言うものだから、想像してしまう。

　美陽さんがその当時、どのくらい幸せな衝しよう撃げきを味わっていたのかなって。

「ああそうなんだ、目標以外に走っていっても、寄り道してもいいんだ……とね。だってそのほうが楽しいから──そう思えたときからかな、不思議と、武装研究員として活かつ躍やくするという目標までもが光って見えてきた」

　どくん、と。

　目標という言葉に心臓が軽く跳はねて、取り繕つくろうように相あい槌づちを打った。

「それで……姉さんが引退したあとが……」

「うん。自分なりの活躍の場を求めて、まだ見たことのない……研究所が今まで知らなかった世界を見つけるために、広い視野と羽のように軽いフットワークを理想とした、特別派は遣けん調査室を設立した──この今に至るわけだね」

　特査の仕事は、残留体に関係するあらゆる事案をこなすこと。

　言えばそれだけ、短い。でも、実際に回ってくるお鉢はちの中身は、覗のぞき込むまでわからない。研究所という閉へい鎖さ的、かつ専門性の高い組織において、その研究の大本である残留体に関すること全すべてに対応するのは、無茶や無む謀ぼうの言葉を尽つくしても足りないほど厳しい。

　実際、最初の頃は全然仕事にならなかったこともあったけれど。

　それでも今は──僕たちは、幾いくつもの難件を解決してきてここにいる。

「まあ本音をさらけ出すとするならば、ハル先輩がいなくなって半ばヤケになって、それに父の実力主義、結果優先の態度にもいい加減むかっ腹が立っていたから──弾はじけるように思い立ったのが特査設立なのだけどね」

「……またぶっちゃけましたね」

　綺き麗れいにまとめたモノローグが報むくわれない……。

　でも、と僕を横目で見た美陽さんが、楽しげに肩かたを揺らした。

「今の自分はとても充じゆう実じつしている。父はまだ、自分のことを認めてくれてはいないけれど……君たちと共に職務に励はげみ、肩を並べて戦い、こうして思い出話に興じることが出来るからね」

　思わず漏もれたような苦く笑しようには、一いち抹まつの寂さびしさみたいなものが滲にじんでいた。

　父親の期待に応こたえたくて。それを、美陽さんは疲れたと表現していたけれど、やっぱり初心は未いまだに美陽さんの中に残っているのだと思う。

　じゃなかったらやっぱり──特査は立ち上がっていないような気がする。

「自分は、そう……幸せなんだ」

　噛かみ締しめるような言葉は、一いつ瞬しゆん、儚はかなげに見えた横顔の向こうに消えてなくなる。語った思いは美陽さんの本心で、だからこそその表情は揺ゆらぐように震ふるえたんだと思う。

　その幸せを感じる場所は、特査は、存亡の危機に晒さらされているのだ。

「……ごめんなさい。そんなときに僕、こんな……」

「こらこら、せっかく盛り上げたのに、君が落ち込んでどうする」

　こつん、と頭を軽く小こ突づかれた。

　美陽さんはからかうような眼まな差ざしに柔やわらかな色を混ぜている。

「ここで話は終わらない。結論はこうなるんだ──だから自分は、この幸せな場所を守るために生きようと思う、とね。それは自分にとって唯ゆい一いつ無二の目標、夢と言っても過言ではないものだよ。そして……ここまで語ったところで、自分は君にこう訊たずねるのさ」

　小さな掌てのひらが僕の頬ほおに添そえられた。不思議と、くすぐったくない。

　我らが室長は撫なでるのでもなく摘つまむのでもなく、ただ指先から僕に温ぬくもりを与あたえてくれている。

「だいだいやじるしのやりたいことは、なんだい？」

　じわ、と。

　心の中で、雪に似たなにかが滲むように溶とけた気がした。

　それは多分、びっくりするくらい単純な話になってしまうけれど、それでもこれ以上なく的確に表現すれば──僕の、悩なやみのようなものだったのかもしれない。

　昨日から今日にかけて、ずっと思考の舵かじを奪うばっていたものだ。

「それは、僕の……戦う理由はってことですか？」

「違ちがうよ、君のやりたいことだ」

　美陽さんはやんわりと首を横に振ふって、優やさしく僕に微笑ほほえみかけてくれる。

「風峰橙矢という個人がやりたいこと。勉学に励みたい、なにかを創つくる人になりたい、一流の企き業ぎようで働きたい、とかね。無論、将来に繋つながることでなくてもいい」

　そして戦うことでもいい、と美陽さんは胸元の狙撃銃を軽く揺らした。

「残留体を殺したい？　涙るい晶しようを獲かく得とくしたい？　それとも都市のために身を捧ささげたい？　あるいは特査で働き続けたい？──もしそうなら、自分はとても幸せに思うかな」

　それは勿もち論ろんだ。特査は僕にとって唯一無二の場所で、あそこにいけばみんなと会える。仕事と称しようしてボードゲームに熱中したり、日が暮れるまで訓練したり。想おもい出は僕の身体からだの芯しんにまで刻み込まれていて、特査を失うなんて考えたくない。
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「……わからないんです」

　なのに、その思いの丈たけを口には出来なかった。

　特査にいたい。その気持ちは嘘うそじゃない、本当だ。でももしも、特査が失われたとしても、また別の場所をつくって、みんなと一いつ緒しよに日常を楽しめるのであれば──と。

　そう考えて安あん堵どできる以上、特査を理由にやりたいことを語ってはいけない気がした。

「自分がなにをやりたいのか……考えてもわからなくて」

「それならば、もっと考えるしかないね」

　あっさりと返ってきた答えは、美陽さんの本心なのだと思う。

　美陽さんは好こう奇き心しんに瞳を輝かせて、その光を僕の瞳に映してきた。

「考えて見つからない答えはないと自分は思っている。それが正しいかどうかはさておきね。思考は人間に許された特技、使い倒たおさなくちゃ損だよ。でも……一つ、自分の経験に基もとづく助言をするのであれば、自身が今気になっているものを思い出すといい」

「気になって……いるものですか？」

「それを見つけたら、あとは自分の心に従って動けばいいのさ。そうすれば、きっと自分がやりたいことの……そうだね、片へん鱗りんくらいは掴つかめるんじゃないかな」

　抽ちゆう象しよう的な話だけどね、とそれにしては実感のこもった一言だった。

　美陽さんは勢いをつけて立ち上がり、中ちゆう腰ごしで僕に手を伸のばしてくれる。それを掴み、引っ張ってもらえば、我らが室長の自信に満ちあふれる表情に出くわす。

「大だい丈じよう夫ぶさ。考えることをやめなければ、人の成長も止まることはないよ」

「……前に、鈴蘭さんも同じようなこと言ってましたね」

　お風ふ呂ろの中でだけど。やっぱり二人は友人なんだなとこんなところで思う。

「そうかい？　フランがそんなことを……ん、ちょっと待って」

　ふと、美陽さんがインカムに指先を当てる。通信が入ったらしい。一言二言、通信の相手に相槌を返すと、つばさとリノンにも声をかけて集める。

「作戦本部からの通信だったよ。至急本部まで戻もどってくるように、とのことだ。探たん索さくの成果でも報告するのかな……まあいいさ。他ほかのチームも合流するようだから、自分たちも移動するとしようか」

　帰りは迷わずに済むね、と美陽さんは愉快そうに呟つぶやいて、傍かたわらに停とめてあったバイクに乗り込んだ。花瞳アイリス内では定番の移動手段で、サイドカーの座席につばさが滑すべり込む。僕もまた自分のバイクに跨またがり、サイドカーの助手席にはリノンが着いた。

　どどどっ──と、走り出す美陽さんのバイクを追いかけながら、僕は考える。

　僕は多分、残留体と戦うことを拒こばんでいる。

　認めよう。もうただの敵としては見られなくなっていることを。きっかけを探しても意味はない、僕自身が明確に変化を受け入れた以上、大事なのはここからだ。

　僕のやりたいことを……いったいこの銃じゆう口こうは、どこに向ければいいのかを。

　考え、考えて、考え続けるんだ。




　───だからといって。

　まさか直後に早々、その決意を打ち砕くだかれるとは想像していなかった。




「……な、んだ」

　これ。

　僕は本部に帰き還かん次し第だい、目の前に広がる光景に言葉を失った。僕だけじゃない、美陽さんもつばさも、あのリノンさえも絶句している。そこは作戦本部、僕たちの、ともすれば人類の作戦拠きよ点てんと言っても大おお袈げ裟さではなかったはずだ。

「なんで……っ？」

　なのにそこには、どうしてか──残留体が数体、いる。

　それらを大勢の武装研究員が捕とらえていた。銃口で包囲するように残留体を取り囲み、一歩でも動けば撃うち抜ぬかんと言わんばかりに、隙すきのない布ふ陣じんを展開している。

　しかも彼らはみな、残留体も含ふくめ、特設されたようなステージの上に乗っていた。

　まるで──テレビ番組で使うような大おお仰ぎような設備の上に。

「残留体がっ……なんであんなところにっ」

「あー風峰さん、そう熱くなるなって」

　銃を下ろせよ、と男おとこ勝まさりなハスキーボイスに諭さとされた。

　僕が反射的に抜いた銃口の先に、一人の少女が割って入ってくる。彼女はずかずかと僕に近づくと、掌で黒い銃口を塞ふさぐように掴んだ。

　にぃ、と八や重え歯ばを剥むき出しにして、エミリィさんが苦笑する。

「邪じや魔ましちゃいけないよ、あれでも一応公共放送なんだからさ」

「エミリィさん……っ？　いやでもっ、あれはっ」

　どうしてそんなに落ち着いていられる!?　あそこにいるのは残留体だ。幾つもの銃口に取り囲まれ、まるで従順の姿勢でも示すように地に……伏ふせて、いる？

　身じろぎ一つせず、銃口に頭こうべを垂れている──残留体、なのか？

「あそこにいる残留体は動きませんよ」

　不意に、凜りんとした声が僕の思考を断たち切った。

　振り返れば──鈴蘭さんがたった今帰還したのか、バイクから降りてきた。

「事前に強力な鎮ちん静せい剤ざいを打っているはずです。仮に意識があったとしても、ああして銃口に囲まれている以上、なにが出来るわけでもないでしょう」

「……これはどういうことだい、フラン」

　努めて冷静を装よそおって、それでも感情が漏れ出した声。

　美陽さんが一歩前に出て、鋭するどい眼差しで『羽衣』の武装研究員を見つめた。

　多分、その奥で銃口に取り囲まれている、ステージ上の残留体を見み透すかして。

「まさか本部帰還の指令がこんなことのためだった、なんてオチじゃないだろうね」

「残念ながらその通りね」

　言葉の通り、つまらなそうに答えてみせて、

「だってこれから、残留体の公開処しよ刑けいが始まるのですもの」

　鈴蘭さんはひどく興味がなさそうに、周囲の大型カメラを眺ながめた。

　全部で一〇台足らず。それらは全て、特設されたステージの上を絶えず映している。生なま中ちゆう継けい、という言葉が唐とう突とつに頭に浮うかんで、その意味をすぐに理解する。

　この様子もまた、『羽衣』全域に流れているのか──？

「公開処刑だって？　そんな……馬ば鹿かなことを……」

「貴方あなたのお父様も納なつ得とくずみよ、美陽」

　鈴蘭さんが微かすかにため息を吐ついて、ステージ上を顎あごで示した。

　残留体を取り囲む、処刑執しつ行こう人。そのうちの一人、偉い丈じよう夫ふの男がいる。

　それが誰だれなのかを見み間ま違ちがえるはずもなく、美陽さんが呆ぼう然ぜんと呟いた。

「お父様……」

「これは『鶺鴒』と『羽衣』の合同作戦。……代表も動いて然しかるべきよ」

　どこか慰なぐさめるような口調に聞こえたのは気のせいだったかもしれない。

　さて、と鈴蘭さんは僕たちに向き直ると、ステージを紹しよう介かいする司会のように、

「英えい雄ゆうと化け物の話はいたしましたね。あれはその象しよう徴ちよう、残留体を武装研究員が倒すという、視し聴ちよう者が見たい図を表現したものです。化け物は英雄の前に跪ひざまずき、断罪の時を待つ……ありきたりな触ふれ込みですが、わかりやすい分受けはよいのかと」

　残留体との戦いはエンターテインメント。

　作戦開始前、鈴蘭さんがそう口にしていたことを思い出した。

「生け捕どりって……そんな」

「なにも珍めずらしいことでもないでしょう。わたしたちは研究員、研究のために対象を殺さずに確保することは日常茶さ飯はん事じです。用よう途とが違うだけで方法は親しみ慣れたもの。それに容た易やすかったことでしょう、あの残留体らは気が弱そうですから……」

　この意味、風峰様にはわかりますよね？

　そんな言葉を耳元で囁ささやかれて、僕はぞっと鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　武装研究員たちは芝しば居いがかったように銃口を構え、それに残留体は抵てい抗こうしない。その図は奇き妙みようよりも異常が先立つ。残留体は人を襲おそうもの、例外があるとすれば一つ。

　選せん抜ばつ試験。怯おびえたような反応を見せた、機械仕じ掛かけの残留体もどき。

　闘とう争そう心しんを初めから持たない、特別な残留体をああして捕らえたのか……？

「──とうやくんっ」

　弾はじけたような声に名前を呼ばれて、振り返る。作戦本部から一人の少女が駆かけ寄ってきた。相当急いでいたのか、勢い余って僕の胸むな元もとにしがみつく。

　少女はずっと、ノボルや姉さんと一緒に、特査の帰りを待っていてくれたのだと思う。

「ほのみ……」

「あれっ……あのステージってっ」

　ほのみは焦あせりのあまりか、喉のどに何度も言葉をつっかえている。辛つらそうに。

　辛くて当たり前だ。見せ物にするためだけに、残留体を殺す。

　その光景を、かつて《羽はね憑つき》だったほのみが見てどう思うかなんて──

「……さあ、そろそろ始まりますよ」

　鈴蘭さんがどうでもいいことのように告げる。

　かちゃり、と。

　ステージ上の武装研究員たちが、一いつ斉せいに銃口を揺ゆらした。

　それは合図だったのだと思う。全員が揃そろって引き金に人差し指をかける。銃口が火花を散らし始め、光が蜂はちのように宙で蠢うごめく。その輝かがやきはやがて、最高潮まで達して──

　処刑の引き金が、躊躇ためらいなく引かれる。

　僕たちはただそれを、黙だまって見ていることしか出来ない──




「だめぇっ！」




　叫さけぶことくらいは、出来たのかもしれない。

　ついでに──真っ白な花はな吹雪ふぶきが狙ねらったようなタイミングで、ステージ上を駆け抜けることだって。おかげで処刑執行人たちはよろめき、瞬またたく間まに彼らの視界が奪うばわれる。それは傍そばにいた僕たちも例外じゃなかった。

　花吹雪は、僕のすぐ近くで吹ふき荒あれている。

「こんなのっ……こんなのっっ、やっぱりだめだよっ！」

　ほのみが瞳ひとみを怒いからせて、足あし下もとから花吹雪を噴ふき出させていた。それは竜りゆうが這はうように宙を舞まい、ステージ上に滝たきのように降り注ぎ、止とどまることなく渦うず巻まいている。

　羽のような光を、後頭部より堂々と羽ばたかせて。

　ほのみは、最強の《羽憑き》と呼ばれた力を、存分に発揮していた。

「こんなのおかしいよっ」

　その通りなのかもしれない。

　花吹雪が猛もう烈れつで口も開けないけれど、そう思う。残留体は人類の敵、涙るい晶しようを奪うためだけの存在。その価値観は僕の中に根付いていて、けれども僕は出会っているのだ。

　人のように振ふる舞い、怯えていた機械仕掛けの残留体もどきと。

　人のように共に過ごしてきて、これからも過ごしたいと願う相手と。

　────自身が今気になっているものを思い出すといい。

　美陽さんの言う通りだった。そんなものは一つしかない。ほのみだ。ほのみが気になっているからこそ、僕は残留体に銃を向けることを躊躇った。

　その気持ちを誤ご魔ま化かしちゃいけない。
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　こうしている僕はだって、花吹雪に頬ほおやら肩かたやら身体からだやらを叩たたかれつつも、ステージ上で起こる混乱を前に、こんなにも愉ゆ快かいで堪たまらないのだから。

　僕は、多分そうなんだ。

　残留体をもう、撃ちたくなんてないんだ──




　ふわっ、と。




　ステージ上に渦巻いていた花吹雪が、突とつ然ぜんに風を失った。

　花びらが宙に散って、視界が取り戻もどされる。武装研究員はぱちくりと目を瞬しばたたかせて、さっきまでの暴風が嘘うそだったかのように、静まり返ったステージ上で困こん惑わくしていた。

　何事もなかったかのような──否いな、変化はあった。

「……え？」

　残留体が、動いていた。

　それは処刑寸前のうちの一体だった。一体だけ立ち上がった残留体は人型で、輝くような黄金色の甲かつ冑ちゆうに身を包んでいた。あんな残留体いたっけ、とぼうっと思う。

　ステージ上もそれ以外も、誰もが呆然として銃口を構えることを忘れていた。

　甲冑の騎き士し、と称しようしてもいいはずだ。

　何な故ぜならその残留体は、二足で立ち、右みぎ腕うでには関節がしっかり一つだけあり、腕の先には五本の指を具そなえた人間らしい掌てのひらがあった。

　その手が──一ひと振ふりの巨きよ大だいな大たい剣けんを握にぎっている。

　ここにきてようやく、悟さとった。

「《羽憑き》……？」

　あれは人型、最強と称される──人に近い思考を有する残留体であるのだと。

　そして唐突に、鎧よろいの騎士は弾けた。

　独こ楽まのようにその場で回転、右手が力を抜ぬくように軽く振るわれる。たったそれだけで──大剣が、近くの武装研究員をまとめて横一線に切り捨てた。

　その中には当然、特立研究機構ジノベルト総裁の姿もあって、

「お父様っ!?」

　娘むすめの美陽さんが上げた悲鳴に、応こたえることもなく仰あお向むけに倒たおれていく。鮮あざやかな赤色がステージに飛び散れば、真っ白な花びらの絨じゆう毯たんが血でまだらに染まる。

　そして騎士の兜かぶとから、一筋。

　涙晶の羽が、絶望的なほどに大きく──伸のびた。




「《羽憑き》の脅きよう威いを確かく認にん！　各自っ、対象に向けて一いつ斉せい射しや撃げき！」

　誰かが叫んだのだと思う。

　怒ど号ごうのような指示が飛び、直後に思考昇華パラダイムシフトの猛もう攻こうが鎧よろい騎き士しを襲った。迅じん速そくな対応はさすがの精せい鋭えい揃ぞろいで、事態に合わせて即そく座ざに最適の行動を実行していた。

　圧あつ倒とう的な物量が、瞬く間に鎧の騎士を押し潰つぶす──

『────、』

　寸前に、再生の光が力強く輝いた。ステージのど真ん中。

　黄金の鎧騎士はいっそ暴力的な光を甲冑に纏まとうと、無傷の格好のまま──

　ぶるんっ、と誇こ示じするように大剣で宙を薙ないだ。

「くっ……構うな続けろっ、一斉射だっ！」

　武装研究員が叫び、けれども次は当たりすらしなかった。

　鎧の騎士がどんな思考の弾だん丸がんよりも速く宙に舞った。地を蹴けり、跳とび上がる──武装研究員の一斉射は、擦かすりもしない。ステージから飛び降り、片かた膝ひざを突ついたまま面おもてを上げた。

　兜から覗のぞく赤い瞳が、なにかを探すように一いつ瞬しゆん──周囲に巡めぐらされて。

　その視線が、僕の前で止まった。

　正確には──僕の隣となりで、呆然と立ち尽つくすほのみを捉とらえるように。

「……え？」

　ほのみが漏もらした吐と息いきに、反応するかのように。

　ぐっ、と。

　鎧の騎士は地を抉えぐれるほど蹴り上げ、誰よりも早く疾しつ走そうを開始した。

「なんで……っ、美陽さん!?」

　指示を仰あおごうと我らが室長を振り返って、言葉を失う。

　──そんな表か情おを初めて見た。

「お、とうさま……」

　美陽さんは既すでに狙そ撃げき銃じゆうを取り落とし、彫ちよう刻こくのように白い顔で立ち尽くしていた。

　戦意を喪そう失しつしているとか、考えたくもない表現ができてしまうくらいに。

「っ……美陽さん！　しっかりしてくださいっ！　美陽さんっっ！」

「橙矢っ、前！」

　つばさの悲鳴に顔を上げれば──一言、デタラメだった。

　鎧の騎士は身みの丈たけ程ほどもある剣を操あやつり、進路を阻はばむ全すべての攻こう撃げきを撃うち落としていた。斬きり、弾はじき、叩き、砕くだく。その間にも赤い瞳は逸それることなく、目標だけを捉え続ける。

　──ほのみだ。

　緋ひ色いろの髪かみの少女もまた、魂たましいを抜かれたように騎士を見つめていた。どうしてかはわからない。でも状じよう況きようは吞のみ込まざるを得なかった。

　あれは間ま違ちがいなく、ほのみを狙っている。

「──答えは見つかりましたか？」

　風峰様、と。

　いっそゆったりとした口調で語りかけられた。

　鈴蘭さんは思考昇華パラダイムシフトした大剣を肩に担かつぎ、ちらりと横目で僕に微笑ほほえみをくれる。

「戦う理由です。まだ見つからないようでしたら、早めに決めてくださいね。残留体の秘密も少しはお教えしたわけですし、もう迷う時間はそれほどありませんよ」

「……鈴蘭さん？」

　混乱と怨えん嗟さの叫びが響ひびき合って、拠きよ点てんが拠点として機能しない状況だ。この間にも鎧の騎士は僕たちとの距きよ離りを殺していて、余よ所そ見みなんてしている暇ひまはないのに。

　なのに──聴ききいってしまう。

　にゅ、と鈴蘭さんは蠱こ惑わく的に唇くちびるを歪ゆがめると、

「秘密は、もうすぐそこです」

　がきんっ、と。

　大剣を跳はね上げて──すぐそこまで迫っていたそれを、剣の峰みねで受け止める。

　鎧の騎士が剣を唸うならせ、それを鈴蘭さんが涼すずしい顔をし片手で阻んでいた。

「ねえ、風峰様？」

『────！』

　痺しびれを切らしたように、鎧の騎士が剣を振るって距離を取った。それは仕切り直しのようでいて、得体の知れないものを前に跳び退のくような拒きよ絶ぜつ的な反応でもあった。

　けれどもそれが、決定打になったのだと思う。

　がしゃん、と──一瞬の隙すきを突くように、鎧の騎士の四方から格こう子しがせり上がった。それらは一本一本、《羽はね憑つき》の身体に巻き付くように交差しつつ、創つくり上げる。

　まるでプリズムのように、光を内側に閉じ込める檻おりを。

　果たして水すい晶しようの檻が、黄金色の鎧騎士をその内に完かん璧ぺきに閉じ込めた。

「──これなら動けない」

　今、とリノンが無表情に駆動銃ランゲージを構えたまま、好機の到とう来らいを告げる。

　三〇〇名近い武装研究員の銃じゆう口こうが、一斉に檻に囚とらわれた鎧の騎士を狙った。その光景は武装研究員としてこれ以上なく正しくて、僕もそうすべきだったのかもしれない。

　でも僕はやっぱりどうしても、引き金にかける指を絞しぼれなくて。

　三〇〇の銃口は、揃そろって火を噴ふく──




『──ル、ゥォォォォォォォォォォオオオオオオオ────！』




　その寸前、だった。

　鎧の騎士が甲かん高だかい咆ほう哮こうを上げた。檻の中に囚われているとは思えないほど、強気な叫さけびは拠点中に響き渡わたる。思わず両手で耳を覆おおってから、僕はその異変に気付いた。

　武装研究員たちが大音声によろけ、銃を取り零こぼす。

　思考昇華パラダイムシフトの完かん了りよう間ま際ぎわだった、光を灯ともす銃口。思い至るべきだった。思考に質量を付ふ与よする繊せん細さいな作業が、直前で強制中断キヤンセルされた結果、いったいどうなるかなんて。

　思考昇華パラダイムシフトの、暴発。

　意図的に狙ねらったのだとすれば、それは高い知能を有している証明になる──




　ぼこっぼこっぼこっ、と。




　地に落ちた三〇〇近い駆動銃ランゲージが全て、内側から破は裂れつする。

　行き場を失った膨ぼう大だいなエネルギーが、宙に向かって解き放たれる。それはこの拠点という狭せまい空間に満ち満ちて、それでも熱量は勢いを緩ゆるめずに互たがいに衝しよう突とつし合い。

　一瞬、だった。

　白い光が、僕の視界を染め上げた。




「……………………ぅ、ぁ」

　喉のどが、熱い。

　呻うめいた途と端たん、全身に灼やけるような痛みが襲おそってきた。思わず身を竦すくめて、胸むな元もとに引き寄せた柔やわらかい感かん触しよくに気付く。見下ろせば、緋色の髪。

　ほのみは僕の胸元で目を閉じて、それでも傷一つなく気を失っていた。

「……よかった」

　咄とつ嗟さに抱だきかかえていて正解だったと思う。

　首をなんとか巡らせてみれば、予想できたとはいえ、周りはひどい有様だった。

　三〇〇人近い武装研究員が全員、例外なく地に倒れている。つばさも美陽さんも、鈴蘭さんもリノンも。呻き声が時折響くのがまだ救いだった。

　爆ばく心しん地ち──駆動銃ランゲージを暴発させなかった僕たちですら、これなのだから。

「い、っつ……」

　脳のう裏りで『再生』を思い描えがいて上体を起こそうとしたら、視界が急に暗くなった。頭でも打ったかと思えば違ちがって、それは僕の頭に落ちる影かげのせいだった。

　大きな物体が、僕の頭上にある。

　のろのろと顔を上げてみれば──心臓が止まりかけた。

『────』

　鎧の騎き士しが、僕を見下ろしている。

　生きていた……いや、考えてみれば道理だ。人型は《羽憑き》の中でも特に再生能力が強力。そんなこと、今までの経験でわかっていたのに──

「く、そ……」

　悪態しか吐つけない。鎧の騎士がその籠こ手てに覆われた腕うでを僕に伸ばしてくる。咄嗟にほのみを胸元に抱きしめて、衝しよう撃げきに備えることもできず身を強こわ張ばらせれば──

「…………ぇ？」

　頭を、撫なでられた。

　鎧騎士は僕の髪を撫でるように梳すいている。それは多分、撫でるという行こう為いなのだと思うのだけれど、状況からの違い和わ感かんの余り思考が上う手まく回らない。

　どうして、こいつは──僕に、こんなことをしているんだ？

『────違う』

　声が、確かに聞こえた。

　ぴくり、と髪を撫でる手が止まったと思えば、迷うようにゆっくりと離はなれていった。黄金の兜かぶとが再び視界に戻もどってきて、赤い瞳ひとみと何な故ぜか目が合う。

　頭がまだ朦もう朧ろうとしていて、意識がうつらうつらとしているからだとは思う。

　その瞳が切なげに伏ふせられたような気がした。

『君じゃない……君は、違った』

　しかも、喋しやべっているのだから驚おどろくしかないと思う。

　本当にこれが現実だという実感がなくなってくる。鎧騎士は多分、名残なごり惜おしそうに僕を見つめて、けれども背を向けて歩き去っていった。その後ろ姿が変にぶれる。

　その背中に手を伸のばそうとしても、指先一つ動かなかった。

　あぁ……やっぱり、まだ起き上がれそうにはない。

　最近なんだか、こんなことが多い。

　意識が暗くら闇やみに落ちる予感を確かに、僕は耐たえきれず目ま蓋ぶたを閉じた。







　第四章　お尋たずね者ものは妹のような少女に弱い　─And the girl loves the boy too─







　黄金の花瞳アウレアアイリスより『鶺せき鴒れい』と『羽は衣ごろも』の合同部隊が撤てつ退たいを完了するのに四時間ほど。

　それは思いの外、時間と手間を要するもので。

　負傷者を医い療りよう施し設せつに移し終わった頃ころには、もう日付が変わっていた。

「……済まない、待たせたね」

　医務室の扉とびらを後ろ手に閉め、美み陽よさんが軽く息を吐いた。

　研究所に付属する医療施設の中は、空調が効いていて暖かい。通路で時間を潰つぶしていた僕たちも冷えることはなく、けれども美陽さんの顔はやや青白かった。

　ジノベルト総裁が運ばれた医務室に入る前と、なんら変わりない。

「父の様子を見てきたよ。まだ目を覚まさないけれど、体調は落ち着いているらしい」

「そうですか……」

　よかったです、と口にしていいのか迷った。

　美陽さんが小さく唇くちびるを噛かみ締しめていて、でもはっとしたように苦く笑しようしたから。

「本当に心配はいらないんだ。後こう遺い症しようの類たぐいも残らないらしい。ただ……意識を取り戻してもしばらくは安静らしくてね。戦線への復帰はすぐには難しそうだよ」

「それは仕方ないですよ……他ほかの人たちだって」

　つばさが通路の奥へ視線を彷徨さまよわせる。医務室は通路にずらりと並んでいて、部屋が軒のき並なみ埋うまっているのが現状だ。およそ三〇〇人弱の一いつ斉せい搬はん入にゆうは、施し設せつ側にとっても、かつてない規模だったらしく、落ち着きを取り戻したのもついさっきのこと。

「ほとんど動けなくなっちゃったら、もうどうしようも……」

　語ご尾びが弱々しく垂れかけて、つばさが慌あわてて口を噤つぐんだ。その様子に、我らが室長はゆるゆると首を横に振ふる。気にする必要はないと表情で伝えるように。

「現状の認にん識しきはとても大切なことだよ。そして事実として、『鶺鴒』と『羽衣』の合同部隊はそのほとんどが行動不能に陥おちいった。作戦は……うん」

　言い聞かせるように首が一つ、縦に振られた。

　頬ほおを緩めて、目め尻じりを下げて──気弱そうに認めようとする。

「確かに……失敗したんだ」

「でも、姐あね御ごたちは軽傷で済んだ」

　そうっすよね、と。

　壁かべに背を預けていたノボルが、よっと掛かけ声ごえ一つ、爪つま先さきで身体からだを起こした。

　その表情は真ま面じ目めなものであっても、決して気落ちしてはいない。

「オレだって擦すり傷きず程度っす。姐御たちの他にも動けそうなやつだって、そりゃ少ないけどいましたよ。作戦はたとえ失敗しても、頓とん挫ざまでしたわけじゃねぇ」

「そうね、作戦を畳たたむにはまだ判断材料が残っているし」

　諦あきらめるのは早い、と素す直なおに言わないあたりがらしいと思う。

　リノンは感情を面おもてに出さないまま、けれども微かすかに口元を緩めた。

「選せん抜ばつ試験のことを思い出せば、武装研究員は相当数が控ひかえている。それでも戦力が足らないようであれば、それ相応の工夫くふうをするまで。勝てなければ勝てるように研究をするのが、研究所ここの理念でしょう？」

「良いこと言うな、リノンっち。ま、レーシュの野や郎ろうだってまだ花瞳アイリスの中にいるかもしんねぇし、対策も立てないうちから見切りをつけちゃ話になんねぇわな」

　そうっしょ、と言う切れ長の瞳には静かな目力が宿っている。あぁ、そうだ。ノボルは普ふ段だんから身軽な言動が多いけれど、いざというときには外さないんだっけ。

　発破を掛けることには定評があるのだと──それは僕も経験済みだ。

「オレたちはこの作戦で最さい優ゆう秀しゆう成績賞を取るんすよ。オレは、オレたちがこれで簡単に凹へこむわけにゃいかねぇって思うぜ」

　そしてその発破は、我らが室長にも効果覿てき面めんだったらしい。

「…………うん。いや、その通りだね」

　ふぅぅ、と美陽さんが細長い吐と息いきを零こぼした。背中をとんと医務室の扉に預けると、そのまま静かに目を閉じる。まるで眠ねむってしまったかのような反応だけれど。

　多分、扉の向こうにいる人物に意識を向けていたのだと思う。

「──この後のことに目を向けよう」

　しばらくして、その言葉が紡つむがれる。

　美陽さんは扉から背を離すと、勝ち気な微び笑しようを口元に刻んだ。

「レーシュの姿がまた掴つかめていない以上、そしてあの鎧よろいの騎士に負けたまま、ここで作戦を中断するわけにはいかないね」

　ありがとう、と口にした表情は、いつも通り自信に満ちあふれたもので。

　我らが室長は僕たちを見回して、一つ頷うなずいた。

「よし、行動しよう。自分は壊かい滅めつした作戦本部の編制に取り掛かる。ハル先せん輩ぱいにも協力をお願いしよう。両国の上層部の判断を仰あおぎつつ、早く立て直せるように動いてみるよ。そうだね、明日の昼……ではないか、今日の昼間までには」

　仮か眠みんの時間くらいは取れるようにするよ、とは前向きな発言だ。

「つばさん、リノノン、補ほ佐さ役として一いつ緒しよに来てくれるかい？」

「わ、私ですか？　いいですけど……そういう、交こう渉しよう？　とかって出来ないですよ？」

「ただ一緒に来てくれるだけでいいんだ。安心できる」

　直球な表現につばさが顔を赤らめた。室長、とリノンが片手を挙げる。

「ご希望なら交渉のテーブルにも付きますが？」

「ふふ、期待しているよ」

　美陽さんこそ実に頼たのもしそうに微笑んでいる。というか、つばさはまだしも、リノンなら本当に交渉くらいやってのけそうだから冗じよう談だんに聞こえない……。

「二人が来てくれるなら心強い。……あとは」

　ハチ、と美陽さんに名前を呼ばれて、ノボルは気持ちよさそうに笑った。

「駆動銃ランゲージっすよね。作戦の再決行には間に合うように、きっかり四人分、朝までには調律せいびしときますよ」

「いや……そうじゃないんだ」

　それもあるけれど──と。

　美陽さんは少し恥はずかしそうに頬を上気させて微笑んだ。

「ここ最近は君に助けられっぱなしだなと思ってね。勿もち論ろん、普段からも支えてもらっているけれど、『羽衣』に来てからは特に。だからありがとう、ハチ」

　真っ直すぐに感謝を述べられるところは、実に我らが室長らしい。

　そしてうちの調律師は、そういう直球な言葉には大層弱いのである。

「……お、おうっすよ」

　言こと葉ば遣づかいが色々混じっている。ノボルはきょろきょろ目を泳がせると、赤くなった鼻を隠かくすようにそっぽを向いた。なんだか小声でぶつぶつ呟つぶやいている。

「……ったくうちの連中は揃そろいも揃って天然なんだからよ……そりゃ嬉うれしいが、んな顔されて妙みようなスイッチ入っちまったらどうしてくれんだよ……」

「ふふ、入ってくれても一向に構わないよ。……さあ二人とも、行こうか」

　へ、と目をぱちくりさせるノボルに背を向けて、美陽さんはリノンとつばさを連れて踵きびすを返した。すれ違ちがいざま、美陽さんの耳元は真っ赤に染まっていたけれども、

「……ほのみんのこと、お願いしてもいいかい？」

　気遣うような声こわ色いろで耳打ちされて、少しはっとする。軽く頷き返すと、美陽さんはまだ赤みの残る頬を緩ゆるめて、そのまま通路の奥へ消えていった。

「……な、なあ、橙とう矢やっち？」

　そして取り残された男が一人。

　はは、とノボルは乾かわいた笑えみを浮うかべ、もう誰だれもいない通路の先を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「姐御ってよ…………冗談とか、言う人だっけ？」

「……それっぽいことは言うけど、ほとんど本気だったような？」

　少なくとも嘘うその類は口にしない人である、あの人は。

「だから多分、ノボルに言ったことも、本心からなんじゃ……」

「お、おわぁぁっっ！　おまな、なにをっ、なにを言うとるんじゃっ」

　焦あせると口調が爺じいさんっぽくなる──初めて知った親友の癖くせだった。

　ノボルは見るからに慌てていた。両手が忙せわしなく髪かみを掻かき回し、かと思えば唐とう突とつに肩かたを回したり、しまいには真っ赤な顔で「うへへっ」と奇き妙みような笑い声を上げて、

「お、おおお……お、オレもじゃあ、調律してくるわ……」

　ふらふらした足取りで、美陽さんとは逆の方向に姿を消していった。途と中ちゆうで何度も転ぶような音がしているから、ノボルも相当動どう揺ようしているとみえる。

　というか、ノボルって美陽さんのこと……薄うす々うすそんな気はしてたけど……へぇ……

「なんというか……いいコンビ、だよね？」

　ほのみ、と僕はずっと黙だまったままの少女を呼んだ。

　通路の壁に背を預けるようにして、ほのみは小さく俯うつむいていた。緋ひ色いろの前まえ髪がみが表情を隠していたけれど、目の前にまできて下から覗のぞき込んでみれば。

　くりっとした瞳ひとみと目が合って、その眉まゆ尻じりがさらに下がった。

「……ごめんなさい」

「ずっと黙ってたから心配したよ」

　苦笑しつつ緋色の髪を撫なでると、ほのみはされるがままに目を瞑つぶった。……黄金の花瞳アウレアアイリスから帰って以降、ほのみはずっとこんな風に落ち込んでいる。タイミングがタイミングなので、なにを気にしているのか察しはつくのだけれど……

　────ほのみんのこと、お願いしてもいいかい？

「ほのみ、よかったらさ」

　お願いは勿論、もとよりそのつもりだったので。

　僕は髪を撫でる手を止めて、落ち込むほのみの顔を覗き込んだ。

「これから、少し散歩でもしない？」




　散歩、と言っても街まで繰くり出すには夜が更ふけすぎている。

　だから僕たちは、医い療りよう施し設せつ周りの植林公園を歩くことにした。

「施設も大きかったけど、公園も広いんだね……」

　葉がすっかり散ってしまった並木道を散歩しながら、隣となりのほのみに話を振る。深夜を回れば随ずい分ぶんと静かなもので、時折、風が吹ふくと枯かれ枝えだが揺ゆれる音がした。

「夜はやっぱり冷えるな……ほのみ、平気？」

　ん、と小さい頷きが返ってくる。でも首もとを竦すくめているのだからやせ我が慢まん。僕は自分のマフラーを取り外すと、足を止めて、ほのみの首に緩く巻いていく。

　失敗して少しもこっとしちゃったけれど、暖かいだろうから許して欲しい。

「……ありがと、とうやくん」

「うん、寒かったら言ってね」

　なんとなくほのみは寒いのを我慢する癖がある気がする。再び歩き出そうとすると、不意にコートの裾すそを軽く引っ張られた。見れば、白い指先がちょこんと摘つまんでいる。

　んと、とほのみが迷うように唇を開いて、閉じて……言った。

「……もうちょっと、くっついてもいい？」

「うん、どうぞ」

　片かた腕うでを差し出す。ほのみが遠えん慮りよがちに腕を掴んで、けれどもぎゅぅっと思いの外力強く自分の胸むな元もとに抱だきしめてきた。もこもこした感かん触しよくが、腕に広がる。

　ちょっと歩きづらくはなったけれど、そのぶん──

「……とうやくん、暖かいね」

　黄金の花瞳アウレアアイリスから帰ってきて以来の──ほのみの暖かそうな微笑みが見られた。

「あのね……とうやくん。ずっと黙ったままでごめんなさい」

「いいよ、全然」

　人に話して気持ちが楽になることは多々ある。でもそれは無理に問いただして暴あばくものじゃ当然ない。かといって心配な気持ちは確かに僕の中にあるし、だから僕に出来ることはほのみの傍そばにいて、話してくれるまで一緒にいて待つことだと思う。

　たとえば、ぶらぶら散歩をしながらとか。

「……あたしね」

　そうして、ぽつり……と。

　呟きが宙に溶とけて、空気と一緒に白く染まった。

「なにも出来てないなぁって……さっき思ったんだ」

「……どういうこと？」

　歩く速度を少し落としながら、緋色の旋毛つむじを見下ろす。

　ほのみは僕の肩に頭を預けながら、少し寒そうに肩を竦すくませると、

「みよみよさんやつばさちゃん、ノボルくんにリノンちゃんが、とうやくんが……みんな頑がん張ばっているのに。特とく査さが大変なときなのに、あたしだけなにも出来ていない」

「や、そんなことは……」

　思わず言い返して──口を閉じた。

　ん、とほのみが黙り込んだ僕を見上げて、どこか嬉しそうに苦笑する。

「あたしだけ、お仕事していないんだ。とうやくんみたいに、駆動銃ランゲージで戦ったりすることも出来ないし……ノボルくんみたいに銃じゆうを直すのも出来ない」

「それは役割分担だよ。ほのみはだって……素人しろうと、だし」

　言い方を取り繕つくろわずに言えば、そうだ。でも──そこに抵てい抗こう感を抱いだく時点で、多分、僕はほのみの悩なやみに気付いていると言えたのだと思う。

「ううん。つばさちゃんは戦いの仕方、ちゃんと勉強しているもん。とうやくんの傍にいたいからって気持ち、あたしにもすごいよく伝わってくる」

　憧あこがれる、とほのみが白い吐息を零こぼした。なににとは訊きけなかった。ほのみは寒いのかマフラーに口元を埋うずめて、真っ直ぐ前だけを見つめている。

　公園が広大なだけあって──並木道は、まだまだ終わりが見えない。

「あたしは、なにも出来ていないんだよ。戦おうともしてないし、なにかしようともしてなかった。ずっととうやくんたちと一緒にいて……いるだけだった」

「でも、それは……」

　さっきからずっと否定の言葉しか口にしていない。それなのに言葉を繋つなげられずに、結局自分が、ほのみの言いたいことを理解している自覚だけが残る。

　お茶くみ。

　それが特査に入った当初、ほのみに与あたえられた仕事だったから。

「あたしね、ずっと甘えてたんだと思う」

　ほのみが少しだけ足を緩めて、僕の腕に顔を埋めてくる。それこそ甘えるように、鼻先で腕を擦こすられて──少し、くすぐったい。

「とうやくんたちに、特査に甘えてた。みんなと一緒にいるのが楽しくて、幸せで……だからなんにもしないで、ずっとそのまま楽しければいいなぁって」

「そう思うことは間ま違ちがいじゃないよ」

　そこははっきりと言っておく。うん、とほのみも素す直なおに首を縦に振ふってくれた。

　その上で──でもね、と泣き笑うように僕を見上げてくる。

「あたしは残ざん留りゆう体たいのこと、やっぱり考えないようにしてたんだよ」

　どくん、と心臓が妙に跳はね上がった。

　残留体。ここ数日を振り返れば、その単語が僕に動どう悸きを与えても不思議じゃない。機械仕じ掛かけの人形が怯おびえ、喋しやべり、おまけに黄金の鎧よろい騎き士しなんてものまで現れたんだ。

　理由は十分。なのにどうしてか……僕は怖こわいくらいに直感していた。

　今のこの胸むな騒さわぎが、それまでのものとはまったく違うことに。

「あたしは残留体で……でも、人として生きたい」

　ほのみは懐なつかしむように目を細めて、空を仰あおぎ見た。

　かつて耳にしたことがある宣言だった。まだ去年の話、今日みたいな満天の星空の下もと、純白の花瞳エルダーアイリスの頂上にある花畑でほのみはそう言ってくれた。

「でもあたしはそのために、なんにもしてない」

　けれどもここは、北半球最大の都市──潜せん水すい都市『羽衣』で。

　見上げる夜空は『鶺鴒』のそれとは違っていた。

「残留体のことを考えないで、特査のみんなが困っているのになにもしていない。いつもみんなを見ているだけで、なんにも役に立ててない」

　そんなのやっぱり嫌いやだから。

　そう言って、ほのみは足を止めた。名残なごり惜おしそうに僕の腕から身を離はなす。温ぬくもりが嘘みたいに消えて、凍こごえた風に吹かれて身を震ふるわせれば、今いま更さらに寒さを覚えた。

「だからあたしは、自分に出来ることを探そうと思うんだ」

　真しん剣けんな光を宿した瞳が、なにも言えない僕を一心に見つめてくる。

　とうやくん、とほのみはその純じゆん粋すいな願いを口にした。

「あたしは残留体がなんなのか、知りたい」

　不意に、怖くなる。

　それは今までに何度も覚えた感情だった。ほのみが僕を庇かばって死にかけたとき。覚えている。レーシュがゴスペルを狙ねらっていると知ったとき。これも覚えている。目の前でほのみがレーシュに斬きられたとき──忘れるはずはない。今でもたまに夢に見る。

　全部が全部、ほのみを失いかけたときの恐きよう怖ふで。

　どうしてそんな物ぶつ騒そうなものを、僕は今、こんなときに思い浮かべているんだ──

「……ほのみは、もしもだよ？」

　────貴方あなたじゃない……貴方は、違ちがった。

　脳のう裏りに思い浮かぶ光景の中に、黄金色に輝かがやく鎧よろいの騎き士しがいた。

「ゴスペルが……ほのみと同じような人がいたら、会ってみたい？」

「うん」

　迷いなく、そして真っ直すぐとした首しゆ肯こう。

　ほのみは僕から目を逸そらすことなく、はっきりと主張した。

「あたしは自分がどんな存在なのか、ちゃんと知りたい。知って、みんなの役に立てるようになりたい。それがきっと、あたしの特査の居場所になると思うから」

　すごいなあ、と素直に思う。

　居場所。それは僕がここ最近に見失っているものなのだと思う。残留体を撃うつことに抵抗を覚えて、美陽さんたちの足を引っ張って、ろくに特査に貢こう献けんもできていない。武装研究員である意味を見失って、特査における居場所さえも見えなくなっていた。

　ほのみはそんな迷いを、迷いながらでも打破しようと輝ける子なんだ。

「……うん、いいと思うよ」

　なんだか眩まぶしくなってしまって、目を細めながらほのみの髪かみを撫でた。ほのみは嬉うれしそうに首を竦めて、そのうちぐりぐりと頭を僕の掌てのひらに押しつけてくる。

　ほのみの仕草、一挙一動にやっぱり胸がざわつくのに。

　その原因は結局掴つかめないまま、僕はほのみと一いつ緒しよに並木道の終わりを迎むかえた。




　やがて夜が明けて、合同部隊が壊かい滅めつしてから半日が経過する。

　上層部との連れん携けい、新戦力の編制をその手しゆ腕わんをもって完かん了りようさせた我らが室長。

　美陽さんが宣言した通り、翌日の昼には作戦の再決行が決定した。




「うん。大分集まったね」

　黄金の花瞳アウレアアイリス、その内部。

　つい先日、鎧の騎士によって壊滅させられた拠きよ点てんを再利用した『新』拠点──そこに集まった、およそ二〇〇人以上の武装研究員を眺ながめて、美陽さんは誇ほこらしげに頷うなずいた。

　その中には、僕たち特査のメンバーも含ふくまれている。

「総勢二三二名の武装研究員だ。戦力としては申し分ない」

「二〇〇人……戦力としてはむしろ減っている気もしますけど」

　水を差すような発言で悪いとは思いつつもだ。加えて、こう言ってしまうと気が引けるけれど、彼らは選せん抜ばつ試験から一度零れている。前回の三〇〇名。より抜ぬきの精せい鋭えい揃ぞろいに比べては事実上、戦力は落ちるはず。

「いいえー。こと花瞳アイリス戦において、数の不利は戦力の不利とはなりませんよ」

　含がん蓄ちくのあるような言葉は経験者からだった。

　かつての天才武装研究員、そして今は緊きん急きゆう事態のアドバイザー。姉さんは集まった武装研究員を頼たのもしげに見つめている。

「皆みなさん、戦力の再編制をする際に、進んで志願してくれた人たちなんですよ。精鋭揃いの第だい一いち陣じんが壊滅して、それでも作戦に参加すると言ってくれました。思考昇華パラダイムシフトの強さは思考の速さ……心が強い人ほど信しん頼らいに足ると私は思いますよー」

　なるほど。一理どころか、結構な理がある話かもしれない。

　武装研究員の強さは身体能力には必ずしも依い存ぞんしない。思考昇華パラダイムシフトが強力であれば、たとえば年ねん齢れいによるハンデなんかは補える。僕やつばさ、リノンが戦えているのもそうだし、ジノベルト総裁が五〇歳を過ぎても戦線で活かつ躍やくできる理由もそこにあるはずだ。

「ところで、ほのみんやつばさんたちはどこにいるのかな？」

　ふむ、と美陽さんがへそだしルックのお腹なかをさする。お腹が空いたのか。

「食料供給……お昼を運んできてくれる話だったけれど、随ずい分ぶんと遅おそいね」

「配給所が混んでるんじゃないですか？」

　拠点は現在、作戦前のお昼時である。これから戦うのに吞のん気きなと思うなかれ、食事はキチンと取らないと後でガス欠する羽目になるのだ。かといって食べ過ぎると、戦せん闘とう中に腹を下したり気分が非常に悪くなりかねないのでお勧すすめは出来ない。

　両方とも経験した人間が言うのだから、情けないけれど間違いはないはず。

「でも確かに遅いですね……ちょっと様子見てきます」

「うん、お願いするよ。自分は引き続きここで席を取っておくね」

「橙矢ちゃん、気をつけてくださいね～」

　目指すは良い匂においのする方向、二人に手を振られつつも配給所を目指す。でも姉さん、こんな短い距きよ離りじゃ気をつけようがないよ──

「ごふっ」

　──突とつ然ぜんにお腹に衝しよう撃げきを貰もらって、考えを改めるべきかと切に思った。

　耐たえきれずによろめき、背中から倒たおれた。腹の上には適度な重みが乗っていて、思わず手を伸のばしてみれば、さらさらとした感かん触しよくが指先に伝わってくる。

　髪だった。絹を梳すくように柔やわらかい髪の毛だ。ということは──

「痛いつつ……うわっ」

　僕のお腹に、見知らぬ女性が乗り上げていた。

　女性、と表現した理由は体格が豊かな起き伏ふくを描えがいていることにある。でもそれ以上に目を惹ひいたのは、透すき通るような翡ひ翠すい色の髪だった。それが腰こし元もとまで絡からまることなく綺き麗れいに伸びているのだから、道理で触さわり心ごこ地ちがいいわけである。

「……ん……」

　女性がもぞもぞと顔を上げた。自然と、目が至近距きよ離りで合う。

　どこか眠ねむたげな瞳が、珍ちん獣じゆうでも見るように細められて──僅わずかに見開いた。

「おぉ……羽のない人だ」

「……へ？」

　妙みようなことを言われた気がする。羽？

「あ、いた！……って橙矢っ？」

　声のする方から足音が続いて、すぐにつばさが息を切らして駆かけ寄ってきた。僕と女性が重なり合う光景を前に、うっと何な故ぜか悔くやしそうに呻うめく。

「橙矢……なんか最近、そういうの多くない……？」

「そういうのって……ああいやっ、これは！」

　不ふ可か抗こう力りよくである。あとそういうこともほとんど不可抗力だと主張したいところ！

　とはいえこの体勢から無理にも起き上がれない。僕は苦く笑しようしながら、

「すみません、ちょっと起き上がってもらってもいいですか？」

「……羽のない人、どうして羽がないの？」

　女性に訊たずねるも逆に質問が返ってきた。しかも妙な感じのものが。覇は気きの薄うすそうな、それでいて綺麗な顔が、鼻先に触ふれる位置まで近づいてきて、焦あせる。

「あ、あの？」

「不思議……根本はあるのに、羽がないんだ……どうしてだろう？」

「さ、さあ、どうしてでしょう……？」

　首を傾かしげられてもこっちも反対方向に首を曲げるしかない。道みち端ばた……というか花瞳アイリスの中でぶつかったまま、何故に僕たちはお見合いしているんだろう？

「……橙矢、その体勢のままでいるとすごい誤解受けそうだよ？」

　つばさに低い声で諭さとされてようやくはっとする。周りの武装研究員たちが物もの珍めずらしそうにじろじろと、そしてつばさがじとっとした目をくれている。うわあ。

「そ、そろそろどいてくれる気は……」

「羽のない人……本当、不思議……」

　不思議……と、女性はぶつぶつ呟つぶやきながらもお腹の上からどいてくれた。あと多分、それは僕の台詞せりふである。

「ええと……それで、つばさ？」

　ぬぼーと突つっ立ったままの女性をよそに、僕はつばさに話を振ふってみる。

　現れたタイミングがタイミングだから、もしかして……

「つばさ、この人の知り合い？」

「知り合いっていうか……あっ、そうだよっ」

　食い逃にげの人っ、とつばさが思い出したように声を上げた。食い逃げ？

「この人、さっきまで配給所の列で私の前に並んでたんだけど……私の分の配給まで突然横から摘つまんできて、摘んで……それで気が付いたらお皿の中空っぽになってて」

「ええと……つまり？」

　判断が付かずに女性を見み遣やると、彼女は反応するように瞬まばたきを繰くり返した。

　眠たそうというか、面めん倒どうくさそうに口を開く。

「食い逃げじゃない…………お裾すそ分わけを貰った」

「思いっきり全部食べてたじゃないですか！」

　つばさがきぃと唸うなる。配はい膳ぜん中の食事を、横から摘むように全部って……。

「なんて豪ごう快かいなつまみ食い……」

「美お味いしかった……これ本当」

　ぺろり、と女性が赤い舌で指先を舐なめた。なんだか妙になまめかしい。大人っぽい外見に反して、態度がやけに幼いというか、なんというか全体的に危あやういのだ。

　だから、この反応を前につばさが困るのもわかる。

　この女性、『羽衣』の制服を着ているから、同業者なんだろうけれど……

「どうしてつまみ食いなんて……ええと」

　名前がわからないので呼び方に困っていたら、

「……暇ひまだったから」

　出てきた答えは大物発言、見知らぬ女性がうつらうつらと目ま蓋ぶたを震ふるわせる。まるでお腹が膨ふくれたから眠くなっていると言わんばかりに、実際に立ったまま寝ねこけている。

　なんだろうこの人、気持ちいいくらいに奔ほん放ぽうである。

「探しているものも見つからないし……ちょっと飽あきちゃってて」

「そんな理由で私のご飯食べないでくださいよ！」

　うん、つばさは完全に災難だと思う。僕はちょっと気になって女性に、

「探しているものってなんなんですか？」

「羽のある人だよ……羽のない人」

　……うん？　首を傾げてみてもよくわからない。

　羽のない人、が僕なのか……？　だとすれば、羽のある人っていうのは……

「君は……違ちがう」

　不意に、思考の隅すみで火花が弾はじけた。

　その正体が掴めないうちに、女性は手の甲こうで目ま蓋ぶたを擦こすりつつも、

「君じゃない……君は羽のない人、羽のある人は違う人……」

「……羽？」

　僕の頭部を見つめているので、合わせて自分の頭を触ってみる。くしゃくしゃと髪かみを撫なでてもなんの変へん哲てつもない頭だ。精々、小さな傷きず跡あとが残っているくらいで……。

　そう……涙るい晶しようの欠片かけらが入り込んで以来、戒いましめとして再生せずに残した傷くらい──

「とうやくーんっ、ご飯持ってきたよーっ」

　頭を触る手が、強こわ張ばった。

　緋ひ色いろの髪を揺ゆらして、ほのみが片手を振って向こうから走ってくる。もう片方の手にはお盆ぼんが載のっていて、絶妙なバランス感覚ながらも零こぼれないかと心配になる。

「ほのみ……？」

　僕たちの分の配膳を持ってきてくれた──だから、手を振り返すべきなのに。

　何故か、とても嫌いやな予感がした。

「……あ、いた」

　そして僕の直感は、いつもいつも望まない方向ばかりで当たるのだ。

　女性は眠ねむ気けを振り払はらうようにくしゃくしゃと髪を掻かき回すと、その腕うでで面倒くさそうに宙を振り切って────ばちっ、と。

　その指先から、涙なみだ色いろの火花を散らした。

　それは瞬く間に掌てのひらから腕へ、肩かたから首に、足に──全身に、広がっていく。

「羽のある人……」

　女性は全身から奇き妙みような火花を散らしていて──否いな、奇妙じゃない。

　あれを僕は知っている。熟知している。

「……見ぃつけた」

　あれは紛まぎれもない、思考昇華パラダイムシフトの光だ。

　女性は唇くちびるをにゅっと肉感的に歪ゆがめると──その口元すら、火花で覆おおう。

　火花が光と化して、一気に膨ぼう張ちようした途と端たん、弾けた。

　それが、僕の見た女性の最後の姿で──




『────さあ、羽のある人』




　やがて全てが、変わっていた。

　くぐもったような声が、その兜かぶとから吐と息いきとして零れる。光は一いつ瞬しゆんのうちに消え去っていて、そこにあるものの輪りん郭かくが露あらわになった。

　光を反射せずとも高貴に輝かがやき、けれども下品には決して落ちない黄金色。

　そこにいたはずの女性は黄金の鎧よろいに身を包んでいる。

　そして籠こ手てに覆われた腕を伸ばして、呆ぼう然ぜんとするほのみの肩を優やさしく掴つかんだ。

『一いつ緒しよに、来てね？』

　我に返ったときには全てが遅おそかった。

　女性の──黄金の鎧騎き士しの片手に、光が集まり弾けた刹せつ那な、大たい剣けんが出現する。

　それをなんの抵てい抗こうもなく、真下の地に突き刺さした。

『──ちょっと、揺れるよ』

　ぴき、と。

　亀き裂れつが奔はしった途端、地面がコマ送りでもするように一気に陥かん没ぼつした。

「うわぁっ」

　足あし下もとを吞のまれて、咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねって腕を伸ばす。がむしゃらに掴んだものは、出っ張った塔とうの床ゆかで、床を掴めるということはすなわち、僕は床よりか低いとこにいた。

　正確には、床に空いた穴の縁ふち──崖がけとも呼べるそこにぶら下がっている。

「橙矢っ」

　無事だったつばさが駆け寄ってくるのを止める声も出せない。咄嗟に首を後ろに振り向けてみれば──ずるっと手を滑すべらせかけ、誰だれかに掴まれて事なきを得た。

　橙矢ーっ、とつばさが僕の腕を引っ張ってくれているのに、なにも言えない。

　何故なら背後で、空くう洞どうと化したその穴の真ん中で、それは浮ういているのだ。

『──羽のない人は、飛べないんだね』

　黄金の鎧騎士が宙に浮き、その右みぎ腕うでにほのみを抱かかえていた。ぐったりした様子は気を失っているのか怪け我がはしていないのかとか、色んな思考が膨れ上がって叫さけぶ。

「っ──ほのみをっ」

『返せないよ、ごめんね』

　ばさっ、と。

　涙晶の羽を兜より大きく羽ばたかせ、鎧の騎士は微かすかに頷うなずいた。

『羽のある人は、絶対に必要なの──』

　言い残した言葉はたったのそれだけで。

　鎧の騎士は……黄金の軌き跡せきを描えがき、するりと真まっ暗くら闇やみの穴の中に落ちていった。

　当然、腕の中にほのみを抱えたままで──

「ほのみっっ！」

　後を追おうと手を離はなして、けれども誰かに手首を掴まれた。

「橙矢っ、だめっ！」

　いいや、ずっと掴まれていた。

　つばさが両手で僕の掌を握にぎって、今も必死に僕の身体を引っ張ってくれている。

「っ、つばさもういいから離してっ」

「そんなこと出来るわけないでしょ!?」

　きゃぁっ、と悲鳴と共につばさの掌が滑った。

　僕の指を三本だけ捕つかまえたまま、それでも離そうとはしない──なんでっ？

「早く離してっ、つばさまで落ちるっっ！」

「だったらいいよっ落ちるからっ」

　啖たん呵かを切った直後、言った通りに。

　つばさは僕の掌を掴んだまま、引きずられるように──けれども確かに、自ら膝ひざ立ちになって穴の中に飛び込んできた。

　空中でつばさを抱だきかかえて、反射的に安あん堵どしたのも束つかの間。

「────き、」

　重力が、僕たちを捉とらえる。

「きゃぁぁぁ────────…………！」

　つばさの悲鳴と僕の苦く悶もんが、身体と一緒に穴の中へ吸い込まれていった。




「ぁふっ」

　意識が覚かく醒せいした途端に呻うめきが漏もれて、咽むせた。

　それでも肺が無理矢理に空気を吸い込めば、頭にも酸素が回る。視界がピントを合わせるようにみるみる晴れて、僕は目線が地面と同じ高さにあると知った。

　つまり、倒たおれている。

　そして視界の隅には、見慣れた茶ちや髪ぱつの尻尾しつぽが見えた。

「っ、つばさっ……」

　慌あわてて跳はね起きて、足がもつれながらも駆かけ寄る。つばさは俯うつぶせに倒れたまま、それでも浅く呼吸を繰り返していた。その目蓋も、ゆっくりと持ち上がる。

　橙矢、とつばさは口元をひくつかせながら、言った。

「平気……？」

　──それは僕の台詞せりふだ。

「っ……なんであんなことしたんだよっ」

　目め尻じりの水すい滴てきが零れそうになって、慌ててそれを引っ込める。そんな場合じゃない。僕はつばさに手を貸して、ゆっくりと気をつけながらその身体を起こした。

　少なくとも、目立った外傷は見当たらない。それは本人にも不思議だったらしく、

「私……生きている？　落ちたのに……」

　きょろきょろと辺りを見回して、ふと、地面に散らばる白い花びらを一枚摘つまみ上げた。

　百ゆ合りか桔き梗きようか、僕自身、どんな花かは覚えていないけれど──

「これ、橙矢の……橙矢が、助けてくれたの？」

「花はな吹雪ふぶきを撃うって勢いを殺しただけだよ」

　おかげで身体の節々を痛める程度で済んだのだから幸運だったと思う。

　頭上を見上げてみれば──光が、ほとんど見えない。

「え、嘘うそ……私たち、そんな高いところから落ちてきたの？」

「いや、多分違うと思う。落ちる直前に、僕たちが落ちた穴がみるみる塞ふさがっていくのが見えたから……」

　自分で言っていてすごい言い方だ。でも実際はもっと現げん実じつ離ばなれしていて、塞がれたと表現したほうが正しいのかもしれない。

　つばさも気付いたのか、はっとしたようにもう一度頭上を見上げた。

「さっきの鎧の……？」

「多分。だから、僕たちは閉じ込められたってことになるけど……」

　あるいは、巻き込まれた結果かもしれない。僕たちはおまけで、鎧騎士が美陽さんたち地上組の追っ手を阻はばむために、思考昇華パラダイムシフトで穴を塞いだと考えれば筋は通る。

　まあ、宙を落下しつつ、遠ざかる穴を塞ぐなんて芸当……出来るとは考えたくないけれど。

「……あっ！　天あま之の河がわ室長とかと、連れん絡らく取れないかな？」

　つばさが閃ひらめいたように声を跳ね上げるも、残念だけど首は横に振ふるしかない。

　耳に挿したインカムからは、変わらずノイズが鳴り響ひびいている。

「電波も届かないところに落ちたみたい。連絡は基本待つだけになると思う」

「そっか……ね、ねえ橙矢。これからどうするの？」

「……移動しよう」

　ここは花瞳アイリスの中だ、それは間ま違ちがいない。

　どれくらい落ちたのかは定さだかじゃないけれど、どこかの通路には出られたらしい。ただし光源は頭上遠くに浮かぶ、おそらく『羽衣』が設置したと思われる常夜灯が一つのみ。照らせる範はん囲いはせいぜい僕とつばさの足下くらいだ。

　周りはまさに一寸先が闇やみ、未み開かい拓たくの証あかしとして真っ暗な世界が広がっているけれど。

「花瞳アイリスの中だし、上に繋つながる道もきっとあるはず」

「でも、ここで助けを待ってもいいんじゃ……」

「鎧の騎士が塞いだ穴だからね、そんな簡単に崩くずせるとは思えない。それに、穴から落ちたときにどれだけ流されたかもわからないし」

　花吹雪で逆噴ふん射しやしていたから余計に、である。待ちは最善とは言えない。花瞳アイリスは残留体の住すみ処かだ、待とうが動こうが遭そう遇ぐうする危険性は大して変わらないはず。

　それになにより──僕がここに落ちてきた理由が、果たせなくなるから。

「駆動銃ランゲージを松たい明まつ代わりにして進もう。僕から離れないで」

　僕は銃じゆう口こうを掲かかげて引き金を軽く絞しぼる。ぽぅ、と柔やわらかい光が銃口に灯ともり、左右に振れば目の前の暗闇は簡単に追い払はらえた。よし、いける。

　とりあえずは道なりに──歩くのみだ。

「……ねえ、橙矢」

　背中に密着するように歩くつばさが、僕の耳元に唇くちびるを寄せるように囁ささやいた。

　実際には多分、そんなに近くではないのだろうけれど──しん、とした空間では小声でも反はん響きようするくらいには音量が増ぞう幅ふくされるらしい。

「手、繋いでもいい？」

「うん、勿もち論ろん」

　空いた手でつばさの手を掴つかむと、びっくりするくらいに冷たかった。それなのに掌てのひらは滲にじむように汗あせばんでいて、緊きん張ちようの度合いが知れてから殊こと更さらに強く握り締しめた。

　昨日が初うい陣じんで、今日がこの緊きん急きゆう事態だ。

　取り乱しても誰もなにも言わないのに、つばさは僕の後をついてきてくれる。

「……怖こわい？」

　質問してから後こう悔かいした。当たり前のことを訊きいてどうするんだ。

　そりゃあね、とつばさは静かに頷き、僕の指先に自分の指を絡からめると、

「怖いし、全然足も動かないけど……でも、橙矢がいるから平気」

「無理に平気にしなくてもいいよ。僕がつばさを守ってるから」

　恐きよう怖ふは抑おさえると余計にあとでぶり返す。経験上、恐怖が頭から離れないときは、心強く思える頼たよれるものを思い浮かべて、恐怖と並べて置いておくといい。すると心がどちらか一つの感情に掛かかり切りにならず、怖いものと頼れるもの──二つの間を、やじろべえのように揺ゆれて結果的に均きん衡こうを保ってくれる。

　心はバランスを欠いた途と端たんに崩れる。感情は押し殺さずに飼い慣らすのが一番だ──

「……橙矢は、ほのみを捜さがしているの？」

　そういう意味では、この一いつ瞬しゆん、僕のやじろべえは激しく揺れたのだと思う。

　恐怖にずるずる傾かたむきかけた均衡を、頼るもの──つばさを守るという使命感でバランスを取る。そうして息を落ち着けてから、僕は静かに頷うなずいた。

「うん。出来れば美陽さんたちと合流する前に、見つけたい」

「それは……ほのみの力が、秘密だから？」

　がしゃん、と。

　やじろべえがまた転びかけて、僕は思わずつばさの顔を振り返った。

「……秘密なんだよね？」

　つばさが瞳をまるで切なそうに細めている。その吐と息いきが鼻先をくすぐって、顔を逸そらそうとしたけれども、反して身体からだは思うとおりに動いてくれなかった。

　多分、こんなにもつばさと近い距きよ離りで話しているから、均衡が揺れている。

「つばさ、そのこと……」

「知っているよ。私だって、前に見たことあるし」

　助けてもらった、と言われてようやく思い当たった。

　レーシュの一件だ。たった一人の青年が『鶺鴒』を沈ちん没ぼつ寸前にまで追い込んだ、あの事件──その最さ中なかで、ほのみは僕とつばさを守るために、レーシュと対たい峙じした。

　頭から涙なみだ色いろの光を、まるで羽のように伸のばして。

　かつて最強の《羽はね憑つき》と呼ばれた力を、僕たちのために発揮して。

「残留体……ゴスペル、って言うんだっけ？　前に橙矢が話してくれたけど」

「ああ、うん……」

　あの事件の後、つばさにはほのみの事情を話した。

　けれどもその後も、つばさが本当になにも態度を変えず、ほのみはほのみだからと言わんばかりに接していたから、どうにもすっぽり抜ぬけ落ちていた。そうだ。

　つばさは、ほのみが人として生きることを望んだ残留体だと、知っているんだ。

「さっきの鎧よろいのやつも、そっち関係なの？」

「……どう、だろうね」

　誤ご魔ま化かした。正直に言えば、確信めいた予感はある。鎧騎き士しの言葉、残留体の秘密、羽のある人──符ふ号ごうは確かに一いつ致ちして、けれども確証にまでは至らない。

　僕の中では、そういうことにしてある。

「でも橙矢、本当は関係あるって思っているんでしょ？」

「っ」

　考えてみれば──誤魔化しの類たぐいが十年以上の腐くされ縁えんに通じるはずもなかった。

　僕は周囲を警けい戒かいしながら歩いている。だから、つばさの表情は一いつ切さい見えないけれど、

「……橙矢はほのみのことで、私の知らないことでも知っているんだよね」

　どうしてかその声こわ色いろは悲しげに聴きこえた。

　それが気のせいじゃないのだと、後に続く言葉からも伝わってくる。

「ほのみは……橙矢のことで、私の知らないことをいっぱい知っている」

「知らないことって？」

　前を向きながら相あい槌づちを返せば、ぎゅっと繋いだ手が痛いくらいに握にぎられた。思わず足を止めれば、栗くり色いろの尻尾しつぽが頬ほおをくすぐる。

　じゃあ、とつばさは俯うつむいたまま、それでも耳を赤くして、

「私が……ほのみより知っている橙矢のこと、あるのかな？」

　地面を見つめた問い掛けは、反射してつばさ自身に返っていくように何な故ぜか思えた。

　つばさがほのみより……知っている、僕のこと？

「それは、沢たく山さんあると思うけど……だって僕たち、小学校から一いつ緒しよなわけだし」

「うん、そうだね。クラスが一緒になったのは三年生から。橙矢が嫌きらいな給食も、好きな科目も、帰り道の道程も全部覚えている」

　想い出話を懐なつかしむようなトーンで、

「中学校の頃ころだって覚えている。橙矢が弓道部を辞やめる前は、よく一緒に部活帰りに散歩とかしたよね。中学生にしてはちょっと安上がりだったけど、私は楽しかった」

「うん、それは僕も」

　どうして急にこんな話をしたのだろうと思いつつも、歩くのを再開して、

「じゃあ、高校生の頃も？」

「それは……一年生まで、かな」

　つばさが言葉を切った。僕たちは今年の春、二年生に進級している。クラスは変わらずそのままで、いつものメンバーと一緒だからとくに変化はないけれど──

「……私は、ほのみが来てからの橙矢を知らない」

　ううん違ちがう、と。

　つばさは自分で自分の言葉を訂てい正せいしながら、やんわりと首を横に振った。

「橙矢、ほのみが来てから色んな出来事に関かかわっているよね。残留体が都市を襲おそったり、学園がめちゃくちゃになりかけたり、都市が沈しずみかけたり……その全部で、ほのみは橙矢がどんな風に戦って、頑がん張ばってきたのかを一番近くで見てきているんだよね」

「……つばさ？」

　声が震ふるえているのはこの状じよう況きようのせいだと思っていた。

　けれどもつばさは少し顎を上げると、迷うように唇を震わせて、

「私は……ほのみみたいに、橙矢の特別にはなれない？」

　──やじろべえが、確かに傾く。

　僕はなにも言えなくて、つばさの上うわ目め遣づかいから逃のがれられなかった。

「ほのみはゴスペルっていう特別な存在で、橙矢もそれを知ってて……二人だけの秘密っていうのに、確かに嫉しつ妬としたんだ。いいなあって思ったし、私の知らない橙矢をほのみは知っているんだって悔くやしくもなった」

「それは……事情を話す機会が、なくて」

「うん、隠かくしていた理由は別にいいの。今は知っているし。……だからごめん、これ、本当はただの愚ぐ痴ちなんだ」

　あはは、とつばさが苦く笑しようするように声を立てた。

　それでも全然、笑っている風に聞こえないのは、多分──

「私さ、武装研究員になって橙矢と同じものを見て、確かに近づけたと思う。橙矢が生きている世界は普ふ通つうと違って、一緒にいるだけで楽しい。でも……やっぱり、私はほのみの位置にはいけない。橙矢がこうして必死に捜し回るような、そんな特別な背景は私にはない。……それを羨うらやましく思っちゃう」

　自己嫌けん悪おのような声色が混じっているから。

　つばさは口元を小さく歪ゆがめて、自じ嘲ちようするように頬を緩ゆるめた。

「私は、ほのみにはどうしたってなれない……」

　──それは、同じだったのだと思う。

　ほのみもそう言っていた。特査の役に立てないと、つばさのように戦えないと、今のつばさのように羨んでいたと思う。自分にはないものを持つ相手に憧あこがれて、自分と比ひ較かくして落ち込んで、どうすればいいのかとぐるぐる悩なやみ続けて──

「……でもやっぱり、私は橙矢の隣となりにいたい」

　それでも毅き然ぜんと顔を上げられるのが、彼女たちなんだ。

　諦あきらめたくないから、とつばさは唇を噛かみ締めて、僕に言った。

「私は、私に出来ることをやる。ほのみは橙矢の昔のことを知らなくて、私はそれを知っているんだから。ほのみが特別な存在でも、私だって橙矢が同じくらいに思ってくれるような存在になる。そのために……私は、武装研究員になったんだから」

　不意に。

　脊せき髄ずいを、雷かみなりに打たれたような気分に襲われた。それは感動にも似た衝しよう撃げきで、恥はずかしさとは違う緊きん張ちよう感かんだった。身体の血管という血管を熱いものが駆かけ抜けて、全身にまで回ると感じたことのない昂こう揚ようを生み出す。

　身体が、何故か震える。その正体を、僕は自然と口に出していた。

「……僕も、なるよ」

　つばさの瞳ひとみを正面から覗のぞき込んで、わわ、と慌あわてる彼女の手を強く握る。

　こんなに強い女の子が、女の子たちが、僕の隣にいたいと言ってくれている。

「自分の出来ることを、やりたいことをやる。自分に自信を持てるようになって、つばさたちに釣つり合えるようになる」

　残留体のことも、ゴスペルのことも、僕自身のことも。

　もうこれ以上、迷うわけにはいかない。

　ほのみやつばさと隣に並んでも、僕は、堂々と胸を張れる自分になりたい──！

「だから待ってて。いつか必ず、つばさやほのみに見合うようになるから」

「え、え？　え……ええええぇ！」

　つばさが素すっ頓とん狂きような声を上げている。頬や耳たぶを真っ赤に染めて、僕が握った手をにぎにぎと慌てたように握り返してくる。どうしてそんなに驚おどろくのだろうとも思うけど、決意表明が出来ただけで、自己満足できるくらいには満ち足りているから。

　僕は駆動銃ランゲージの光を掲かかげて、一寸先の闇やみを照らした。

「よし、まずはここから抜け出さないと」

「は、はひっ」

　噛んだような返事に頷いて、慎しん重ちように足を進める。まずはここからだ。

　この先の道に、たとえ幾いくつもの赤い光が待ち受けていようとも、僕は──

「……っ、つばさっ」

　咄とつ嗟さに警告を発して、僕は駆動銃ランゲージの引き金を強く絞しぼった。

　松たい明まつ代わりの光が、脈打つように膨ぼう張ちようしていく。光量は十分すぎるほどに辺り一帯を照らし上げ、勿もち論ろん、僕たちの進路を阻はばむものすら浮うかび上がらせた。

　幾つもの、赤い瞳。

　通路一いつ杯ぱいに群がる、無数の残留体が光を嫌うように唸うなった。

「こ、こんなにっ……？」

「くっ──！」

　つばさを背に庇かばい、判断は即そつ決けつ。銃じゆうを構えて、照準は真っ直すぐ前へ。やれるか？

　一〇体は下らない。蠢うごめく影かげはそれ一つが巨きよ大だいな生物のようで、正直に言えば数が計りきれない。残留体は集団を好まないはずだけれど、これも知能の一種なのだとすれば……？

　でも、考える時間はもう秒読みを切っている。

　勝てるかどうかじゃない。切り抜けるか否いなかだ。

「つばさ、一気に仕し掛かける。僕が撃うち漏もらしたら、タイムラグで止めてくれる？」

「う、うん！　任せて！」

　つばさは恐きよう怖ふ半分、興奮半分といった様子で頷うなずいてくれた。心強い。

　残留体が唸り声をシンクロさせる。不協和音のような闘とう争そう本能は、通路全体を震わすまでの威い嚇かくと化した。やがて唸りが咆ほう哮こうに昇しよう華かされ、彼らの瞳が鈍にぶく輝かがやく。

　──来る。

　その瞬しゆん間かんを待ち構えて、僕は一気に駆動銃ランゲージの引き金を引き絞った────

「一閃だ」

　その肉声は不思議なことに、不協和音を貫つらぬいて響ひびいた。

　妙みような空白が生まれる。場の時間が一瞬だけ誤作動したように止まるも、残留体の群れは咆哮を重ね合わせ、爪つま先さきで地を蹴けり飛ばした──直後に、本当に動きが停止する。

　一筋の光が瞬またたき、通路を飛来した。

　それは一本の剣けん。まるで光のように輝く刀身が、宙を駆け、先頭に立つ残留体の頭ず蓋がいに命中する。そして刹せつ那なの間に、残留体が一瞬にして光となって飛び散った。

　剣が宙に放ほうり出され、刃はが地面に触ふれる前に──人ひと影かげが、駆ける。

　銀ぎん髪ぱつの青年は僕たちを追い抜くと、一気に残留体との距きよ離りを殺した。

　それが地に落ちるよりも早い。青年は剣の柄つかを宙で掴つかみ上げると、そのまま躍おどるように剣けん舞ぶを展開する。銀色の軌き跡せきが縦じゆう横おう無む尽じん、自由に宙を飛び回り、そして残留体をなぞれば一瞬でそれを光の嵐あらしに変えてしまう。

　幻げん想そう的で破は壊かい的で、命が光のように失われていく残ざん酷こくな光景。

　でも渦か中ちゆうの青年は変わらず、口元に薄うすい笑えみを張り付けたまま──

　ひゅんっ、と。

　黒い影の末まつ尾び、最後の一体である残留体を光に変えると、ようやく立ち止まる。

　光が、逆さの雨のように宙に舞まい上がっていた。

　青年は傘かさも差さず、一ひと振ふりの剣を片手に、こちらに振り返る。

「──お久しぶりですね」

　トーヤさん、と。

　銀髪の青年は髪かみの尻尾を揺ゆらして、にぃと口元を獰どう猛もうに吊つり上げた。

「ピンチ、救ってあげましたよ？」

　見み間ま違ちがえるはずもなく、そして彼は僕たちが追い求める『敵』である。

　青年はただ一人、レーシュ・エスペラントに他ならなかった。




「……レーシュ」

　本来であれば、すぐにでも銃口を跳はね上げるべきだった。

　かつては潜せん水すい都市『鶺鴒』を沈ませかけ、ほのみの命までをも奪うばおうとした。個人的な理由はそれで十分で、今はさらに合同作戦の最優先目標でもあるのに。

「どうも、二か月ぶりくらいですかね」

　レーシュがあまりにも爽さわやかに笑うから、僕は銃口を向け損そこねてしまった。

　直前の光景が光景だから、と言い訳できなくもないけれど。

「──動かないでっ」

　特う査ちの新人武装研究員はさすがだと心から思う。

　つばさは銃口を跳ね上げて、照準をレーシュの額にぴったり合わせていた。

「少しでも動いたら頭を撃つ！」

「へぇ、そりゃ危ない」

　くるくる、とレーシュは面おも白しろそうに掌てのひらの中で剣の柄を弄もてあそぶ。動くなという命令を真っ先に破られて、つばさが悔しそうに唇くちびるを噛んだ。経験の差と言えばそうかもしれない。

　レギナ・リリウム──光で出来た刀身を持つ、おそらく世界で類を見ない武器。

　思考昇華パラダイムシフトの還かん元げんなんて絶対的な力を持つから、あるいはこんなにも余よ裕ゆうなのか。

「俺としては、助けてもらった恩義を感じて銃じゆうを収めてくれると助かるんですが」

「そんなこと頼たのんだ覚えないから！　大体橙矢だったらあんなの一瞬だしっ」

　つばさが張り合うように怒ど鳴なっている。そういえば、つばさは前の事件のときにレーシュと対面している。あの瞬間を思い出せば、嫌いやな感情しか浮かばないだろうけど。

「ほほお、すげぇ信しん頼らい。あ、もしかしてトーヤさんにホの字ですか？」

「うっさい悪いっ!?」

　つばさが顔を真っ赤にして叫さけんだ。見事に煽あおられている。あとこっちも顔が赤くなる。うわぁ、とレーシュがちらと呆あきれたように横目で僕を盗ぬすみ見てきた。

「トーヤさん……前にいた赤い髪の子だけじゃなくて、この子まで……」

「ひ、人聞きの悪いことを！」

　言った勢いで思わず銃口を跳ね上げてしまった。あ。

　照準に収まったレーシュは、ほほう、と好戦的に片かた眉まゆを上げる。

「いいですね……いいですよ、俺は歓かん迎げいします。こーんなアホみたいな展開で戦えるのって、トーヤさんが相手なときくらいですしねぇ」

　銀の軌跡を宙で自在に描えがき、煽るように片手で手招く。

　じじっ、とレギナ・リリウムが威嚇するように刀身から火花を散らした。

「んじゃ、派手にやりますか？」

「やりませんっ！」

　芯しんの通った声が真っ直ぐに通路を駆け抜ぬけたかと思えば。

　とたとた、と今度は実際に足音が鳴り響く。それは僕たちのすぐ背後からで、

「レーちゃんっ、急に走らないでくださいって言ったじゃないですか！」

　その人物が姿を現した瞬間、あ、と間の抜けた声が口から漏れた。

　はぁふぅ、と。

　肩かたで息をする少女は、かつてレーシュを兄のように慕したっていた──

「アイネちゃん!?」

「あ、トーヤさん、ご無ぶ沙さ汰たしています！」

　丁てい寧ねいに頭を下げられて、こちらも思わず会え釈しやく。……あれ、いいのか、これで？

　それはまあ、アイネちゃんではある。

　レーシュが『鶺鴒』を訪おとずれる際に連れてきたらしい少女は、水色の豊富な髪を左右に二つ結ゆって、実に人ひと懐なつっこい笑みを浮かべてくれているけれど、

「トーヤさん、前は慌ただしい別れ方をしてしまったので、ずっと気になっていました。こうしてまた会えてとても嬉うれしいです！」

「そ……そっか、うん。僕もだよ」

　うん、いいや、これで。この癒いやしの塊かたまりみたいな子を前にしたら、これからは状じよう況きよう関係なく親しい微び笑しようを向けることを良しとしよう……。

　つばさがまだ一人、きょとんと目を丸くしているけれど、

「アイネさん……？　って確か、レーシュの妹だって……」

「妹、みたいなものです。そういえば、初めましてですよね。わたし、アイネ・コールランドと言います！　これからどうかよろしくお願いします」

　剣と銃が睨にらみ合う状況で、深々とつばさにお辞じ儀ぎをして、

「え？　は、はい……こちらこそ……？　緋あけ空ぞら、つばさです……」

　なにせこの状況で自己紹しよう介かいをし合うほどである。つばさもすっかり毒気を抜かれてしまったのか、銃口を下ろしている。アイネちゃんの持つ、文字通り空気清せい浄じよう機き並みの癒しの力──是ぜ非ひともそのままでいて欲しいものである。

「つばささん！　素敵なお名前ですね。……さっきはごめんなさい。うちのレーちゃんが好き勝手なことをしてしまって……」

「い、いえ、そんなこと……私だってちょっと煽っちゃったし」

　しかももう打ち解け始めている。……というか。

　僕はバツが悪そうに剣をお手玉するレーシュにちらと視線を投げた。

「……レーちゃん？」

「っ、言うと思いましたよ……」

　レーシュが悔くやしそうに唇を尖とがらせた。頬ほおがやや赤い。でもそう言うわりには、ぽろぽろ柄を掴み損そこねているあたり、多分かなり動どう揺ようしているんだと思う。

「ま、まあ？　アイネのやつがいくら言っても呼び方変えないから、仕方なくですよ」

「……レーちゃん、こう呼ばれるの嫌だったんですか？」

　ぎくり、と。

　レーシュが身体からだを強こわ張ばらせるところを初めて見た。

　アイネちゃんは軽く目を伏ふせてから、本当に申し訳無いように微笑んだ。

「ごめんなさい、本当に嫌がっているとは思ってなくて……レーちゃん、潜水艦うちで呼ぶときはちょっと恥はずかしそうにしてたけど、でも応こたえてくれてたから……あっ、ごめんなさい、また、」

「っ……ぃ、いい」

　激げき闘とうの末に振り絞ったような声だった。

　少し涙なみだぐみつつすらあったアイネちゃんが、ゆっくりと顔を上げる。レーシュは腕うでを組んでそっぽを向きつつも、言葉はしっかり『妹』みたいな子に向けて、







[image: ]







「いいよ。……その呼び方、気に入っているんだったら」

「……レーちゃんは？」

「ぅ。お……俺も、気に入っている……かもしれない……」

　青年はしどろもどろに言葉を繋つなげている。……というかまず、顔が照れたように赤くなっている時点で、なんというか傍はたから見ているととてもわかりやすい。アイネちゃんが弱点だとは以前に見み抜ぬいたことだけれど、いやはや、まさかここまでとは。

「……そっか、レーちゃん、気に入っているんだ……」

　けれども今のやり取りで、蕩とろけるような笑みを浮うかべるアイネちゃんは……正直に言うと、である。言葉を表現することに躊ちゆう躇ちよせずに口にすると、

「レーちゃん……レーちゃん……えへ、レーちゃんっ……」

　大変、チョロいのではないかと思う。

　あー、とレーシュは照れを隠かくすように、あるいは気が抜けたように、

「すっかり雰ふん囲い気きが緩ゆるんじゃいましたね……ゴスペル探たん索さくどころじゃないか」

　ぱりんっ、と光の刀身を砕くだけ散らせたけれど──それだ。

　むしろこちらは、今の一言で身が引き締しまった。

「……レーシュ、やっぱりゴスペルを探しているの？」

「はい？　ええまあ、トーヤさんは気付いてましたか」

　青年はとくに不思議がることなく肩を竦すくめた。つばさはきょとんと、アイネちゃんは優やさしく微笑みを湛たたえている。……アイネちゃん、事情は知っているのかな。

　人のような思考を持つ残留体、ゴスペルを探し出してレギナ・リリウムで討うつこと。

　青年がそのためだけに、世界に対して喧けん嘩かを売ったのだと。

「生あい憎にく、今のところ成果なしですよ。ここのゴスペルはどうにも尻尾しつぽが掴めない」

「……前から疑問に思ってたんだけどさ、どうやって花瞳アイリスに侵しん入にゆうしているわけ？」

　なんともおかしな話だと思う。

　内容がではなく、この状況が。潜水都市『鶺鴒』と『羽衣』が共通の敵としてやり玉に挙げる青年と、かつて自分を殺そうとした相手と、言葉を交かわしている。

　あるいはもしかしたら、僕たちは既すでに、お互たがいを一度殺したのかもしれない。

　僕とレーシュはあの事件の最後、二人まとめて純白の花瞳エルダーアイリスの崩ほう壊かいに巻き込まれて死んでもおかしくはなかった。それを覆くつがえした要因は二つ。

　僕がレーシュにトドメをささず、レーシュもまた僕を見殺しにせず崩壊から助けた。

　二人とも、手心を加えなければ確かに死んでいたと思う──

「花瞳アイリスに侵入する方法ねぇ……まあ、別に言っても問題はないか」

　レーシュがあっさりと頷うなずき、くるりと手元の柄つかを回した。

　もう刀身は消失している。ただの棒切れのはずなのに、不思議と威い圧あつ感かんを覚えた。

「レギナ・リリウム、使っているんですよ。潜水艦で花瞳アイリスの外部に取り付いて、専用のチェンバー繋げて水圧調整、あとはコイツで花瞳アイリスの壁かべを貫つらぬくだけだ」

　じじっ、と再び、実演するように刀身に光が奔はしる。

「花瞳アイリスは思考昇華パラダイムシフトで出来ているって前に話しましたよね？　そしてレギナ・リリウムは思考昇華パラダイムシフトを還元する剣けん──まあ、空いた穴と潜水艦を接続しているだけですがね」

「こんなこと言ってますけど、本当は毎回すごい苦労しているんですよ？」

　海水でびしょ濡ぬれなのですから、とアイネちゃんがあっさり舞ぶ台たい裏うらを明かしていた。レーシュが小さく唸うなり、しかしなにも言い返さないのだから……本当、弱点だと思う。

　都市を丸ごと一つ落とすような青年が、一人の妹みたいな存在に甘いとはね──

「今度はこっちの番ですよ。トーヤさんはどうしてここに？」

　レーシュは世間話の延長線上のように言った。ただし、瞳は僕を見み透すかすように射い貫ぬいている。……情報交こう換かんの基本は相手に利あり、自分に利ありだ。

　一方的な聞き出しは失敗する。僕はつばさと顔を見合わせてから、

「レーシュを……『雨あま燕つばめ』を倒たおそうって作戦の途と中ちゆうだよ」

「ああ、例の『鶺鴒』と『羽衣』の協力関係ってやつですか？」

　知っていてあえて喋しやべらせたように、レーシュは薄うつすらと微笑みを浮かべた。

　いや多分、この表情は確信犯。

「……知っている情報聞いて楽しい？」

「こっちは噂うわさ程度、確かく認にんするだけでも価値はあります。宣戦布告して以来、あまり大っぴらに動けなくなりましたからね。食料調達とかこれでも苦労しているんですよ？」

　まあ、アイネちゃんが同意するように頷いているから確かなのだろうけれど。

　潜水艦を根城にしているのなら、買い出しは大型都市に出ざるを得ないものな──

「……でもなるほど、今のトーヤさんたちの状況は大体読めました」

　どくん、と心臓が悪い方向に跳はねた。

　レーシュは手て慰なぐさみに剣の柄を掌てのひらでくるくると回している。

「花瞳アイリスの内部でツーマンセルの行動は珍めずらしい。おまけに新人の子とトーヤさんみたいな火力馬ば鹿かの組み合わせ、これももっと怪あやしい。となれば正規の編制ではなく、イレギュラーなもの……そうですね、残留体にでも襲おそわれて本隊と分断されましたか」

　つばさがうっと声を詰つまらせた。それだけ十分すぎる答えの反応と言える。

　そして厄やつ介かいなことに、レーシュは頭が切れる。

「通常の個体に追い込まれるほど二か国の編制部隊は馬鹿じゃない。《羽はね憑つき》……いやトーヤさんが単独で積極的に行動しているってことは、私情が挟はさまった相手だ」

　にぃ、とレーシュは挑ちよう戦せん的に口元を吊つり上げた。

「ゴスペル。黄金の花瞳アウレアアイリスにいるゴスペルが、橙矢さんたちの部隊を襲ったとか？」

　……あの鎧よろいの騎き士しはゴスペルだと思う。

　人のように考え、喋り、行動する定義にも外れなく沿っている。それは僕自身間ま違ちがいないと思っていたし、今のレーシュの言葉で図はからずも補強された。

「……そうだね」

　否定する材料はこちらにはない。でもおかげで、全肯こう定ていまではせずに済んだ。

　ゴスペルは確かに僕たちの下もとに現れた。でも正確にはきっと、ほのみを狙ねらって動いたはずだから──まあそんなこと、言う義理もないのだけれど。

「だったらどうするの？　僕たちの妨ぼう害がいでもする？」

「いや、取引しましょう」

　柄を宙に投げ、くるくる回る。それを、レーシュはまるで運うん試だめしでもするように掴つかみ取った。じじっ、と光の奔ほん流りゆうが刀身を形作れば、すぐさま臨戦態勢に移行する。

　その切っ先が真っ直すぐ、僕に鋭するどく向けられた。

「俺がトーヤさんたちを本隊に戻もどしてあげます」

「……そんなこと出来るの？」

「忘れましたか？　俺の剣は塔とうに通じる──ここの壁でも床ゆかでも壊こわせるんですよ。ショートカットだってやれなくはない。ゴスペル探しのために、花瞳アイリスの地図は大まかに頭に叩たたき込んでいますし、地上に戻すことくらいお安いご用ですよ？」

「……それで？」

　動揺は喉のどの奥に吞のみ込んで、銃じゆう把はを軽く握にぎり締める。この緊きん張ちよう感かん。

　レーシュ・エスペラントは当たり前のように、即そく座ざに人と剣を交えられる人間だ。

「代わりに俺は、ゴスペルを探させてもらう」

「……っ」

　痛いところを突つかれた。そして僕の動揺は、相手にも見抜かれたと思う。

　ふぅん、とレーシュは納なつ得とくするように一度だけ頷いた。

「トーヤさんも、今回は俺よりゴスペル狙いですか？　まあ、俺としては貴方あなたに狙われないだけでも、大分助かりはしますけどね」

「……僕が、ここでレーシュを撃うたないって保証はないけど？」

「だからこその取引です」

　レーシュは僕を助けて、代わりに僕はレーシュを見み逃のがす。

　一見すると衝しよう突とつのない構図だけれど、交こう渉しようが決けつ裂れつした瞬しゆん間かん、この図は見事にひっくり返る。僕はゴスペルを──ほのみを助けるためにレーシュを妨害して、レーシュもまた得がないなら僕をわざわざ見逃す理由なんて欠片かけらもないだろう。それに──

「……レーシュは、僕を見逃してもいいの？」

「ええ、今回は黄金の花瞳アウレアアイリスのゴスペル狙いですから」

　レーシュの言葉はどこか乾かわいていた。感情を排はいした答えは信用に足るもの。つばさとアイネちゃんが一瞬、不思議そうに揃そろって小首を傾かしげたけれど、これでいい。

　僕はゴスペル──人の姿をした残留体。

　と、いう嘘うそをレーシュに信じ込ませている。涙るい晶しようを頭部に埋うめ込み、そして人の姿をした存在。それは僕にも当てはまるのだ。彼にとって僕は宿敵、この場ですぐに殺してしまえば目的は達成できるだろうに──それをしない理由はわからない。

　なんとなく、青年の隣となりに立つほんわか少女に由来しているような気もするけれど……

「──わかった」

　僕は迷いを捨てて、首を縦に振ふった。

　どちらにせよ同じなのだ。この交渉を受けても蹴けっても、どう転がっても──

「いずれやり合うとは思うけど、ここは交渉に乗る」

「いいですね、わかっているじゃないですか」

　レーシュは本当に気持ちよさそうに笑う。やっぱりわかっていたらしい。

　ねえ、とつばさが小声で耳打ちしてくる。僕も小声で返そう。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　そんな取引、乗っちゃって」

「どっちにせよこれしかないからね。ほのみはゴスペルに連れていかれているんだ。レーシュがそのゴスペルを標的に動く以上、必ずどこかでぶつかる。遅おそいか早いかの話だよ」

　それに、僕にはつばさと一いつ緒しよに美陽さんたち作戦本部と合流しなくちゃいけない。ほのみを捜さがすにしても、単独行動じゃ出来ることに限度があるし。

　ほのみを確実に助けるためなら、これは乗るべき取引だ。

「相談、終わりましたか？」

　レーシュが両りよう腕うでを広げて友好な姿勢を示していた。レギナ・リリウムは、腰こし元もとに巻いた柄を収めるためだけの鞘にしっかり仕舞われている。

　その隣に立つアイネちゃんも、柔やわらかく微笑ほほえんでいた。

「わたしは、レーちゃんの味方なので」

　無言で頭を下げられれば、アイネちゃんの覚かく悟ごの片へん鱗りんだって見える。

　たった二人の潜せん水すい都市『雨燕』の建国と、世界への宣戦布告は、世界を敵に回すことと同義だ。それをたった二人で成そうと、付き合う度量は半はん端ぱなものじゃない。

「……ねえ、アイネちゃん」

「はい、なんでしょう？」

　青年とその妹のような少女は、お互いに寄り添そっている。それは建国のときにも見た構図で、あのテレビ中ちゆう継けいを見てからどうしても訊きいてみたかったことがある。

　もしかしたらそれは、彼女にとっては当たり前のことだったかもしれないけれど。

「アイネちゃん、レーシュのこと好き？」




　そして返ってきた答えは、僕の考えた通りのものだった。

　レーシュがぶっきらぼうに照れを隠かくし、アイネちゃんがそれを微笑ましく見守る。

　その光景を見て、僕は確証を持って頷くことが出来た。

　僕は多分、その光景にある種の憧どう憬けいを抱いだいていたのだと思う。




　取引はそして、成立した。







　第五章　ただ一緒にいたいから　─Gospelize─







　本隊とは、僕たち武装研究員の拠きよ点てんで合流した。

　ショートカット、と称しようする破は壊かい行こう為いの末、辿たどり着いた形だ。レーシュとは本当に取引通り、何事もなく別れることが出来て、後に残ったのは花瞳アイリスがほんの一部削れてしまったという結果だけである。

　そんなこんなで、なんとか安全な場所まで戻ってはこられたのだけど。

　けれどもそこに──我らが室長の姿は、見当たらなかった。




「美み陽よさんが行方ゆくえ不明……？」

　拠点内のプレハブ医い療りよう施し設せつ、その医務室の中で。

　僕とつばさは、帰き還かんした拠点に仲間の姿がない事実を突きつけられた。

「それって……もしかして僕たちを捜しているときにっ？」

「落ち着いてください、橙とう矢やちゃん」

　窘たしなめる声は医務室に相応ふさわしい静かなもので、僕も熱を抑おさえるしかなかった。

　でも音を気にする必要はなかったかもしれない。ここは個室、いるのは僕とつばさ、それに美陽さんとは別行動を取っていたというリノン。

　そして、アドバイザーとして招かれた姉さんだけだ。

「美陽ちゃんを含ふくめて、大勢の武装研究員と連れん絡らくが取れなくなっています。橙矢ちゃんの捜そう索さく、それに突とつ然ぜん現れた人型の《羽憑き》……鎧の騎士に連れ去られたほのみちゃんの救出も含めて、一二〇名ほど、二〇余りのチームとの通信が機能していません」

「そんな……」

　つばさがふらふらと力が抜ぬけたように壁かべに肩かたを預けた。信じられない事態に直面したような反応は当然で、誰だれだって親しい人間が危機に陥おちいれば動どう揺ようだってする。

　でも皮肉なことに、慣れたくないことに、僕にはある程度耐たい性せいがついていた。

　今まで何回も、こんな胸が軋きしむような感覚を味わってきたから。

「……姉さん、連絡が取れなくなったのっていつ頃ごろ？」

　表情を切り替かえたのが伝わったらしい。姉さんは普ふ段だんより真しん剣けんな面おも持もちで、でもいつも以上に落ち着き払って、首を縦に振ってくれた。

　天才武装研究員──数々の危機を乗り越こえてきた『舞まい姫ひめ』は、もしかしたら僕以上にこういった事態には耐性があるのかもしれない。

「今からおよそ三〇分前、突然でした。拠点を出発して二時間が経過したあたりです」

「二時間……」

　僕とつばさははっとして顔を見合わせる。そうだ。穴に落ちてからは余よ裕ゆうがなくて確かめていなかったけれど、僕たちは穴の底で落下の衝しよう撃げきから気を失っていたんだ。

　捜そう査さ隊が動いたのが二時間三〇分前──となると、僕たちは相当長く眠ねむっていたらしい。

「でも三〇分前に連絡が途と切ぎれたってことは……レーシュじゃないのか」

「……レーシュ・エスペラント？」

　リノンが警けい戒かいするようにその名前を口にするけれど、

「あら、レーシュさんと会ったんですか？」

　姉さんはさすがの勘かんの良さだった。瞠どう目もくはせずに、しかも納得したように頷うなずく。

「そうですか。橙矢ちゃんたちが拠点に辿り着けたのもそういう訳ですね？」

「うん、そこはあとで詳くわしく話すよ。でも……レーシュじゃないんだったら、やっぱり残ざん留りゆう体たいに襲おそわれたって考えるべきかな……」

「普ふ通つうに、通信が届いてないってことは……？」

　つばさが一つの可能性を上げるも、リノンがすぐに却きやつ下かした。

「ないでしょうね。天あま之の河がわ室長がそんな下へ手たを踏ふむとも思えない」

「通信が届かない位置まで踏み込むとしても、美陽ちゃんなら必ず一報入れるでしょうね。機器不良マシントラブルも一いつ斉せいに起こるとは考えにくいですし……もしかしたら」

　言葉を止め、姉さんはそこで一瞬、静かに目を伏ふせる。

　たったそれだけなのに、次に出た言葉は熟じゆく慮りよを重ねたように静かなものだった。

「……鎧よろいの騎き士しに手を打たれたのかもしれません」

「あの……《羽はね憑つき》に？」

　危あやうくその名前を言いかけた。姉さんは前に、普通には知られていない名前である、人の姿をした残留体を表す言葉──『ゴスペル』を知っていた。その理由は結局訊きだしていないし、だからといって口を噤つぐむ必要もなかったかもしれない。

「あれはこの状じよう況きようではもっともイレギュラーな存在です」

　姉さんは多分、鎧の騎士が何者なのか気付いている。

　その上で、言葉も表情も仲間を助けることだけに集中させているのだと思う。

「鎧の騎士は拠点のど真ん中でほのみちゃんを奪うばいました。おそらく人の姿をして私たちの中に溶とけ込んでいたんでしょうね……制服さえ着てしまえば、あるいは創造してしまえばこの人数で混合チーム、判別がつきませんから」

「……食い逃にげの人」

　つばさが思い出したように呟つぶやく。実感は湧わかなくて当然だ。まさか残留体が人の中に紛まぎれて、ほのみを奪う機会を窺うかがっていたなんて思いもしない。

　──僕だけは、気付いてもよかったようなものなのに。

「潜せん入にゆうしてたってことだよね……いつかの、雨あま合羽ガツパみたいに」

「最初からほのみちゃんが狙ねらいだったのかもしれません。だとすれば、奪って逃げた後にこちらが追いかけてくることも予想できます。先手を打っておくことも……」

　先手、という言葉に、リノンが鋭するどく目め尻じりを尖とがらせた。

「……罠わな？」

「それに近いかもしれません。残留体を使った可能性もありますから」

　レーシュさんみたいに、とはレギナ・リリウムのことを言っているのだと思う。あの剣けんは絶対的な力で残留体を本能的に従えていた。言ってしまえば脅きよう迫はく、仮かり初そめの支配だ。けれども《羽憑き》は残留体の上位存在で、そもそも位置づけが違ちがう。

　本家の支配は、多分──レーシュよりも上う手まい。

「ここは花瞳アイリスの中です。残留体は私たちよりも圧あつ倒とう的に数が多いですから……知性の差でこちらが優位に立てていますけど、向こうに指揮官がいるならば条件は対等になります。敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかという意味では、むしろ不利ですらあるかもしれません」

「……ほのみも向こうの手の中だしね」

　橙矢っ、とつばさが思わずといったように僕の肩を揺ゆするけれど、すぐに止まった。リノンは意外そうに、そしてつばさは驚おどろいたように僕の横顔を見つめている。

　でも、今の僕は極きわめて平常だ。

　頭は隅すみから隅まで冴さえ冴ざえとしている。胸の奥は感情が渦うず巻まいているように熱い。姉さんの言うことは厳しいようで客観的、つまりは現状そのもの。

　状況はすこぶる悪い。それは確かな事実で認めなくちゃいけないもので。

「でも、このまま動かないってわけにはいかないよ」

　認めないと、そもそも先には進めないんだ。

　先に進めるんだったら、僕はいくらでも現状を受け止められる。

「どうすればほのみや美陽さんを助けられると思う、姉さん？」

「……んふふ、アドバイザーの面めん目ぼく躍やく如じよですね」

　橙矢ちゃんが頼たよってくれて嬉うれしいです、と姉さんが緩ゆるく微笑んだ。

　それは勿もち論ろん。姉さんほどこの場面で頼りになる人もいない。

　誰かに頼れる状況だからこそ──まだ『最悪』には至っていないのだ。

「うん、僕一人じゃ考えがまとまらないんだ。お願いできるかな？」

「もっちろんですよ～。この状況でも救出作戦は立案可能ですから。……にゅふふ、橙矢ちゃんいい顔してますね～。もしかして、誰かさんのおかげでしょうか？」

　そう言って、つばさに向けて片目を瞑つぶって赤面させているのだから、なんというか姉さんはこんなときでも姉さんである。

　そしてそのゆるゆるな笑え顔がおも、心強いことこの上ない──

「──なあ、オレも連れていってくれねぇか？」

　いつの間にか、部屋の扉とびらが開いていた。

　いつからいたんだろう。いや……ここは武装研究員の拠点だ。僕たちの武器、駆動銃ランゲージの整備や点検の拠点でもあるのだから、姿を現してもおかしくはなかった。

　調律師──駆動銃ランゲージの整備士であるノボルが、肩で息を切らしてそこにいた。

「悪わりぃな、最後のところだけ聞こえちまった」

「いや、それはいいけど……どうして？」

　ここにいるのか、という意味で訊いたわけじゃない。

　ノボル本人もそれは承知していたのか、息の荒あらいまま一気にまくし立てた。

「オレもその作戦に参加させて欲しい。花瞳アイリスの中が残留体だらけで危険だってことは重々わかっている。あと今の状況が異常事態だってことも承知済み、ついでにオレが一いつ介かいの調律師でまともに戦えねぇのも自覚しているからな」

「……そこまでわかっているなら」

　ここに来た理由は、慌あわてて走ってきたような息いき遣づかいから察せられる。特とく査さの中でかつてはもっとも気き性しようが荒く、秘ひめた熱さなら僕たちの中でも随ずい一いちのノボルだ。

　それでも僕は、ノボルの視線を正面から受け止めてから、首を横に振ふった。

「だめだよ。危険過ぎる。……美陽さんたちが心配でなにかしたい気持ちはわかるけど、でも連れていけない」

「素す直なおに足手まといだからって言わねぇところが橙矢っちらしいぜ」

　オレが来た理由もわかっているしな、とノボルがどこか嬉しそうに鼻を鳴らした。

　まるでそう言われるのを予期していたようで、違い和わ感かんを覚えるも──

「だが、ただの足手まといにはならねぇつもりだ」

　にやりと笑うこともせず、ノボルは無言でその両手に抱かかえたものを掲かかげた。

　卵形の機械──ノボルの調律ユニットの、ネスティだった。

　その生えるように伸のびたアームが、指先でピースの形をつくる。次には球体の中心を赤く発光させて、唸うなりを上げるように駆く動どう音を響ひびかせた。

　赤色の光は情報処理中のサインで──そして、

『サーモスキャン、スタート』

　ネスティが喋しやべった。

　合成音だ。瞳ひとみの光がちかちかと点てん滅めつを繰くり返し、やがて静かに沈ちん黙もくすると、

『──リアクション、熱源は四つ確かく認にんされました。範はん囲い拡張、リスタート……リアクション。五〇以上の熱源を確認。いずれも生命反応、人間です』

　コンディショングリーン、と。

　喋り終えたネスティを両手に、ノボルは誇ほこることなく言った。

「これがオレの武器だ」

「……サーモスキャンを小型化したんですか？」

　驚いたことに、姉さんが口元に手を当てて瞠目していた。美陽さんたちが行方ゆくえ不明になっても動揺しなかった姉さんだ、今のひとコマがどういった類たぐいのものなのか、なんとなくは理解できるのだけれど……すると姉さんは先回りしたように、

「いえ、すごいことです。ちょっとびっくりしました。サーモスキャンって、すごく膨ぼう大だいな演算を必要とするんですけど、それをネスティちゃん一つに収めるなんて……『鶺せき鴒れい』の回かい廊ろうにも一つずつしか設置されていないのに、よく作れましたね」

「や、さすがにあのレベルは無理っすけどね。まぁ近いものにはなってるっすよ。……効果範囲は半径五〇メートル弱、空間としちゃ楕だ円えん形に精査する。地形の起き伏ふくだって本家とはそう変わらねぇくらいには追えるシロモンだ」

　準回廊級だぜ、と製作者本人に言われて、ようやく実感する。

　サーモスキャンは残留体の位置を特定するために導入された装置だ。僕も過去に何度かお世話になっているし、その実力は身をもって体感している。でも、

「だったら、ネスティを僕たちが持っていけば……」

「それが出来りゃ渡わたしている。難点はそこなんだよな……小型化はしたんだが、やっぱマシンパワーが足らねぇんだわ。急いで改良したから直す余地もねぇ。誰だれかが手動で、細っかい演算を補助してやらなきゃならん。それもつきっきりでな」

「じゃあ、武装研究員の誰かにでも……」

「畑はたけ違ちがいだ、素人しろうとにゃ無理無理」

「っ、だったらどうしろってっ」

「だからオレがいくっ言つってんだろ」

　んで、とノボルは、言っている間に熱くなった僕を正面から視線で抑おさえて、

「お前たちがオレを守ってくれ。これでも、守ってもらうくらいの価値は持っているつもりだ」

　──正直、言葉に詰つまった。

　ノボルは戦えないことを自覚している。自覚した上で、それでも美陽さんたちを助けたい一心でネスティを持ち出してきたんだ。小型のサーモスキャンなんてものを、多分、美陽さんたちが行方不明となってから急ピッチで仕上げたのだと思う。

「サーモスキャンを使えば、残留体との遭そう遇ぐうは飛ひ躍やく的に回かい避ひできます。ノボルちゃんを守るリスクを背負ったとしても、作戦の成功率は格段に上がると思いますよ」

　姉さんのお墨すみ付つきだってある。だからこれは僕が抵てい抗こうしているだけのこと。

　僕がノボルを、危険に晒さらしたくないと思っているだけのこと。

　なんてこともない。僕は、みんなを頼ると決めておきながら、結局──

「橙矢っち。オレのことも頼ってくれよ」

　──結局、みんなを危険に晒しているというのに。

　晒してなお……そこまでさせているからこそ、僕は毅き然ぜんとノボルを見返した。

「うん、頼たのむ」

「へっ！　そうきてこそ橙矢っちだ！」

　ノボルが今度こそ豪ごう快かいに白い歯を覗のぞかせた。思わずこちらもつられる。

　……なんとしてでも、と思う。

　なんとしてでも僕は、ノボルを守って頼って、みんなを助けなきゃいけない──




「──許可できないな」




　冷や水を浴びせるように、突とつ然ぜんに。

　かた、かた、と硬かたく床ゆかを叩たたく音が響いた。

「調律師の作戦への同行は規則として認められない。なにより……」

　私も認められん、と声は苦く渋じゆうを抑えるように震ふるえている。

　どうして制服姿なんだろう、と自分でも変な疑問が先に浮うかんだ。

　前回の作戦で重傷を負い──医い療りよう施し設せつで眠ねむっているはずなのに。

　ジノベルト総裁が、松まつ葉ば杖づえを脇わきに挟はさんで、ノボルの真後ろに立っていた。

「調律師は畑違いだ。作戦は武装研究員に任せたまえ」

「あ、アンタ……なんでここにいんだよっ？」

　ノボルが目を剥むいてくってかかるも、勢いに張りがない。相手が怪け我が人だと見ればわかるほどに衰すい弱じやくしているからだと思う。治ち療りようの跡あとが痛々しいくらいに。

　それはそうだ。だって総裁は、まだ眠っているはずじゃ──

「なに、ちょっとした早起きだ。目が冴さえてしまったので散歩している」

　飛ばす冗じよう談だんが冗談なだけに笑えない。

　それでも総裁は軽く、口元を緩ゆるめているのだから……なんというかもう、である。

　やっぱりこの人、美陽さんの父親だ。

「おかげで得もしたな。未来ある若者の無む謀ぼうな作戦参加を止めることが出来た」

「……まだ止められた覚えねぇけどな」

　ノボルが挑ちよう発はつに乗っかるように目尻を吊つり上げた。

　ネスティを指先で広げて持つように、片手でそれをぐいと総裁に突つきつける。

「サーモスキャンだ。オレがその場で演算を補えば、本家に近い性能を発揮できる。コイツの存在は作戦の成功率をぐっと跳はね上げるぜ」

「それは素晴らしい。特立研究機構は優ゆう秀しゆうな技術者を持つことが出来た」

　私も嬉うれしいよ、とは本気で言っているのだと思う。

　美陽さんもこの人も、冗談のように見えても常に本心で話しているのだとすれば──

「だったら尚なお更さら、私はその才能が無む惨ざんに消費される様を見過ごせないな。君は作戦に参加してはいけない」

　──だからこそ、話す相手も熱くなるのだと思う。

「わっかんねぇなっオッサンっ！」

　ぶんっ、と。

　ノボルが剣けんのように手に持ったネスティで宙を裂さいた。そのまま総裁に掴つかみかかりそうな勢いで、けれども美陽さんと同じ亜あ麻ま色の瞳を真っ向から睨にらみつける。

　総裁は表情を変えずに、だからノボルは叫さけぶように言ったのだと思う。

「アンタの娘むすめを助ける作戦なんだぞっ!?」

「非戦せん闘とう員一名と、大勢の武装研究員を救出する作戦だ」

　あくまでも冷静に頷うなずき、そして沈ちん着ちやくに総裁は切り返した。

　ほのみと、美陽さん──を含ふくむ、大勢の仲間を救いに行く作戦。

「作戦の成功は困難を極きわめそうだが、実行しない理由にはなるまい」

「だったらっ、少しでも成功率を上げようとは思わねぇのかよ!?　オレがいけば残留体との接せつ触しよくはかなり避さけられるっ！　無む駄だな消しよう耗もうせずに済むんだよっ！」

「だが、イレギュラーは発生する」

　そう言って、総裁は拒きよ絶ぜつするように静かに目を閉じた。

　大樹はまるで、揺ゆらぐ気配がない。

「現状ははっきり言って予測がつかない。過去に例のない特とく殊しゆな《羽はね憑つき》は勿もち論ろん、『雨あま燕つばめ』の介かい入にゆうも考えられる。不確定な状じよう況きようだ、イレギュラーな危険も多い。たとえ有益であるとしても、万一に戦えない調律師を現場に送り込む真ま似ねは出来ない──」

「だぁかぁらぁぁっ！」

　だんっ、と。

　ノボルは振ふり上げた拳こぶしを──自分の胸に音が鳴るほど叩きつけた。あ、偉えらい。

「っえほっ、うえほっ！」

「……あまり無理をするな、それは若者の特権でもあるが」

　総裁が窘たしなめるように頷き、ノボルは咽むせつつも唸りを上げ、

「あぁ、忠告ありがとよ。でもオレはその特権とやらを使わせてもらうぜ……」

　オッサン、と。

　一国の中ちゆう枢すう機関、自らが所属する組織のトップに向かって、

「──イレギュラーな事態は、たとえ無理に見えてもイレギュラーで打ち破らねぇとダメだろ！」

　ノボルは有り余る感情を言葉に込こめるように、牙きばを剥いた。

　風でも吹ふき荒あれたかと錯さつ覚かくするほどに、激しく。

　いっそのこと、もはや説教かと思えるくらいに。

「いいかっ、確かに状況は混こん沌とん極まれりだ！　鎧よろいの騎き士しやらレーシュやらわけわかんねぇ連中がうろちょろしてる、あぁイレギュラーだらけだ！　花瞳アイリス攻こう略りやくの常識が通じねぇかもしんねぇ！　だがなっ、それが本当は普通だろ！」

　その瞬しゆん間かん、本当に微かすかにだけれども。

　ジノベルト総裁が目を瞠みはり、亜あ麻ま色の瞳ひとみを揺らしたような気がした。

　でもノボルは揺らぐことなく、正面切って叫び続ける。

「花瞳アイリスに何十年挑いどんでいる!?　アンタの生きてきた時代っ、一つもセオリーが変わらないなんてことがあったかっ？　初めから武装研究員は連れん携けい取れてたかよっ、調律師なんて整備士の立場確立されてたかよっ！　ねぇだろっ？　なんかイレギュラーな事態が起きてっ、起きた度たびにっ、それに合わせて最適な方法取ってきたのが研究所なんだろ！」

　研究所の理念は、残留体の調査、研究、駆く除じよの三つだ。

　残留体という生命体は、研究所が発ほつ足そくした当初は文字通り怪かい物ぶつそのもので、人類が取れる対たい抗こう手段なんて知れていた。それが残留体を調査、研究していく中で、少しずつ習性や行動、弱点が判明していって、僕たちは勝ちを拾えるようになったのだと思う。

　それは、僕たちが弱い頃ころの自分より変化して、強くなったからだ。

「常識は今までの積み重ねだけどよっ、そいつは何度も何度も変化してきた結果の塊かたまりじゃねぇかっ！　そりゃ時間が経たてば動かしにくくなってくっけどよっ、でもやれる手段と見込める成果があんのにっ、それが常識だからって変わるの拒こばんじゃ意味ねぇだろ!?」

　なんのための常識だ、と僕の親友は言っている。多分、それが彼の思うところ。

　常識は、変わろうとして変わってきた最良の結果だって──

「今ならみんな助けられるかもしんねぇんだよ！　オレは確かに調律師だ、戦えねぇし戦ったら真っ先に死ぬだろうな！　リスクはあぁそりゃ確かに背負うさめっちゃ怖こえぇよ！　でもオレはこいつらが守ってくれるっ！」

　ノボルが勢い良く僕たちに振り返った。曰いわく、こいつらである。

　僕とつばさは顔を見合わせ、お互たがいに少し微笑ほほえんだあと、総裁に向き直った。

　何な故ぜだか呆ぼう然ぜんとしているジノベルト総裁に、僕は頭を下げる。

「僕たちが守ります。絶対に」

「っていうのをオレは信じることにした！」

　へっ、とノボルが力強く鼻を鳴らした。

　現状を否定して、新しい風を巻き込むような挑ちよう戦せん的な仕草だった。

「調律師がサポートして武装研究員が戦う──なぁ、今ならそれが出来るっ、それで上う手まくいくかもしれねぇ作戦があるんだよ！　常識を変えられるんだよっ総裁っ！」

　問い掛かける声はとっくに息切れ、張り上げすぎて少しひび割れてすらいる。

　それでもノボルは、話の締しめに大きく胸を張った。

「どうだよ、総裁!?」

「……端たん的てきに言えば」

　声が大きい、と。

　ジノベルト総裁は軽くふらつきながら松葉杖に寄り掛かった。

「もう少しボリュームを落としてくれると助かる……」

「あぁ!?……ぁ、ああ！　って悪わりぃっ」

　ノボルが慌あわてて総裁を支えた。う、む……と総裁は苦しそうに唸うなると、

「……だが、驚おどろいた」

　口にした言葉は吐と息いき混じりに、笑みさえ含んでいたかもしれない。

　ジノベルト総裁は、自分を支える少年を懐なつかしむように見下ろした。

「君は、美陽と同じことを言うんだな……」

「……姐あね御ご？」

　ノボルが訝いぶかしむように首を傾かしげると、総裁は静かに目ま蓋ぶたを下ろした。当時を回想するような仕草は、今まで見てきた総裁のどんな表情にも当てはまらなくて、

「『研究所の今を変えるために部署をつくります』──特別派は遣けん調査室を立ち上げるときだ。そんなことを言って、大まじめに一人だけの部署の設立許可を求めてきた」

　──なんとなく、父親のような表か情おだなと。

　僕は父親という存在を知らないけれど、そんな風に自然と思える誇ほこらしげな顔だった。

　姉さんもそういえば、さっきはこんな顔をしていたような気がする。

「研究所は都市でもっとも歴史の古い組織だからな。なまじ都市の中枢という意識が強いだけに、強くあらねばと成長を続け、今のように大きなものになった。……簡単には、身動きが取れない程ほどに」

　ふぅ……というため息は意外に長かった。

　ジノベルト総裁はノボルの手を借りて、松葉杖で一人立つ。

　浮うかべた微び笑しようはどことなく、というかやっぱり美陽さんにそっくりだった。

「美陽はそんな研究所を変えるため、当時では考えられないほど身軽で気き儘ままな部署を考案してきた。研究所のあらゆる案件に対応し、切り込んでいく風のような部署だったよ」

「……んでアンタは、それを認めたわけだ」

「条件付きで、な」

　もうほとんど意味はないようだが、と。

　総裁は冗談っぽく肩かたを竦すくめて、けれども次には瞳に強い光を宿していた。

「革新には結果が必要だ」

　いっそ剣けん吞のんな瞳は、挑戦者をすくみ上がらせるように射い貫ぬく。

　そしてその言葉は、ノボルに期待するような声こわ色いろで投げられた。

「新たな常識をつくる人間となれば、尚更だが？」

「上等」

　おとがいを上げて、真っ向から挑戦を受けて立つように。

　その瞬間、僕たち特査と姉一人は同じような表情を浮かべていた。ノボルがどう答えるかわかっていたからこそ、僕たちは誇らしげに頷けたのだと思う。

　我らが室長の下もとに集まった、特査を代表するように。

　ノボルは白い歯を剥むき、瞳を輝かがやかせて、ジノベルト総裁に笑ってみせた。

「アンタの娘がつくった部署だ、期待しててくれよな！」




　作戦の開始は即そく時じに決定された。

　花瞳アイリス深部に至る道が、隔かく壁へきを開けるにつれて暗くら闇やみを覗のぞかせる。

　戦力は捜そう索さく隊に参加せず待機していた残り五〇名ほど。加えて、先頭には一人だけ制服の違ちがう茶ちや髪ぱつの少年が立つ。背格好は高く細く、一目で戦い慣れていないとわかる。それでも彼は、身体からだの武む者しや震ぶるいを抑おさえるように足下を強く鳴らした。

　それを合図に──隔壁が開ききる。

「……へへっ」

　そんな笑い声が、僕の目の前の少年から漏もれる。

　膝ひざはがくがくに笑い、けれどもそれを楽しむようにもう一度、地を踏ふみつけて。

「サーモスキャン──スタートっ」

　先頭に立つノボルは、花瞳の闇やみに挑むように声を張り上げる。

　そして僕たちは、一いつ斉せいに花瞳アイリスの奥を目指して雪な崩だれ込んだ。




『──リアクション、熱源を確かく認にんしました。四つ』

　残留体です、と。

　もう何度聞いたかわからない声が、敵の接近を知らせてくれる。僕たちは足を止め、敵てき影えいが通路の角から姿を現す前に、後方の部隊が僕たちを追い抜ぬいた。

　すれ違いざまに、振り向いてきて一言。

「こっちは抑える！　一つ前の角から迂う回かいして進め！」

「了りよう解かいっ、気をつけて！」

　返答は短く、僕たち残りの部隊は通路を逆走した。

　通路は明るい。美陽さんたちが通った名残なごりか、置き土産みやげのように光源が通路に設置されていて、部隊も迷う心配がなくて非常に助かる。

　まあ部隊と言ってももう、十人にも満たないのだけれど。

「ちっ、マジで人数減ってきてんな！」

　ノボルが腕うでにネスティを抱かかえ、器用に片手だけで背面キーボードを叩たたく。

　その横顔からは余よ裕ゆうはとっくに消え失うせて、代わりに滝たきのような汗あせが流れていた。

「っしっ！　スキャン次いけんぞ！　どうするっ？」

「すぐに！　こっちも警戒が間に合わなくなってきてる！」

　あいよっ、との声を横に首を回せば、僕の周りに五〇人もの武装研究員はもういない。

　離り脱だつしたのだ、残留体と戦せん闘とうになる度に。

　残留体との遭そう遇ぐうをサーモスキャンで回かい避ひしても限界はある。見通しの良い通路で発見される、遭遇の最さ中なかに別の群れと遭遇する、などイレギュラーは多い。それに花瞳アイリスの内部は迷路そのものだ、遭遇の度に全員掛かりで相手をすれば時間が大おお幅はばに削けずられる。

　だからこそ、残留体と遭遇する度に、部隊を分散パージさせてきたけれど──

『──リアクション、熱源を確認しました。三つ』

「いくらなんでも多すぎない!?」

　つばさが悲鳴を上げた先に、通路の暗闇に浮かぶ赤い光が三つ。それはみるみる明るさを増し、やがて接近すれば残留体の瞳を形づくる。

　抑えますっ、と僕たち特査を除いた最後の部隊が突とつ入にゆうした。僕たちはまた、仲間に背を向けて別の道に向かって駆かけ出す羽目となる。リノンが小さく呟つぶやいた。

「八はち王おう寺じ君」

「もうやってる待ってろっ！」

　怒ど鳴なりながらもノボルの指先は叩き壊こわさんばかりにキーを滑すべっていた。

「演算が追いつかねぇ……っ、くっそなんだってこんなに数が多いんだよっ」

「多分、あの鎧の騎士──ゴスペルのせいだと思うっ」

　もうわざわざ言い換える必要もない。僕たちしかいないのだから。

　これはきっと、あの騎士の策だ。

「残留体は上位個体の命令には従うからっ。この異常な数……もしかしたら僕たちがいる付近に集中して残留体が放たれてるのかも！」

「虱しらみ潰つぶしってわけかよやること理に適かなってんなぁおい……！」

　ノボルが悪態を吐つく横で、でもっ、とつばさがわからないといった顔で叫さけんだ。

「なんでそんなことするのっ？」

　──なにを今いま更さら、なんて思っては失礼だったかもしれない。

「あの騎き士しはほのみをもう連れ去ったんでしょっ？　目的は果たしているのにっ、どうして私たちにっ、室長たちにこんな足止めみたいなこと──っ」

　そうやって言いかけた先の言葉が……続かない。

　口にしたつばさ本人がはっとして、リノンが静かに瞠どう目もくする。僕とノボルはほぼ同時に顔を見合わせていた。

　そうか……そうだ……──それだ！

「わざわざ足止めしてまで連れ去っている……っ。つまり僕たちが行こうと思えばっ、見つけようと思えば見つけられる場所!?」

「そこに近づかねぇようにって残留体でセキュリティ強化してんならっ……！」

　ノボルの指先が力強くキーを連打した。ばきっ、とキーの一つがあらぬ方向にすっぽ抜けて、それに見向きもせずにノボルはサーモスキャンを発動させる。

　ネスティの瞳ひとみが放射状に一周、赤い光を放った。

『サーモスキャン、スタート。ディレクションモード────リアクション。二時の方向に直線五〇〇メートル以内、多数の熱源を確認しました。推定、五〇以上』

「これだっ」

　ノボルが叫び、その足で進路を変えた。行き先は二時──まだ僕たちが足を踏み入れていない方角に。僕も急転てん換かん、慌てるつばさの手を取って走る。

　ネスティの示す道順通りに、迷路の角を二度三度、曲がりに曲がっていく。

　熱源反応は多数だった。つまり──

「残留体が密集しているってことはそれだけ守りが厚い……ゴスペルがほのみを奪うばわれないように、残留体を集めているかもしれない！」

「かもじゃねぇなほぼ確定だっ、人の熱源反応もある！　数からしてオレたちと分かれた部隊じゃねぇ……っ、これ姐御たちかもしんねぇぞ！」

　最短ルート探すっ、とノボルが一層、指先を弾はじけるように躍おどらせた。

　通路は──あまり使いたくない表現だけれど、嵐あらしの前のように静かである。

「……風かざ峰みね君」

　だからリノンの小声も、走りながらでもかろうじて拾えたのだと思う。

　リノンは僕と並走しながら、つばさやノボルには届かないくらいの音量で、

「言うかどうか迷ったんだけど……貴方あなたに伝えたいことがある」

「……なに？」

「涙るい晶しよう管理局の話」

　リノンは思いの外、大きな話題を投下してきたのだと思う。

　彼女の表情は基本的に読みにくい。でもそれは、感情が薄うすいわけではなく、経験則で言えば単に感情を面おもてに出すのが億おつ劫くうな、ただの面めん倒どうくさがりじゃないかと僕は思っている。

　その経験から言うと、リノンは今とても、懸けん命めいに感情を発はつ露ろしていた。

　瞳は迷うように揺ゆれて、唇くちびるが躊躇ためらうように開く。

「……私の仲間が、この武装研究員の中にいるかもしれない」

「えっ──うわっ」

　足下が躓つまずいた。慌あわてて体勢を立て直して走り続ける。

　ごめんなさい、とリノンが余裕がないように息を切らしながら言った。

「もっと早くに言っておくべきだった。まさか、黄金の花瞳アウレアアイリスでゴスペルと接せつ触しよくするなんて思っていなかったから……」

「や、それはリノンの判断だからいいんだけどさ」

　秘密を話すタイミングは人それぞれだ。でも、と僕はそれでも繋つなげる。

　初めてだったから。リノンが、自身の所属する組織について話してくれたのは。

「その、仲間って？」

「……前に私が『羽は衣ごろも』にいたって話は覚えている？」

「うん、三年前に『鶺鴒』に引っ越こしてきたってやつだよね」

　前にリノンが風か邪ぜを引いたとき、お見み舞まいで家を訪おとずれたことがある。リノンの自室には『羽衣』で買ったらしい所持品が多く揃そろえてあった。

　そのときは、とは、リノンの言うところの『羽衣』時代だろう。

「……ある理由から、『鶺鴒』に移り住んだのだけれど。私は元々、『羽衣』で涙晶管理局としての活動を行っていたの」

　活動、とおうむ返しに問い掛かければ、ええ、と素す直なおに首しゆ肯こうされた。

　あえて、感情を排はいして答えてくれたのだと思う。

「それは、ゴスペルを発見すること。そして場合によっては……──殺すこと」

「っ！」

　だんっ、と。

　今度は、爪つま先さきで躓いた身体を維い持じできなかった。勢いが勢いだったので、ほぼ頭から地に突つっ込んで二転三転。ノボルとつばさが「橙矢っち！」「橙矢っ」と慌てて足を止めたので、手だけで制して先に行くよう伝える。

　あー、派手に転んだ。節々が痛い。

　僕は少しよろめきつつも立ち上がって、少し先を行く二人の背中を追いかけ始める。

　リノンは変わらず──なにも言わず、僕のことを待っていてくれた。

　言葉が出たのも、走りだして少し経たってから。

「……ごめんなさい」

「謝ることじゃないよ。それはリノンの秘密なんだから」

　本当に正直に、打ち明けてくれて嬉うれしいと思っているのだから。

　僕は、明らかに落ち込んでいるリノンの頭を、少しだけ撫なでた。

「っ……でも、」

「教えてくれてありがとう、リノン」

　とは笑え顔がおで言えるのだけど、走りながらの『撫でる』は体勢がまた実に難しい。結局、お互たがいに転んでもなんなのですぐにやめて、苦く笑しようしたところリノンと目が合った。

　くす、と。

　リノンが唇を微かすかに綻ほころばせて、合わせるように苦笑してくれる。

「本当、変な人……状じよう況きようわかっている？　室長が行方ゆくえ不明で、風峰さんがさらわれて、おまけに私は……ゴスペルを殺す任を受けていたのよ」

「過去形でしょ？　今のリノンはほのみにそんなことしてないからさ」

「……貴方はそんな簡単に人を信じられるのね」

　リノンがいっそため息すら吐いたけれど、でも僕はそんな人間じゃない。

　走りながらこんなことを言うなんて、妙みような話だけれどさ。

「リノンが相手だから信じているんだよ。他ほかの人じゃそうはいかないって。……前にもこんなこと、言ったような気もするけどさ」

「ええ、言ってた……言ってくれた」

　小さく呟いた先の言葉は、走りながらじゃ聞こえなかった。

　でもそれでいい。リノンが、たとえ走っているから頬ほおを上気させていたとしても、ちょっと嬉しそうに微笑ほほえんでくれたのだったらなにも問題はない。

　話す、とリノンは端たん的てきに言ってくれたのだから。

「私は三年前、『羽衣』で活動していた……その活動を、引き継ついでいる者がいる」

「引き継ぎ……それが、その仲間？」

「ええ、顔は知らないけれど」

　そういうものだから、とリノンは僕の疑問に先手を打った。

　涙晶管理局とはこういうものである、と──その解かい釈しやくで間ま違ちがってはいないと思う。

「管理局の人間は世界中に散らばっている。『鶺鴒』も、『羽衣』……私の後任は、私の抜ぬけた『羽衣』の枠わくを埋うめたの。そうやって私たちは動いている」

　不意に、その言い方にはてと首を傾かしげる。だとしたら。

　リノンが来る前に、『鶺鴒』にも誰だれか涙晶管理局の人間がいたってことになるんじゃ──

「その後任が、今回の作戦に参加した武装研究員の中にいる」

　話が戻もどった拍ひよう子しに、疑問がすっぽりと頭の隅すみに引っ込む。いい、大事なのは今だ。

「それが……ゴスペルを殺すっていう役目を負った、仲間なの？」

「管理局の人間は、残留体の……ゴスペルの傍そばにいるから。そういう職業、立ち位置、環かん境きように身を置くの。それは私も含ふくめて──だから彼女が、この作戦にも参加している可能性は高いのよ」

　リノンにしては珍めずらしい言い間違いなのだと思う。

「……彼女？」

　はっとしたように、その横顔が強こわ張ばる。

　どうやら言い間違いじゃなくて──隠かくし間違いだったらしいけれど。

「リノン、その仲間の人って女性なの？　顔は知らないって言ってたけど……」

「……目星がついているの」

　信じて、と言われれば勿もち論ろん信じる。当たり前だ。そして。

　リノンのことを信じた上で、僕はその目星とやらに鎌かまをかけてみようと思う──

「その人、僕の周りにいる？」

　──結果は、ごらんの通りである。

　かくんっ、とリノンは足あし下もとに躓いて転びかけた。驚おどろいたように僕を見つめる。

「……気付いているの？」

「こっちも目星程度だけどね。なんとなく……」

　そう、なんとなくだ。

　むしろ自然と頭に思い浮うかんだだけである。確証なんてなにもない。ただ僕が『羽衣』に来て以降、特とく殊しゆな残留体と接触した際に高確率でその場に居合わせた人が──

「……そうかもって思うだけだよ」

「そう……なら、その人物には警けい戒かいを払はらっておいて」

　貴方が守ってあげて、と。

　リノンは普ふ段だんは透とう明めいな双そう眸ぼうに憂うれいの色を濃こくした。

「鎧よろいの騎き士しはともかく、風峰さんまで狙ねらわれかねない」

「──うん」

　それが一番、危き惧ぐすべきことなのだろう。

　黄金の鎧騎士、レーシュ・エスペラント、さらにはまだ見ぬ涙晶管理局。この期ごに及およんでまた新しい勢力が増えるかもと思えてしまうあたり、洒落しやれになっていない。

「それから……貴方自身も」

　本当に、洒落にならないのである。

　リノンは僕の目から眉まゆ、額から頭部へと視線を移して──

「貴方の頭の中にも、涙晶はあるのだから」

「……勘かん違ちがいされないように気をつけるよ」

　いや、既すでにレーシュに関しては手て遅おくれ、しかも自じ業ごう自得なのだけれど。せめて残りの二者にはそれこそ『羽のない人』として振ふる舞まわないといけない。

　僕の頭には、確かに奇き跡せきの欠片かけらが。

　残留体の証あかしである涙晶の羽が、確かに眠ねむっているのだから──

「──近ちけぇぞっ」

　先頭のノボルが声を張り上げた。迷路が、終わる。

　姐あね御ごがいる、とノボルは言っていて、その言葉はすぐに証明されることになった。

　──少なくとも、僕たちの望んだ形ではなく。




　通路の先は開けた空間、一目で異様だと気付いた。だって明らかに場違いなのだ。

　そこは──巨きよ大だいな『教室』だった。

「……え？」

　教室だ。机と椅い子すが揃って並び、教きよう壇だんの後ろに黒板がある。

　それだけは同じで、あとは全すべて規模が桁けた違ちがいだった。

　天てん井じようは突き抜けるように高く、空間は数百人は余よ裕ゆうの懐ふところの広さ。出入口は僕たちが立つここだけで、他には見当たらない。ここは深海、窓の類たぐいはさすがになく、代わりに……不思議としか形容しようのない、光の粒りゆう子しがふわふわと無数に宙を漂ただよっていた。

　これも、明らかに現実の物質じゃない。

　幻げん想そう的な教室。そんな光景イメージがそっくりそのまま、現実に現れたようだった。

「でもこれ、教室だよな……」

「橙矢っ、これ……っ」

　人、と。

　つばさが吐と息いきを震ふるわせて、僕は幻想的な世界から現実に引き戻される。

　その巨大な『教室』には、奇き妙みような空間に一層の拍はく車しやを掛けるように、大勢の人間があちこち倒たおれていた。武装研究員だ。苦く悶もんの声が響ひびくから無事ではあるだろうけど。

　あれ、でも……じゃあ、残留体はどこだ？

「っ──姐御っ」

　考えている余裕はなかった。ノボルが脇わき目めも振らず講堂に飛び込んでいく。追いかけた先では、女性が長なが椅い子すに背をもたれかけていた。息が、荒あらい。

　狙そ撃げき銃じゆうを胸むな元もとに抱かかえこんだ──美陽さんは、僕たちに気づくと、薄うつすらと目を開けた。

「…………やぁ……無事、だった……かい？」

　──それはこっちの台詞せりふだと切に思った。

　息も切れ切れに、明らかに憔しよう悴すいした様子で言う言葉じゃない。でも……外傷は見たところ少ない。というより、キチンとした手当てがしてある。自分でやったんだろうか……？

「美陽さん……なにが、」

「ふふ、物量戦では勝ち目が薄うすかったね……」

　苦笑するように頬を弱々しく緩ゆるめられて──大体の事情を察した。

　想像通りだった。話を聞けば、この教室じみた巨大な空間で、無数の残留体がなにかを守るように防衛戦を展開していたらしい。明らかに意図のある行動だ。だから美陽さんたち捜そう索さく隊は残留体の群れに挑いどみ、そして圧あつ倒とう的な数の差に返り討うちにあったという。

「でも……その、残留体は……？」

　つばさがくるくると警戒するように首を巡めぐらせた。周囲には呻うめく武装研究員しか倒れていない。この数を圧倒したんだ、残留体がいて然しかるべきだ。それに、人間側が一いつ矢し報むくいたはずの残留体の骸むくろまで一いつ切さい見当たらないし…………ああ、いや。

「……違う」

　消えた残留体と、美陽さんの傷の手当て。

　二つの符ふ号ごうが一いつ致ちすることは、少し前に彼らと接せつ触しよくしたからだったと思う──

「──あぁ、やっぱり来ましたか」

　がたん、と。

　銀ぎん髪ぱつの青年が物音を立てて、教室で言うところの教壇前に姿を現していた。

　まるで教師気取り、教壇に手をばんっと突ついて。

　それはつまるところ──にぃと獰どう猛もうに笑う、レーシュ・エスペラントだった。

「どうも、さっきぶりですね」

「……これ、レーシュがやったの？」

　これ、とはこの教室の惨さん状じように他ほかならなくて。

　僕はゆっくりと見せつけるように銃口を持ち上げた。まだ照準は定めない。

「いやいや、まーた勘違いされても困りますって」

　返答は拍ひよう子し抜ぬけするくらいに軽くて。

　対するレーシュもまた、その手で剣けんの柄つかを退たい屈くつそうに回していた。

「俺はむしろ助けた側、この人たちと残留体の戦いに割り込んで、一〇〇体くらいいた残留体を蹴け散ちらしてやったんですよ？」

「……その後に、武装研究員とも戦ったわけ？」

「そんな怖こわい顔しないでくださいよ」

　レーシュは彼からしたら当然のように悪びれず、肯こう定ていした。残留体と武装研究員、二つの勢力を相手にして──そして降したのだと。

　改めて一つ、背筋に冷たいものが奔はしる。

「……じゃあ、もしかして武装研究員の手当てをしたのも？」

「いや、それはアイネですよ」

　ふん、と。

　レーシュはどうでもいいことのように、でも少しだけ自じ慢まんげに鼻を鳴らした。

「アイネはどうも怪け我が人を放ほうっておけない性た質ちなのか、今までも俺が花瞳アイリスで戦ってきた相手を手当てしてはやりすぎだって俺にもーもー怒おこるんですよ」

「……アイネちゃんらしいね」

　僕は周囲にさっと目を奔らせる。青年が銀髪の尻尾しつぽを軽く横に振った。

「ここにはいませんよ、もう『雨あま燕つばめ』に帰しました。こっから先は正しよう真しん正しよう銘めい、俺の領分──下へ手たな手当てなんて必要ないですからね」

「……ゴスペルは見つけたわけだ」

「さあ、どうでしょう？」

　はぐらかすような口ぶりからは正直、真実はようとして窺うかがえない。ただ、どちらに転んでもこの状じよう況きようにおいては、僕の取る行動は元々大して変わりようもなかった。

「……じゃあ、早い者勝ちってわけだよね」

　停戦状態はこれにて、解消なのだから。

　僕は構えた駆動銃ランゲージの照準を、レーシュの額にゆっくりと定めた。

「取引はこれでお終しまいだ」

「ま、そりゃそうなりますか」

　やれやれ、とレーシュが仕方なさそうに首を横に振って、ついでに右手の柄も軽く振るった。

　たったそれだけで──じじっ、と火花が宙に散る。

　銀髪の青年は、光で形作られた剣を片手に、実に好戦的な笑えみを浮かべた。

「あの時の再戦といきましょうか。お互たがいがどちらを殺せるか──舞ぶ台たいはまあ、花瞳アイリス違いですがね」

「いや、アンタの相手は橙矢っちじゃねぇよ」

　不意に、鋭するどい声が響いた。

　まさかの第三者か、これ以上は定員オーバーだと戦せん慄りつするまでもなく──

「レーシュ、だったよな」

　ノボルが膝ひざ立ちから立ち上がって、自然な動きで腰こし元もとに触ふれていた。

　かちゃかちゃと手て際ぎわよく指先を運べば──ホルスターの留め具が外れる。中身を取り出して銃じゆう把はを握にぎり、それを両手に持ち替かえて真っ直すぐ構えれば。

　レーシュに銃口を突きつけるノボルの図が完成していた。え。

「ノボルっ……!?」

「ちょっ、ちょっと八王寺！」

「……なにを」

　口早に戸と惑まどいの声が上がり、それでもノボルは銃口を下げない。美陽さんが呆ぼう然ぜんとノボルを見上げていた。我らが室長にしてみれば、調律師であるノボルがそもそもこんな花瞳アイリスのど真ん中に立ち、しかも駆動銃ランゲージを構える姿だけでも驚きよう愕がくしただろうに。

「ハチ……」

「まぁあれです、オレにも意地の見せ所があるっつーか」

　独り言のように呟つぶやいて、ノボルが目を細めるように苦く笑しようした。橙矢っち、と今度は僕の名前を確かに呼ぶと、口にした言葉は音量が最小限に絞しぼられていて、

「──ほのみちゃんとゴスペルは、多分この下だ。サーモスキャンに二つだけ反応がある……前に来た道を戻もどれば、確かこの真下に通じるルートが途と中ちゆうにあったはずだ」

　気付かれんなよ、と念を押されてもただ頷うなずくしかない。

　居場所が判明したのは朗報だけれど、目の前にはレーシュが──

「ふぅん……アナタ調律師ですよね？」

　ノボルを試ためすように、挑ちよう発はつ的に片眉を上げていた。

　それは決して嘲あざけるような仕草ではなく、純じゆん粋すいに興味を抱いだいたようにも見える。

「今時の調律師は駆動銃ランゲージが使えるのか……まぁ整備する人間だ、そういう人種がいても不思議はないか。けど、オレの剣のことは知ってますよね？　こいつは思考昇華パラダイムシフトを、」

「うっせぇよ幽ゆう霊れい」

　ぱぁんっ！

　と、音が、耳元で破は裂れつした。

　ついで、硬かたい音が跳はね返るように鳴る。雷かみなりの後を引くような残ざん響きようが、天井に吸い込まれたと思えば──銃口から煙けむりが上がっていた。

　そう、煙だ。

　ノボルが構えた駆動銃ランゲージからは……鼻を突く、火薬の臭においが漂っている。

「……次は」

　当てんぞ、と軽く、けれども低い声が告げる。

　瞠どう目もくするレーシュの背後に立つ、その黒板には──鉛なまり玉だまが一発、陥かん没ぼつしていた。

　ぱら、と黒い砕さい石せきが零こぼれ落ち、床ゆかに甲かん高だかい音を鳴らした。

「……実じつ、弾だん？」

「今のご時世じゃもう骨こつ董とう品だがな、手入れすりゃキチンと動くんだぜ」

　オレのコレクションだしな、と誇ほこるのでもなく当然のように、言う。

　ノボルは両手で構えた拳けん銃じゆうを──ただの拳銃を、レーシュに突きつけていた。

「銃を見たら駆動銃ランゲージ。……それが世の中の常識だもんな、お前がそう思うのも不思議じゃねぇさ。わざわざ鉛の玉なんつー可愛かわいいもの、残留体に好き好んで撃うつ馬ば鹿かはいない。そんなもん弾はじき返されるのが関の山、常識セオリーだ。……けどよ」

　お前はどうなんだ、と。

　ノボルはあくまでにやりともせずに、レーシュの表情を驚愕に染め上げた。

「っ……！」

「そうだよな、アンタは人間だもんな。鉛玉を喰くらったら血ぃ流して苦しむ人間だ。ただ思考昇華パラダイムシフトを還元するころす剣を持っているだけの──んでよ、そういやと話を戻させてもらえば……その剣は、こんな可愛い鉛玉を弾き返せるだけのシロモンなのか？」

　レーシュは思考昇華パラダイムシフトに対する死神だ。

　どんな物質でも一いつ閃せん、還こ元わしてみせる。でも一方で、彼本人は生身の肉体だ。前にリノンがレーシュはただの人間ではない、とか言っていたけれど……少なくとも怪我をすれば血が流れ、一いつ瞬しゆんでも塞ふさがらないくらいには人間である。

　強度は当然、思考昇華パラダイムシフトで身体からだを強化する残留体より、格段に落ちる。

　盲もう点てんだった。まさかあのレーシュが、思考昇華パラダイムシフトには絶対的な優位を誇る彼が、武装研究員や残留体にとって可愛いくらいの鉛玉を、天敵とするなんて──

「ちっ！」

　ぱぁんっ、と。

　青年の銀髪が数本、宙に切れ端はしを散らした。舌打ちの意味なし。

　足は一歩も、動いていない。レーシュが忌いま々いましそうに唇くちびるを噛かみ、そのすぐ横には鉛玉がさらに一発、黒板をしっかり撃ち抜ぬいているだけだ。

「……なんつー面つらしてやがるよ」

　ノボルは綺き麗れいなフォームで拳銃を構え、その銃口から煙を揺ゆらした。

　なにも飾かざることのない、達人でも熟練者でもない──ただの経験者の構え。

「今時の調律師は、銃くらい扱あつかえても不思議じゃねぇんだろ？」

　それが、『幽霊』を封ふうじる一手と化した。

　今度こそ、である。レーシュは唸うなることもなく、剣の刀身を砕くだく動きすら許されず、視線だけで殺せそうなくらいにノボルを睨にらみつつも────やがて。

　完全に、沈ちん黙もくする。

　橙矢っち、とそしてノボルが銃口を青年に向けたまま、短く言う。

　この瞬間だけ、口元には見慣れた笑みが刻まれていた。

「いけ」

「…………うん」

　頷いて、僕は立ち上がる。つばさとリノンが僕に続こうとするけれど──無言で首を横に振ふらせてもらった。付いてきてもらう必要はないと伝えるために。

　理由は二つ。

　一つは僕が個人的に、黄金の鎧よろい騎き士しと一対一で対たい峙じしたいから。こちらは多分、後で事情を話せば納なつ得とくしてくれると信じたい。

　二つは──拳銃を構え続ける、その親友にある。本当は気付いていた。

　ノボルの足腰は小刻みに震ふるえていて、その振しん動どうを決して腕うでや表情には伝えまいと、必死に感情を押し殺していることに。そうだ。それが当たり前なんだ。

　銃を持って敵と対峙する──そんな戦いは本来、ノボルの領分じゃない。

　ノボルは普ふ段だん、僕たちの命いのち綱づなである駆動銃ランゲージを命がけで整備する戦いに身を投じている。今回はたまたま、無理に僕たちの舞台に立って戦ってくれているだけ。

　ノボルは僕たちの戦いを肩かた代がわりしてくれたんだ。

　そんな親友に報むくいたいから、僕はなにも言わずに背を向けて走り出す。

　追ってくる足音はなに一つ、響ひびかなかった。




　ノボルの言うことは、サーモスキャンは正確だった。

『……やほ』

　羽のない人、と呼ばれたら、それはやっぱり僕のことなのだろうか。

　ノボルたちがいる教室のような空間の下には、同様に奇き妙みような空間が存在していた。まるで学園の二階から一階に下りたように──ここもまた、場ば違ちがいなほど広くて日常的な教室の風景そのものだったのである。

　その中央手前、数多あまた並ぶ机の上に腰こし掛かけるように座る──

『上がさっきから騒さわがしいのは、君のせい？』

　黄金の鎧騎士は、その隣となりの机にほのみを寝ねかせて、ゆったりと問い掛けてきた。

　その兜かぶとは今は外れている。

　素す顔がおの眠ねむたそうな瞳ひとみがぼんやり、教室に乱入してきた僕を観察している。

「……僕のせいでもあるけど、元はそっちが原因じゃないかな」

『そっかぁ……じゃあ』

　ごめんなさい、と。

　鎧の騎士は甲かつ冑ちゆう姿のまま、軽く頭を下げてきたのだから──調子が狂くるう。

　まあそもそも、こんな風に会話できている時点で、色々おかしいのだけど。

「あのさ、もうわかってはいると思うけど……僕はそこにいる女の子を、返して貰もらいにきたんだ」

『ん、貴方あなたもわかっていると思うけど……わたしは返さないよ？』

　舌っ足らずな口調には気負いも決意も滲にじんでいなかった。

　ただ淡たん々たんと、自分がしたいからするのだと言わんばかりで──どうにも、

「……その理由、良かったら教えてくれないかな？」

　嫌きらいになれないのである。

　ぽかん、としたように鎧の騎士が眠たげな眼まなこをゆっくり見開いた。

『……羽のない人、そんなこと訊きいてどうするの？　納得したら帰ってくれる？』

「や、帰ることはないんだけど……まあ、なんというかな」

　不思議な心境だ、本当に。

　黄金の鎧騎士がほのみを連れ去ってくれたおかげでえらい目に遭あっている。この《羽はね憑つき》は残留体を総動員させ、武装研究員に大打だ撃げきを与あたえた張本人だ。

　武装研究員としては一刻も早く駆動銃ランゲージを抜き、引き金を絞るべき相手。

　でもどうしても──怒いかりとか憎にくしみとか、そういった負の感情が湧わいてこなくて。

「少し、話をしてみたいって思ったんだ」

　要約すれば、そういうこと。

　残留体とか武装研究員とか、作戦とか駆動銃ランゲージとか、ゴスペルとか人間とか。そういったもろもろを抜きにして──僕は無む性しように、この子と話してみたかった。だって、

「初めてなんだ、ほのみ以外のゴスペルと話すのは」

『ゴスペル……？　変なの。わたしの名前、そんなじゃないよ？』

　鎧の騎士はピンとこないように首を捻ひねる。

　兜から伸びる髪がふわりと宙に揺れた。

『ああでも……福音ゴスペルなんて名前はわたしにはぴったりなのかな？』

「……名前、教えてくれないんだね」

　なんとなく口ぶりから予想はしていたけれど──

『だって教えたって意味はないもの。君は羽がない人で……わたしはある。これは決定的なんだよぉ。それとも……わたしと一いつ緒しよに来る？　この羽のある人と一緒に』

　まさかそんな提案をされるなんて想像だにしていなかった。

「……来るって、」

　唾つばを一度、嚥えん下かする。喉のどが渇かわいていた。……どうやら僕は緊きん張ちようしているらしい。そんな些さ細さいな変化に気付けないほど、心の均きん衡こうが麻ま痺ひして動かなくなっているのか。

　やじろべえが金かな縛しばりに遭っている。僕はただ、言葉を投げ返した。

「どこへ……？」

『どこへでも。わたしはみんなが集まる場所にいくだけ──』

　どくん、と。

　心臓が妙みような方向に脈打って、身体の震えを抑おさえるように拳こぶしを握にぎり締しめた。それは予感めいた確信の余波だったのだと思う。ここのところイヤに的中する、嫌いやな予感だ。

　目の前のゴスペルからはまったく、敵意なんて微み塵じんも感じられない。

　それでも僕は、そのとき、鎧の騎士が浮うかべた眠たげな微び笑しように戦せん慄りつした。




『わたしたちは同じ「羽のある人」を探しているの』




　残留体の秘密、とか。

　そう呼ばれる類たぐいのものに──少し、指先が触ふれてしまった手て応ごたえ。

「同じような人を探すってことは……他ほかにもまだ、ゴスペルがいるの？」

『だからゴスペルなんかじゃないのにー……別にいいけどぉ』

　鎧の騎士は勿もつ体たいぶらず、いっそついでのように話してくれた。

『わたしは自分と同じような「羽のある人」を探し続けているの。世界中には、まだまだ塔とうがある──純白、真しん紅く、黄金、翡ひ翠すい……他は忘れちゃった。でもいいんだ、わたしは自分のいる塔で探し続けるだけだから』

「……僕たちがたまたま塔に入ったから、ほのみを攫さらったってこと？」

　見かけたから連れてきた、という理り屈くつになる。

　まるで友達を家に招き入れるような、そんな気軽なノリで──

『うん、そうだよ』

　鎧の騎士はこれほどまでの事態を引き起こしたらしい。反感が湧かなくもない。

「……武装研究員を大勢傷つけてまで？」

『むぅ。君たちのせいだよ、あれは。まだ目が覚めきってない子たちを引っ張って、見せしめに殺そうとしたんだから……わたしが邪じや魔まして当然。いんがおーほーだよ』

　平ひら仮が名なで読まれた気もするけれど──それこそ当たり前の話か。

　残留体からしてみれば、公開処しよ刑けいなんて到とう底てい傍ぼう観かんできる事態じゃない。いやむしろ、眠たそうな眼でやや険しく睨み付けられるくらい、あっさりあの大たい剣けんで貫つらぬかれないだけ幸運なのかもしれない。

『それにね……この子はきっと、こっちのほうが幸せだよ』

　鎧の騎士は眠っているほのみの髪の毛を優やさしくかき回した。敵の手に落ちている、その光景には嫉しつ妬とすら覚えてもいいだろうに──僕はどうしても……いや、やっぱり。

　すやすや眠るほのみの姿を、幸せそうだなあと素直に思う。

『わたしたちならぜんーぶ一緒……羽もなにもかも、一緒で楽だもん』

「…………そう、かも」

　ね。

　ほのみはゴスペル──人の思考を持つ《羽憑き》だ。

　その事実はおそらく未来永えい劫ごう変わることはないし、この先、ほのみにどんな苦難や困難、事件や大事件が待ち受けていないとも限らない。人生とは本来そういうもので、けれどもほのみの道には『特別』なものが降りかかると言っていいはずだ。

「確かに……ほのみは、君みたいなゴスペルと一緒にいれば楽かもしれない」

　──武装研究員として残留体と日々戦う、僕の傍そばにいるよりも。

　それが多分、僕の根底でここ最近、思い出したように暴れていた感情の正体なのだと思う。喋しやべる機械仕掛けの人形と出会い、残留体と武装研究員の関係を問われて、第二のゴスペルとこうして言葉を交かわした──有り体ていに言えば、僕はその中で揺れていた。

　残留体を日々殺し続ける、武装研究員としての僕と。

　人の思考を持つ残留体であり、そして人として生きようとするほのみ。

　もしかしたら、僕はほのみと一緒にいるのにふさわしくないかもしれない────

「……とか、思ってたんだけどさ」

『なにがー？』

　鎧の騎士が実にのどかに首を傾かしげるも、違ちがうのだ。

　そんな風に思っていた──そんなあまりに馬ば鹿かで阿あ呆ほうなことを、少し前までは臆おく面めんもなく全力で本気に考えていたのである。

　そんなの、僕がふさわしくないかどうかなんて問題じゃないのに。

「……僕が、ふさわしい人間になるんだよ」

　それは全部、みんなに教えられたことだ。

　────でもやっぱり、私は橙矢の隣にいたい。

　つばさのひたむきな強さに応こたえたいと思った。

　────いけ。

　ノボルの頼たのもしい援えん護ごを生かし切りたいと思った。

　────私の……涙るい晶しよう管理局の話。

　リノンの信しん頼らいと心配を裏切りたくないと思った。

　────にゅふふ、橙矢ちゃんいい顔してますね～。

　姉さんに僕の力をもっと認めて欲しいと思った。

　────だから自分は、この幸せな場所を守るために生きようと思う。

　美陽さんの幸せな場所の中に、僕もいたいと思った。

　────あたしは残留体がなんなのか、知りたい。

　ほのみのことをもっと知りたいと、強く思った。

「ねえ、鎧よろいの騎き士し」

　呼びかけは妙なまま、でも名前を教えてくれないのだから仕方がない。

　結局──最後まで、聞けなかったな。

『なにー？』

　鎧の騎士は撫なでる手を止めて、首を傾げている。ある意味、この子はほのみにとてもよく似ていると思う。純真無む垢くな心と、どんな障害だって乗り越こえようとする強さ。

　だから本当は、本当に本当は、出来ることなら──でも、

「ほのみを返して貰う」

『……いいの、それで？』

　僕の宣言に間違いがないか、確かめるような口調だった。

　よっ、と鎧の騎士はがしゃがしゃと音を立てて、座っている机から降りた。

『わたしはさっき言ったよね。返さないよって……それでも、やる？』

「うん、やっぱり僕はほのみと一緒にいたいんだ。ほのみのことをもっと知りたいし、見ていきたい。ほのみが自分の正体を知りたいなら、僕も一緒に付き合わせて欲しい。僕がほのみにふさわしくなるまで、出来たら待っていて欲しいんだ」

　真冬の屋上で出で逢あってからずっと、ようやく自覚ができたのだと思う。

　状じよう況きように流されるのでもなく、責任とか義務とかそんな感情に基もとづくわけでもなく。

　ただ純じゆん粋すいに──風峰ほのみという少女にふさわしくありたいために。

「僕は、君と戦うよ」

『……そっかー。うん、じゃあ仕方ないかな』

　もうそろそろ起きなよ、と。

　鎧の騎士に揺ゆすられて、眠ねむっているほのみがびくんっと身体からだを痙けい攣れんさせた。

　突とつ然ぜんに覚かく醒せいを促うながされてびっくりしたにしては──やや過か剰じような反応で、

「……ぁ、」

　ほのみは転げるように机から降りて、寝ね起おきとは思えない素す早ばやさで僕に駆かけ寄ってくると、勢いそのままにお腹なかに抱だきついてきた。ちょっと、揺れる。ふさわしくなる、と宣言した手前、タックルくらい受け止められるようになりたいけれども──

「ほのみ……？」

　ぎゅーっ、とほのみは僕のお腹に顔を埋うずめている。表情は見えない。ただ、その両耳は綺き麗れいに赤く染まっていて、よくよく思えば……お腹に当たる顔も、熱いような。

　一連の行動と反応が、直感的に結びつく。……もしかして。

　僕はおそるおそる、ほのみの耳元に口を寄せた。小声で囁ささやく。

　寝ていると思って結構、好き放題に言ってしまった宣言とかもろもろを──

「……聴きいてた？」

　こくん、と。

　小さく素直な頷うなずきが返ってきて──今いま更さら、顔が熱くなるのを感じた。う、

「とっ……とと途と中ちゆうから起きてたのっ」

　やや逆上気味に顔を上げた、ほのみと随ずい分ぶん近い位置で目が合った。

　お互たがいに顔を覗のぞき込もうとしたのだから、当たり前で──ええぃもぅっ、

「さっきのは本当だから！」

　別に嘘うそは言っていないのだから開き直ろう。

　ほのみが鼻の先までかぁっと赤らめたけれども、僕は一気にまくし立てる。

「僕はほのみのことを知りたい！　残留体もゴスペルも、そういうのも全部ひっくるめてほのみのことをもっと知っていきたい！　だからお願いっ……」

　これは──本当に、口にするまでは葛かつ藤とうが暴れたのだけれど。

　開き直りは最後まで、思い切って叫さけんだ。

「僕と一いつ緒しよにいて最後までほのみのことを教えて欲しいっ！」

「はっはひっ」

　舌を噛かんだような返事が勢いよく。

　ほのみはうぅと口元を手で押さえて唸うなりながらも、僕を真っ直すぐに見上げた。

「あ、あたしも……お願いしますっ」

　瞳ひとみがちょっと、潤うるんでいる気がした。

　その口調もまたどこか、熱に浮かされたようにふわふわしている。

「残留体のこととかゴスペルとかっ、知るの本当はすごく怖こわいのっ。自分が誰だれなのか知ってっ、嫌な……とうやくんが嫌きらいななにかだったりしたら怖いのっ！　でもそれでも絶対っ、とうやくんと一緒にいたいからっ、それだけは絶対に変わらないからっ」

　でもほのみの言葉は、いつだって真っ直ぐで。

　僕はそれに今まで何度も、救われてきた。

「あたしと一緒にっ……い、いてくださいっ！」

　すごく直球で、そしてとてもはっきりしたお願いに。

　僕は、ほのみの頭を胸元に引き寄せて、静かに頷いた。

『……結局、わたしはフラれちゃったのかな？』

　やれやれと言わんばかりに、鎧の騎士が首を横に振ふる。

『まぁこういうこともあるのかなぁ……なんだか羨うらやましいかも』

　その顔がゆっくりと……けれども徐じよ々じよに、光が輪りん郭かくをなぞってそれを形作る。黄金の兜かぶと──ゴスペルの素顔はすごく大人びていて、でも口調はやっぱり幼く、

『いいなぁ、わたしも恋れん愛あいとかしたかったなー……』

　舌っ足らずな言葉を紡つむげば……僕は思わず言葉を吐はいていた。

「──戦わずには、済まないの？」

『それは無理だよぉ』

　ひゅんっ、と。

　黄金の鎧騎士は兜に表情を隠かくし、大剣で宙を軽く薙ないだ。

『わたしは、「羽のある人」を集める……そういう役目を負っているの。いい加減もう眠いし面めん倒どうくさいけど……勝手にさぼったりしたら、真紅のお姉様に怒おこられちゃう』

　昔を懐なつかしむような声こわ色いろが響ひびいたと思えば──もう、それも時間切れなのか。

　だからこれで最後、と彼女は自然に、得物を中ちゆう腰ごしに構えた。

『君たちは戦うの。「羽のある人」と「羽のない人」……君たちの行く末を見てみたかったけれど、だからこそ君たちはわたしと戦わなくちゃいけない。わたしは君たちを殺す──「羽のある人」はね、どんなことしても手に入れなくちゃいけないんだって』

「そんなの誰にっ……」

『めちゃくちゃ怖いお姉様』

　かな、と冗じよう談だんっぽく笑って、

『だから君たちも……わたしをしっかり殺してね？　わたし、結構しぶといから』

「でもっ……なんで同じなのにっ」

『ううん、君はもうわたしとは違うよ』

　──黄金の兜に覆おおわれてなにも見えないはずなのに。

　その柔やわらかい声色故ゆえか、ほのみへ微笑ほほえんでいるように想像できた。

『君はわたしとは違う人生を歩んでいる。でもね、きっとその道はひどく険しい……辛つらいよ、絶対。簡単じゃないし、後こう悔かいだってするかもしれない。わたしは出来なかった……そんな相手にも出会えなかった。だって、残留体わたしたちはどこまでいっても人間じゃないものわたしたち──……でも、君は違うんだね』

　もしかしたらそれは、警告だったのかもしれない。

　残留体は人間じゃない。事実はそれこそ、どこまでいっても変わらなくて、でも僕とほのみは自然と、それが当然であるかのように手を繋つないだ。

『その人と一緒に、同じ道を行く……それでいいんだね？』

　問いかけに、ほんの少し切なそうに、微笑みを浮うかべたのも一いつ瞬しゆん。

「だって、大好きだから！」

　ほのみは誇ほこるような笑え顔がおを咲さかせてくれた。

「大好きな人と一緒にいたいから、あたしは残あ留た体しのことをもっと知りたい。これから先も人として生きたいから、自分から逃にげることはもうやめる。あたしに出来ることを探したいんだ。だから花こ瞳こにはいられない──残あ留な体たと戦うことからも、逃げない」

『…………そっかあ』

　鎧の騎士はどこか憧あこがれるようにそう言って、僕たちの存在を認めてくれた。

　──これより戦う、己おのれの敵だと。

『わかった。それならわたしは戦うね。君たちが一緒にいたいなら、わたしくらい殺せなきゃだめだよ──……でも、君たちのこと結構好きだったから』

　幸運あらんことを、と。

　戦いが始まる文句にしては、その祈いのりはあまりにも不ふ釣つり合いで優やさしくて。

『じゃあね。ばいばい……──』

　なにより、残ざん酷こくだった。




　会話から戦せん闘とうへの移行はスムーズに。

　鎧の騎士は大たい剣けんを軽々と振るい、僕とほのみに襲おそいかかった。

『フッ──！』

　台詞せりふは呼気と化す。選せん択たくの余地なく、僕は身体ごと衝しよう突とつするようにほのみを巻き込み、そして剣先の軌き道どうから二人まとめて逃のがれた。

　体勢を整えたら即そく座ざに、駆動銃ランゲージを跳はね上げる。

　照準は今まさに追つい撃げきをかける騎士へ、引き金は……そう、躊ちゆう躇ちよなく引く。

　銃じゆう口こうが、熱の塊かたまりを吐き出した。

「ぐっ……！」

　──同時に。

　その余波で、僕と、僕にしがみついたほのみを後ろへ吹ふっ飛ばしてくれた。身体が宙に浮き……地に足が再び着けば、歯を食いしばった甲か斐いもある。

　僕たち二人は、鎧の騎士と十分な距きよ離りを取れていた。

　けれども相手は──じゅぅじゅぅ、と。

『ふぅん……ぬるいね』

　真っ赤に染まり、水蒸気を噴ふき上げる。自身の鎧をぺたぺたと触さわり確かめる。

　そして騎士はあえて大おお仰ぎように振る舞まうように、真っ白な空気を大剣で切り裂さいた。

『それじゃわたしは殺せないよ──』

　そうだろうともさ。

　花はな吹雪ふぶきは近距離でこそ真価を発揮する一撃必殺。一瞬の短い合間に、有りっ丈たけの火力を打ち込む力押しだ。小細工なんてする余地もなく、つまりは僕の全力そのもので。

　あれが通じない現実は、正直に言って認めたくなかった。

「……ほのみ」

　確かな存在へと昇しよう華かした『敵』を睨にらみつつ、それでも意識だけは隣となりに移す。

　僕の背中に隠れるのではなく、僕と肩かたを並べながら立ち向かう少女に。

「僕はこれから、あれを撃うつよ」

「うん」

「ほのみと同じ存在かもしれない残留体ひとを、撃つ」

「うん」

　すぅ、と息を短く吸い、長く吐く。

　僕はほのみの存在を確かに感じながら、満ち足りた気持ちで頼たのんだ。

「一緒に、戦ってくれる？」

「うん！」

　迷いのない返事はなによりも心強く。

　ただの一度も顔を見合わせず──でも僕とほのみは同時に動く。

　左右から挟はさみ込むように、鎧よろいの騎き士しへ疾しつ走そうを開始した。

『本当に嫉しつ妬としちゃうなぁ──』

　息合いすぎ、と冷えた声が迎むかえ撃った。

　鎧の騎士が僕を標的に、その場から一気に弾はじける。疾しつ駆くというよりは跳ちよう躍やく、一足で僕との距離を殺してみせた。反応なんて間に合わない、剣先は当たり前のように僕の胸むな元もとへ吸い込まれて──ぶわっ、と。

　吹き抜ぬけた一いち陣じんの花吹雪が、視界を遮さえぎったことで対象を見失う。

　ほのみだ。与あたえてくれた隙すきは瞬まばたきの合間で、でも鎧騎士の背後に回って、頭の後ろ、兜から一筋伸のびる涙るい晶しようの羽に、銃口を突つきつけるだけには十分。

　そして、引き金を引くのにも間に合った。

「吹っ飛べ」

　銃口が光を噴き、鎧の騎士を吞のみ込む。

　花吹雪は通用しない。勿もち論ろん、学習済みだ。原因は強きょう靭じんな再生能力と、鎧に対する創造力だろう。純じゆん粋すいな力負け、原因は追及の余地ありでも、対策ははっきり一つ。

　更さらなる火力を以もつて、撃つべし。

　間合いを詰つめて、時間をかけて、熱量に物を言わせて撃ち続ける。

　残留体との戦いとは元来、物量で押し切るのが基本なのだから──！

『──さすがに熱いや』

　ずぶり、と。

　なにかが、どこかを貫つらぬく感覚があった。

　鎧の騎士の胸元に、真っ赤に熱された大剣が突き刺ささっている。串くし刺ざしだ、人間でいうところの心臓ごと貫き、剣先は背中を貫かん通つうしている。鎧そのものが溶とけかけ柔らかくなっていたのだろう。どんな金属でもいずれは熱に屈くつする。

　だからこそ、その大剣は鎧騎士をあっさり貫き────あれ？

『あんまり熱いから……鎧、溶けちゃったよ』

　どうしてその刃はが、僕の胸元まで貫いているんだ？

　なんて……あまりにも、無意味で無価値な思考だった。

「ぁ、ぁ……────」

　熱い。

　原始的な感覚を手に入れた瞬間、身体からだの力が抜けた。でも膝ひざは崩くずれない。だらりと垂れた両りよう腕うでは自分のものじゃないみたいで、掌てのひらから駆動銃ランゲージがこぼれ落ちる。

　ずる、と大剣が胸元から引き抜かれた。今度は、純粋な激痛。

　同時に、僕の膝元はその場に崩れることを許された。身体が言うことを聞かないどころの話ではなく、視界は輪郭がぼやけておまけに明めい滅めつする始末である。ああ、まずい。

　内臓に痛みを覚えるのは、久々だ……

「とうやくんっっっ！」

　叫さけび、ほのみが必死の形相で鎧騎士に挑いどみかかった。でもほのみは戦い方を知らない。花吹雪を吹き荒あらし、大剣がそれを一いつ閃せん、風圧だけで圧あつ倒とうする。

　二人の戦いが始まり、そしてまもなく決着を迎えることは直感出来ているのに。

　指先一つ、まともに動いてくれない。

　何度も命を救ってくれた『再生』が──傷が深すぎて、追いつかない？

「とうやくんっ、とうやくんっ、とうやくんとうやくんとうやくんっっ」

　泣きながら戦っている。ほのみは涙なみだを零こぼして、散らして、戦っていた。騎士の一撃が肩を、腕うでを、胸を、足を、全身を傷つけてもそれでも、膝を屈しない。

　僕の名前を呼びながらひたすらに泣いて、戦っている。

　これまで何度……僕は、ほのみを泣かせてきたんだろう。

「……ぁ、っ……ぅ………ぁ」

　ああそうだ、と僕は言った。

　これまで何度、ではない。これで最後にするんだ。残留体と向き合い、逃げず、戦うこと。それは僕が、そして幸せなことにほのみも一いつ緒しよに、願ってくれた僕たちの。

　僕たちの──やりたいことなんだ。

　こんなところで、だらだら情けなく血なんて流していられない。

　考えろ。

　考えて、どうすればいいかを考えて、現状の打開策をもっと考えて。

　考え続けて、諦あきらめるまで考えて、答えが見つからないから諦めなくて──




　────貴方あなたの頭の中にも、涙晶はある。




　見つけた。

『でもやっぱりわからないや。どうしてそこまでするのかな──』

　大剣が踊おどり狂くるう。剣先が柔やわ肌はだを裂いて、赤い跡あとを残す。剣けん戟げきは苛か烈れつだった。ほのみが回かい避ひに専念してもなお、歓かん喜きに湧わくように加速する動きは人にん間げん離ばなれしている。

『「羽のない人」は「羽のある人」に勝てないんだよ。だって元々が違ちがうから。君もちょっとしか羽が残ってないし──殺されちゃうよ？』

　当たり前だ。残留体あれの身体は人間のそれとは違う。

　頭に、より正確には脳に涙晶が存在するため、駆動銃を使わずダイレクトな思考昇華パラダイムシフトが可能とされる。それが肉体『再生』の原理だ。そして残留体を脅きよう威いたらしめている、肉体そのものの創造にも繋がる。

　彼らは自らの身体を治し、創つくり、変えている。

　肉体の強化。それこそが、涙晶を頭に生やす残留体の特権で──

「──ああ、そうだ」

　それは、たまたま涙晶の欠片かけらが頭に入った、僕の裏技なんだっけ。

　僕はある想像を思い浮うかべる。出来ないことはないはずだ。僕は前に、指ゆび鉄でつ砲ぽうでレーシュを撃ったことがある。『再生』だけじゃない、『創造』だって可能のはず。

　元ネタは去年の冬、人の姿をした《羽はね憑つき》から。

　彼女は『鶺鴒』を襲った残留体の指揮官で、研究所の便べん宜ぎ上じよう、堕だ天てん使しなんて呼ばれていた。『鶺鴒』をより確実に陥おとしいれるため、都市に潜せん伏ぷくまでして、その際には雨あま合羽ガツパなんてものを羽織って活動していた。

　今思えば、あの服装は目立ちそうな一方で、強靭な意志の塊だったのだと思う。

　人の世界に溶け込み、それでも自らを異物と意識した表れ。

　残留体でありながら、人の格好をして、人の世界を陥れるために行動する矛む盾じゆん。それを意識した結果、雨合羽という格好を取ったのであれば、少しは親しみも湧いてくる。

　たとえばそれが、僕が人間でありながら──残留体の真ま似ね事ごとをするような、そんなものでもあるんじゃないかとか、考えてみつつも、結局のところ個人的に言えば。

　あれ、ちょっと格好いいなって思ってたんだよね。

「よ……っと」

　だから僕も、自らの想像を糧かてに────ばちっ、と。

　全身の至る所から一いつ斉せいに火花を散らして、ゆっくりと立ち上がろうと思う。

『────え』

　鎧の騎士が動きを止めた。助かった。大たい剣けんは振ふり下ろされる直前で、その刃が描えがく軌き道どうの先には、尻しり餅もちをついて動けないほのみがいる。突とつ然ぜんに起こった異変に気付き、そしてその原因を探すうちに──二本の足で地を踏ふむ僕を見て、目をゆっくり見開いていく。

「……お母さん……？」

　そういえばあの雨合羽は、ほのみの母親みたいな存在だった。

　僕はだから、苦く笑しようを浮かべて両腕を広げて、自分の格好を見せる。

「うん、使わせてもらったよ」

　ほのみ、と僕は『創造』した雨合羽の衣い装しようから火花を散らした。

　これは『再生』ではなく──想像したものを現実とする『創造』の思考昇華パラダイムシフト。

　想像は厳密な順序を重んじる。対象の知識がなければ、想像はまず創造できない。だからこの雨合羽はほのみの母親、あの《羽憑き》のイメージを借りただけ。実際には鎧にも防具にすらなり得ない──雨が降らずに着る見当外れの雨合羽だ。

　でもおかげで、イメージは確かなものと化したのだ。

　この衣装は、僕の──風峰橙矢が『再生』を終え、新たに『創造』する切り替かえで。

　人間ではなく、残留体になるための意志そのものなのだから。

『……うそだよ』
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　残留体よろいのきしが人ぼくを見て、震ふるえて言った。

　いやもう──人じゃないかもしれないのだけれど。

『出来るわけないよ……身体を創つくり変えるなんて!?』

　出来るんだよ、と僕は右みぎ腕うでから未いまだに鳴る火花を払はらい落とす。

　実際、雨合羽の下では火花が容よう赦しやなく四し肢しを這はっている。元あった肉体を壊こわし、砕くだき、ボロボロにして──意識が飛びかける激痛に晒さらされながらも──『再生』する。そしてより強力な残留体の肉体として創り変えていくのだ。

　だって僕には、頭の中に涙晶がある。難しいことじゃない。ずっとやってきた。

『再生』して、創造して──ちょこっと中身を変えるだけなんだから。

『君は……もしかして……「羽がある人」なの？』

「まさか」

　これ以上、嘘うそを吐つくのはやめておきたい。ごめんなさいはレーシュへ一言。

　鎧の騎士が戦せん慄りつするように身を震わせるので、苦笑を返しておく。

「僕はたまたま……羽が一本だけ、頭の中に入っているだけだよ」

　でも、と僕は鎧の騎士に一歩を踏み出して、

「これで……同格だ」

　ぐっ、と。

　膝を曲げて、足の裏で床を踏みしめる。

　腹の底に力を溜ためて、口元には笑えみを刻んで────

「もう、後おくれは取らない」

　僕は身体を弾はじけさせて、鎧よろいの騎き士しへ駆かけた。




　だんっ！




　と、鼓こ膜まくが破れそうな轟ごう音おん一つ。

　勢いがよすぎて、僕の身体は鎧の騎士に正面から体当たりをかましていた。

「っ……ぁぁっ！」

　でも足を踏み込んで……力任せに吹ふっ飛ばせば結果オーライ！

　鎧の騎士は数メートルほど宙を舞まい、派手な音を上げて地面に転がった。

「っ、痛つぅ……この身体でも痛みってあるんだ……」

「と、とうやくんっ、それっ」

　傷だらけのほのみがこれ以上なく驚おどろいた様子で駆け寄ってくる。傷口が再生の光に包まれていて、安心する。ほのみは困こん惑わく、というより興奮寄りの感情表現で、

「お母さんの着てた服……！」

「うん、これで……僕もほのみとお揃そろいになれたかな？」

　んっ、とほのみが顔を赤くして唸うなりつつも……考えれば、そうなんじゃないかな？

　僕は人間に生まれて、残留体の身体を手に入れた。

　ほのみは残留体に生まれて、人間に限りなく近い身体として再生した。

　人間と残留体。二つを区別する境界は曖あい昧まいで、その線は薄うすい。

　二つに違いは──どうだろう、果たしてあると思う？

『──……認め、ない』

　がしゃんっ、と。

　鎧の騎士がその身を黄金色に輝かがやかせて、立ち上がる。再生能力は相当のもの、あれが相手じゃ並の一いち撃げきや二撃、あるいは三撃でも平然と受け止めると思う。

『「羽のない人」が……そんな力、持っていいはずない……！』

　だったら、並以上の十連撃とかではどうだろう？

　鎧の騎士が大剣を構えて、兜かぶとの奥に鋭するどい瞳ひとみを覗のぞかせた。

『君って変だよ、そんなの認めない──！』

「そっくり返すよその言葉！」

　そして人と残留体は、まったくの同時に動いた。

　戦せん闘とうはさながら演武で──本質は苛烈を極きわめる。

　拳こぶしを振るい、剣が弾はじく。籠こ手てを撃うち抜ぬき、刃はが肩かたを穿うがつ。武器は四肢対大剣、武器がなければ不利である、という法則を僕は真っ向から否定してかかった。

　己おのれの身体からだだけを使って、黄金を砕きにかかる。

『なんで、なんで、なんでなんで……！』

　大剣が叫さけぶように唸る。空気を余計に喰くらった一いつ閃せんは致ち命めい的に遅おそい。大剣は僕の頭上、髪かみの毛数本を手て応ごたえに、僕が打ち上げた拳にその刃の根元を砕かれた。

　破は片へんが散り、手の甲こうを抉えぐり、骨まで侵しん食しよくする。

　その痛みに意識が飛びかけて──傷は瞬しゆん間かん、光に包まれ、弾けた。

　そして、無傷だ。

『再生』と『創造』を掛かけ合わせた拳は、より強固な武器として誕生する。

『なんで治るのっっっ！』

「そっちだってっ……！」

　大剣が黄金色に輝けば、即そく座ざに失われた刃が形をつくる。その途と端たん、剣は以前にも増して速く、鋭く、そして強く振るわれるのだから──正直、たまったもんじゃない！

「ゴスペル……！」

『君はどっちなの!?』

　癇かん癪しやくが爆はぜたように、騎士は声を張り上げる。

　大剣を振るい、再生の光を輝かせて、僕との戦いを止めることなく──

『ずるいよそんなのっ。羽がないのにそんなこと出来るなんてっ……それじゃ負けちゃうっ。負けたらもう誰だれとも話せないのにっ、君みたいな人とももう会えないのにっ』

　本音を、零こぼしていた。

『わたしは同じ人と戦いたくなんてない……っ！』

　僕は渾こん身しんの力で止まりかけた四肢を駆く動どうさせる。今はだめだ。

　鎧の騎士がまるで、泣くように叫ぶ言葉を聴きいても、拳を緩ゆるめちゃいけない──

『ずっと塔とうの中でっ、いっつも人から撃たれて痛くてっ、誰も助けてくれなくて話も出来なくてっ、ずっと寂さびしかったのに……！』

「っ……っ、ぁっ！」

『やっと会えたと思った同じ人はっ、ここから出て行っちゃうっ！　止めなくちゃいっちゃうのにっ……殺しちゃったらもうお話し出来ないよぉっ！』

「っっ……ぁぁぁっ！」

　じゅくぅ、と。

　大剣を掌てのひらで受け止めたら、変な音が鳴った。

　でも、掴つかむ。刃が指を切り落としかけるも『再生』して、剣を摑まえて離はなさない。

　兜は半分砕けて、もう素す顔がおが見えているんだ。

　ゴスペルはやっぱり、瞳を真っ赤にして、ぼろぼろと涙なみだを零していた。

『やだよぅ、もうこんなの重たいよぅ……戦うのやだよぉ！』

「……それがっ」

　やっと口にしてくれた、本音か。

　ずっと違い和わ感かんは覚えていた。塔の中に一人、人のように思考する残留体が、どうやって今まで生きてきたのか。『羽のある人』を探す──その、今の僕には理解できない目的を掲かかげて、生き続けた道のりを、僕なんかが想像できるはずもない。

　でもただもしかしたら、孤こ独どく……だったんじゃないかとも思う。

　自分たちを殺しにくる武装研究員と戦い、同どう胞ほうである残留体が数え切れないほど殺されて、それでも話をする相手もいなくて、塔の中で過ごし続ける。

　覚えている。この空間と、上のそれはどこか学校の教室のようだった。

　あんな空間、最初から塔に存在しているとは思えない。だとすれば、創造だ。どうやって知識を得たのか、知り得たかはわからないけれど……事実、あの教室はこの塔の内部に存在して、実物を知る僕がその教室を見て──確かに『教室』だと思ったのだ。

　この一人ぼっちのゴスペルは、そんな場所を創つくって、なにを思っていたのか。

　そこから先も全部、想像でしかないけど。

「戦わなきゃいい……！」

　僕は片手で受け止める大剣に、もう片方の手も添そえた。

　噴き出る血が二倍の量になったけれど──こんな傷どうせ、『再生』するんだ。

　今は、目の前の鎧の騎士に……いや違ちがう、そうじゃない。

「僕たちと……もっと喋しやべればいい！」

　この少女に、僕の意志を伝えたい。

　泣きじゃくりながら剣を振るって、いやだと首を横に振り続ける──

『喋りたいよぉっ、もっといっぱいお話ししたいよぉっ！』

「だったらっ！」

『でもだめなのっ……わたしはここでっ、戦わなくちゃいけないっ！　そうなっちゃっているっ！　「羽のある人」とは一いつ緒しよにいてっ、そうじゃない人とは戦わなくちゃいけないって！」

「──それはっ」

　考える。どうすればいいのかを考える。

　もうほとんど勢いを失った大たい剣けんを、僕は両の掌でぎゅぅっと包み込む。

「君にとって絶対にやらなくちゃいけないこと!?」

『やりたくなんてないよっ！　でもっ……でもっ、そうしなくちゃ……！』

「……わかったっ」

　結論は、出た。

　両手で掴んだ刃を力の限り曲げて……真っ二つに折ってみせた。

「僕が今から、全力で君を叩たたきのめす！」

『……えぇ？』

「死ぬ気でいくよ、だから君も戦って！　死にものぐるいで戦ってっ……それで負けたらどうしようもないだろ!?」

　こんなに剣を振ふり回して、泣きじゃくって、それでも彼女を縛しばるなにかがある。

　正体はわからない。でも、確かに一つ言えることは。

「君が負けたら……負けちゃったらもう戦えない、戦わなくていいんだよっ！」

『ぁ……あ、ぁ……！』

　ゴスペルの少女が涙を散らして、大きく目を見開いた。

　瞳の色は、吸い込まれそうな黄金色で。

　僕は満面の笑みを浮うかべて、大剣をぽんと軽く叩き、距きよ離りを取った。

「──さぁて！」

　地を抉れるほど踏ふみしめ、腹の底から声を張り上げる。構えた拳はただの徒と手しゆ空くう拳けん、大剣に刃は向むかうにはいささか力不足で、けれども今の僕に銃じゆうは必要ない。

　だってこれは戦うためじゃなくて、ようやく見つけた理由。

　心から渇かつ望ぼうした、僕がやりたいと感じたことだから。

「いくよっ──！」

　合図は掛け声で、合わせもせずにゴスペルがこくこく頷うなずき──

　僕と少女が駆けだした直後、姿がぶれてもう、お互たがいが目の前に肉にく薄はくして──

　拳が大剣とかち合い、刃を砕くだき、壊こわし、貫つらぬき──

　少女を縛っていた黄金の鎧に到とう達たつして、その身を完全に破は壊かいした。




　──そして、だ。

　激げき闘とうの末、と前置きするには少々口にしづらいことに。

　結論から言えば……僕の拳は『鎧よろいを壊す』ことに全力を尽つくしたため、中身の身体には一いつ切さい傷をつけなかったという我ながら奇き跡せき的な一撃を放っていた。のだけれど。

　鎧が壊れれば、当然、中身が露あらわになる。

　少女はつまり……鎧の下になにも着ておらず、一糸まとわぬ姿だった。

「とうやくん見ちゃだめ目ぇ瞑つぶって！」

　戦闘終しゆう了りようの第一声が、これである。

　ほのみが駆かけてきて僕の前で通せんぼ、背後のゴスペルを庇かばうような形だ。でもほのみの瞳には泣き腫はらした跡あとがくっきり残っていて、思わず頬ほおを緩めた。

　ほのみもずっと……見守ってくれていたんだ。

「とうやくんなににやにや笑っているのっ」

「その言い方だと色々誤解があると思うよ!?」

　それはまあちょっと疲つかれているから口角も上がらないけどさ！

　でも多分、照れ隠かくしだ。裸はだかの女の子を背に庇う少女と、向かい合ったまま耐たえきれず、嬉うれしそうに笑い出す室内の雨あま合羽ガツパ男……微笑ほほえましいと思う。構図以外は。

「……あ、あの」

　その肉声は初めて聴くように思えた。

　兜かぶと越ごしではなく、つまみ食いの後でもなく、彼女の素の感情が溢あふれているような。

　ゴスペルの少女はどこかぼぅっと、僕とほのみを交こう互ごに見上げて言った。

「た……楽しい？」

　思わずほのみと顔を見合わせる。動作は揃そろって、縦への頷きで。

「うん、楽しいよ。喋るって、すごい楽しいことなんだよ」

　僕はほのみが怒おこるかなあと思いつつ、ゴスペルの少女に歩み寄る。案の定、背後から手で目め隠かくしをされかけつつも、僕は中ちゆう腰ごしになって少女に手を差し伸のべる。

　なるべく、少女の身体に注目しないようにしつつ──

「これからは君も一緒に喋ろう。まずは……この塔から出ようか？」

「あ……う、うんっ」

　──そしてこの後、僕はどうして目を逸そらしたのかと最悪に後こう悔かいすることになる。

　にっこり、と。

　少女が眠ねむたげな瞳ひとみを細めて、蕩とろけるような笑顔を浮かべて────ざくっ。




　幸せそうな笑顔のまま、その胸むな元もとを鋭するどい剣が貫いた。




　頭が変に、ぐらついた。

　それは多分、脳が視覚から受け取る情報を遮しや断だんしたから。

「…………ぇ？」

　少女の笑顔が凍こおりつき、胸元に何気なく手を伸ばせば。

　────ざくざくざくざくざくざくざくっっっ、と。

　大小様々な刀とう剣けんが、手の甲こうごと、彼女を埋うめ尽くす。剣けん山ざん──それは少女の身体からだを吞のみ込むと、止とどまることを知らず地じ盤ばんをくぼませ、やがてあっさりと地面を貫いた。

　穴が空き、剣山と……少女が、あっけなく落ちる。

　なにに、よって？

　それは間ま違ちがいなく、僕の後ろから飛来してきた剣に────、飛来？

「っ」

　衝しよう動どうが全身を突つき動かし、身体を背後に振り返らせた。

　身体は強化されている──だから即座に、一気に距離を殺すことも出来たのに。

　でもだって、あれは、




「ごきげんよう、風峰様」




　脳裏に浮かんだ声の主と、目の前の人間は見事に特とく徴ちようが一いつ致ちした。

　凜りんとした雰ふん囲い気き。几き帳ちよう面めんな制服の着こなし。金きん髪ぱつの尻尾しつぽ。丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかい──

　そこまで描びよう写しやして、僕は認にん識しきする。その人物が『羽衣』の武装研究員で、美陽さんの昔からの友達で、シーポートで僕たちを案内してくれた人で……そして。

　────私の仲間が、この武装研究員の中にいるかもしれない。

　────気付いているの？

　────そう……なら、その人物には警けい戒かいを払はらっておいて。

　────貴方あなたが守ってあげて。

「っ……あ、なたがっっ!?」

　あの話を聴きいて以来、ずっと僕の心に引っかかっていた、違和感の大本。

　まるで思考昇華パラダイムシフトし終えた直前のような熱量の残ざん滓しを──粒りゆう子しとして漂ただよわせて。

「──涙るい晶しよう管理局！」

「あら、意外ですね」

　彼女は──鈴すず蘭らん、さんは。

　鈴蘭は、丁寧な微び笑しようを浮かべて、駆動銃ランゲージの銃じゆう口こうをこちらに構えていた。

「その名前をご存じでしたか……ふふ、やはり風峰様が当たりだったようですね。わざわざこうして、行方ゆくえを眩くらませてまで貴方を追いかけて正解でした」

「っ……なにしているんだよっっっ！」

　拳こぶしが震ふるえた。足も震えた。地を蹴けらなかったのは良識故ゆえじゃない。

　ただ単に、混乱していて、訳がわからなくて、

「なんであの子を……っ……撃うったんだよ!?」

「それが職務だからです」

　残留体を殺すこと。ゴスペルを殺すこと。

　歌うような滑なめらかさで、鈴蘭はたおやかに理由を告白した。

「研究員としても……管理局としても、ですよ？」

「──あの、子は」

　目の前が真っ赤に染まった。剣山に貫かれたあの子の血みたいな色だった。

　結局、名前すら聞けなかった。

「あの子は喋りたいって……楽しいって言ってたんだよ！」

「それはおかしな残留体もいるものですね。それとも風峰様の幻げん聴ちようでしょうか。どちらにせよそんな怪あやしいもの、駆く除じよしておいて正解だったのでは？」

　一歩を、踏み出した。

　でも──片方の手を、隣となりの少女に思いっきり強く握にぎられて、僕は立ち止まってしまう。

「……ひどいよ」

　きっ、と。

　ほのみが鈴蘭を鋭く見み据すえ、その瞳にかつてないほどの激情を爆ばく発はつさせる。

「あなたは、ひどい」

「……ではわたしはこれから、もっとひどい人になってしまいますね」

　どこか白けた声が響ひびき渡わたる。

　鈴蘭は銃口を僅わずかに右へ逸らし、照準をほのみへ調整するようにして──

「わたし、ゴスペルを殺さなくてはいけませんので」

「殺す、」

　ぞ。

　声が上う手まく、出ない。

　足あし下もとが堪こらえきれずに床ゆかを蹴り、爆発させた。破は片へんが鈴蘭の足下まで吹ふっ飛ぶ。

「……そういうことですか」

　鈴蘭は僕の殺意を込こめた視線を受け止め、ふふ、と興奮するように唇くちびるを歪ゆがめた。

「駆除する対象が、一人増えてしまいましたね……！」

「いいえ、減ったのよ」

　かちゃり、と。

　足音は聴こえず、代わりに空気を伝わってハッキリとした宣告が響く。

「貴方はここで一人も殺すことを許されない」

　そしてそれは、言葉による命令だった。

　透とう明めいな双そう眸ぼうが前まえ髪がみから覗のぞき、冷れい徹てつなまでに状じよう況きようを把は握あくしている。やっぱり足音は鳴らずに、それでも少女は距離を縮めていた。

「殺そうと動けば──わたしが殺やる」

　この場に現れたリノンが、駆動銃ランゲージの照準を、鈴蘭の後頭部に定めた。

　銃を構える人間に、後ろから銃口を突きつける──奇き妙みような構図だった。

「ここは退ひきなさい、フランツィスカ・ハーゼンクレファー」

「ん…………あぁ、ああ！　貴方もしかして、わたしの前任の方ですか？」

　あは、と鈴蘭は箍たがが外れたように声を漏もらした。ゴスペルを殺して、拳と銃口に晒さらされながらも、喜々として愉ゆ悦えつを感じ入るような笑い方。

　あるいは多分──こんな薄うすら寒い微笑が、彼女の素顔なのかもしれない。

「名前が前任者とは違ちがっていて気づきませんでした。偽名を使っているのですね。では改めまして……『羽衣』新任の、鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファーと申します。ご挨あい拶さつできて光栄です」

「そう、こちらは最悪の気分よ。それに貴方の『鈴蘭』だって偽名でしょう」

「そんなことを仰おつしやったら、わたしたちに本名などありませんよ？」

　親しい会話、なんだろう。内容は。

　でも両者は相手への悪意、害意をまるで隠さずに、大いに敵対していた。

「これは前任者からの忠告──三人を相手に勝ち目があるとでも？」

「……まあ、それもそうですね」

　くい、と。

　鈴蘭は銃口を軽く上げると、あっさりと照準から僕とほのみを外した。

　同時に──相手のが、隙すきという隙を量産する。

「──しかし、向かってくるものがいれば、勿もち論ろんお相手いたしますが？」

　駆動銃ランゲージを使わず、戦せん闘とう態勢へまったく移行せずに、鈴蘭は目だけで僕を制した。それも鋭い光は微み塵じんもなく、むしろ親しみを込めたような──

「これでいいのですよ、わたしは」

　…………いいや、前言撤てつ回かいだ。

　あれが、親しみ？　あんな冷たくて人間味をまったく感じさせない──これまでの鈴蘭の微笑ほほえみが全すべて、装そう飾しよく品だったのだと思い起こさせるようなものが？　それはない。

　鈴蘭は口元に銃口を添そえて、ちろと赤い舌でその表面を撫なでた。

「どうせまた……すぐに機会は訪おとずれますから」

　───結果論、という言葉は嫌きらいだ。

　結果は確かに大切で、事が終わって時間が経たてば、結果が記き憶おくに強く残る。それは事実で、でも僕は記憶をなぞる上で、過程の中にある想い出に触ふれることが好きだ。

　ほのみやみんなと過ごした日々だとか。

　楽しいことも辛つらいことも、そうでないこともそうであったことも──ああ、でも。

　それでも今日は、今日のこの今だけは、回想することが辛すぎて……だからこのまま結論づけて終わらせたい。

「わたしはゴスペルを殺せただけで満足ですから──」

　鈴蘭は微笑みを咲さかせて、ゴスペルの少女を撃ち殺した。

　僕はそれを……ただ、見ていることしか出来なかった。







　エピローグ　Vacation's Over







　通い慣れた場所は、やっぱり居い心ごこ地ちが違う。




　一週間ぶりに潜せん水すい都市『鶺せき鴒れい』に、そして特立研究機構に部署を構える、特別派は遣けん調査室の部屋に戻もどってきて、心からそう実感した。

　この部屋の空気は、肺を満たしているだけで安心できる。

「今回の合同作戦、ご苦労だったな」

　そして今現在、特とく査さには珍めずらしい来客中で、それでも違い和わ感かんは覚えない。

　多分それは、部屋の主が持つ血の繋つながりによるんじゃないかと思う。

「もう正式に発表があっただろうが──ここに、特別派遣調査室の今年度、最さい優ゆう秀しゆう成績賞の授じゆ与よを今一度、祝福する」

　おめでとう、と。

　ジノベルト総裁は、僕たち特査に向けて美み陽よさん似の微笑みを浮うかべた。

　あ、でも親子なんだから……美陽さんが父親に似ていることになる、のかな？

「ありがとうございます、お父……ジノベルト総裁」

　まあどっちでもいいような気がする。些さ細さいなことだ。

　美陽さんがこんなにも晴れやかに、自信に満ち満ちて胸を張っているんだ。

「構わん、今日の私は来客だ。ジノベルト個人として会いに来ている」

　父親の言い様に、娘むすめはぱちくりと少し目を丸くして、頬ほおを嬉うれしそうに上気させる。

　美陽さんは今一度、父親に憧あこがれる少女のように微笑んだ。

「ありがとう、お父様。とても嬉しく、光栄です。自分を含ふくめた特査一同、最優秀成績賞の授与を心から誇ほこりに思います」

　話を振ふられたような気がして、僕とノボルは慌あわてて頷うなずく。ここには僕とノボル、それに美陽さんの三人だけしか出席していない。とは言っても、つばさは家の事情で今日はバイトを休み、ほのみは店の手伝いで休みなだけ──最後の一人は、わからないけど。

　そういう事情に、なっている。

「とはいえ……作戦の最終目的である『雨あま燕つばめ』──いえ、レーシュを捕とらえられなかったことは、自分にとっても心残りではあるのですが」

　悔くやしさに滲にじんだ一言は美陽さんから。なに、と総裁が軽く指先で顎あごを撫でた。

　あ……この癖くせ、父親譲ゆずりだったんだ、美陽さん。

「花瞳アイリスにおける侵しん入にゆう作戦の妨ぼう害がいを阻そ止しする、という期待した目的は果たせた。『羽は衣ごろも』との折り合いも上う手まくついたしな。成功と言えるだろう。……それに、彼の勇気を称たたえぬわけにはいかないさ」

　なあ、とジノベルト総裁が突とつ然ぜんに話を振った。視線が一人に注がれる。

　その相手であるノボルは──は？　とまるで予想していなかったように口を開き、

「オレ……っすか？」

「作戦に功績者は数多く存在するが、こと『雨燕』の押さえ込みは、君抜ぬきでは成り立たなかっただろう。聞いたよ、建国者レーシュに対して、実弾の入った銃を突つきつけ対たい抗こうしたそうじゃないか。作戦への同行しかり、君は非常に肝きもが据すわっているね」

「はあ……いやでも、最後にはレーシュの野や郎ろうを逃にがしちまいましたし。地鳴りがしたんすけど、その隙にオレが油断してて」

　……ノボルごめん、その地鳴りって多分、僕の《羽はね憑つき》パンチだ。

　機会があるので触れておけば、僕の身体からだは強化されたままで過ごしている。今のところさした問題は発生していなくて、せいぜい力加減に気をつけるくらいか。

　スチール缶かんを軽く握り潰つぶしてしまい、ジュースが顔面を叩たたいたときには──さすがに唖あ然ぜんとしたけれども。

「なに、各国が総力を挙げても返り討うちに遭あう相手にそこまで善戦したんだ、それは間ま違ちがいなく誇れることであり、君自身がもっとも誇りに思うべき勲くん章しようだよ」

「う……うっす」

　ジノベルト総裁の賛辞に、ノボルが困こん惑わくしたように頭を下げる。

　出で逢あった当初は険悪ムード、再会時にも噛かみついていた関係が今では一転である。事件の後に戻ってみれば、総裁がいきなり友好的な笑顔で迎むかえ入れたのがきっかけで、ノボルはその対応に納なつ得とくいかないのか、しきりに首を傾かしげている最近の風景だ。

　いやまあなんとなく、総裁の心変わりの理由は見当もつくのだけれど……

「私は彼から教わったよ」

　さすがに総裁、ノボルを気に入りすぎな気がなきにしもあらず。

　ジノベルト総裁は、なおもノボルに力強い視線をくれて、

「成績は数字で表れるものではない……その通りだった。今回の作戦、特査が駆除した残ざん留りゆう体たいの総数は決して多くはない。しかし一方で、イレギュラーな事態が連続して重なった状じよう況きよう下かで、この私も不覚にも動けなくなった中、仲間との連れん携けいを密に取り、最終的には花瞳アイリスの王とも呼べる《羽憑き》の駆く除じよにも成功したな」

　──一いつ瞬しゆん、暗い影かげが。

　記憶の断だん片ぺんが脳のう裏りにちらつき、僕はそれをあえて受け入れる。……鈴蘭さんが殺したゴスペルは、新種の《羽憑き》として処理された。本人が塔とうのさらに奥、地下に落ちてしまった以上、少女ともう言葉を交かわすこともないと思う。

　…………でも、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だ。

　あれから数日ちょい。もう当時を回想しても、心は死にたいほど捩ねじれはしない。

「特別派遣調査室は、美陽の目指した理想の部署に近づいているだろう」

　ジノベルト総裁は優やさしい声こわ色いろでそう言った。美陽さんが瞠どう目もくする。

　僕に話してくれた過か去こ話ばな──あの過去から続く今の美陽さんは唇を感情に震ふるわせ、

「……お父様、特査を認めてくださるんですか……？」

「私は初めからお前の理想は正しいと感じている」

　静かに染しみ渡わたるように、総裁は美陽さんの信念を認めた。

「ただし……三年前は早すぎだと思っていた。お前はまだ一七と若く、あの頃ころは風かざ峰みねハル武装研究員の引退もあり、研究所は控ひかえめに言っても大混乱していた。積み重ねてきた、組織の体制が瓦が解かいしかけた時期だ。そこに独創的な発想を持つ部署が立とうものなら、嵐あらしの中へ放ほうり出されたように苦労をするのは誰だれが見ても明らかだった」

「自覚していました」

　美陽さんは間かん髪はつ入れず、総裁から目を逸そらさずに応こたえた。

「それでもなお、あの現状を打破するための部署が必要だと感じたのです」

「そしてそれは正解だった、か。──美陽、よく立派に部署をまとめ上げたな」

　万ばん感かんの想おもいを込こめての一言だったのだと思う。

　ジノベルト総裁と美陽さんは、無言で見つめ合う。……ああ、いいなぁこれ。ノボルもなんだかずずと洟はなをすすっているし、美陽さん、お父さんと和解できて良かったなぁ──

「ところで美陽、ノボル君とは正式に交際はしているのか？」

　爆ばく弾だんが投下されて爆発した。

　具体的な被ひ害がいは──美陽さんとノボルが咽むせたように咳せき込む、とか。

「は……はぁぁぁぁあああっ？　ちょっ、ちょいちょいちょいっ、なに言ってんすか一国のトップ！」

「なに、これは個人的な質問だ。気を遣つかう必要はない。私はあくまで、美陽の父親として交際相手に話を、」

「まだしていません！」

　美陽さんが勢い余ったように言い放つ。しかもその表情は、目をぐるぐる回して耳の先から首の根元まで赤く染め上げていて……ああ、言っちゃった。

　というか僕ですら気付くのだ。それをこの一国の主、ジノベルト総裁その人が見み抜ぬかないはずもないのである──

「ふむ、まだ交際には至っていないのか。美陽は高い行動力を有するわりに、最初の一歩がなかなか踏ふみ出せないからな……だが、ノボル君はその点安心だ。男気に溢あふれて、状況下における判断力、ないし行動力に強いものを感じる。私も感服したものだよ」

「あ、そうですね……自分はいつもハチに助けられてばかりです。お父様が寝ね込こんでしまったときにも力強い言葉で励はげまされて……」

「そうだったのか。ふむ……なあノボル君、うちの美陽はどうだい？」

「この流れで振るの!?　どう答えろと言うんすかそれに!?」

「……ど、どうだろう、ハチ？」

「姉あね御ごまで乗ってくんなって！　うぁ……や、やめろってその顔、やばいやばいやばいスイッチ入るっ」

　ノボルが手をあわあわさせる向こうで、美陽さんが戸と惑まどうように俯うつむいた。

　指先で唇くちびるを弄いじくりつつ、目の下を微かすかに熱っぽくとろけさせて──

「……自分は、料理が少し得意だ、よ」

「家庭的なアピールか。将来を見み据すえた布石は早期に打って然しかるべし……ふむ。なるほどな、才さい色しよく兼けん備びに育ってくれて私はとても嬉しいよ、美陽」

「な、なんだこの親子……心根が真っ直すぐすぎてかわしきれねぇー！」

　頭を抱かかえておうおう唸うなるノボルと、微笑ほほえむ天あま之の河がわ親子の図。……うん、これは。親友のめでたいことだ、肩かたに手を乗せて笑顔で言うべしである。

「よかったね、ノボル」

「あぁこっちにもピュアがいたぁっ！」

　……なんでか苦く悩のうっぽいところに突き落としちゃった気もするけれど。

　まあ、ノボルもなんだかんだで嬉しそうだし。

　特査は今日も平和で、通常運転だ。




　翌日、春休み明けの学園。

　教室はその日、騒さわがしかった。長期休きゆう暇か明けの学園と言えば、大体は騒がしく熱気に溢れているものなのだけれど、今日のそれはどうにも質が違ちがう。

　肌はだをちくちく刺さす空気というか……決してギスギスはしていない。クラスメートたちは今日も特に変わらず、僕も少しずつ近きん隣りんの席の話題に参加してみたり、ようやくそれらしい生徒に近づきつつある……と信じたい今日この頃は変わりない。

　いつも通りの日常、通常運転である。

　だからまあきっと──話は単純なのだと思う。

　空は今にも雨が降りそうだから、とか。そう、だからノボルとつばさ、ほのみや僕はなんとなく憂ゆう鬱うつげな表情を浮うかべているのかもしれない。あるいは、多分。

　廊ろう下か側に並ぶ机の一つ、前から二つ目の席に。

　たった今予よ鈴れいのチャイムが鳴っても──リノンが現れないことを不安がっているか。

「おはよう。早さつ速そくだが、今日は転入生を紹しよう介かいしよう」

　唐とう突とつな宣言は、去年のクラスから担任が替かわって新任の人。

　わぁっ、と盛り上がるクラスメートはきっと通常運転で、だったらこれは──こんなにも転入生という一言に、僕一人が異常な反応を示しているだけなのだろうか。

　胸が、苦しい。

　喉のどに鉛なまりの塊かたまりでも飲み込んでしまったかのように──息も、苦しくて。

「彼女は仕事の都合で、外国から来たそうだぞ。しかも間が良いことに、先週交流したばかりの都市『羽衣』からの転入生だ。……さあ、入ってきて」

　──あぁ、これだったのか。

　僕はこれから、この手の嫌いやな予感の類には全面的に信しん頼らいを置こうかと思う。

「初めまして、皆みな々みな様さま」

　丁てい寧ねいな一礼は、記き憶おくの仕草とくっきりそのまま重なった。

　スカートの両裾すそを小さく摘つまみ上げて、膝ひざを軽く曲げ、頭を下げる。

　金きん髪ぱつの尻尾しつぽをふるふると揺ゆらし、前まえ髪がみから覗のぞく瞳ひとみは色いろ鮮あざやかな真しん紅く。

「わたしは『羽衣』から来ました──」

　──目が、合った。

　クラスメートたちが新しい存在に色めき立つ中、僕は音がどこかに吸い込まれてしまったかのような感覚に陥おちいる。錯さつ覚かくだとすれば上等、幻げん聴ちようでも今の僕は驚おどろかない。

　だって壇だん上じようには、一人の少女が立っている。

　目を細め、軽く小首を傾げ、でも唇は大だい胆たんに歪ゆがめる──

「鈴蘭・フランツィスカ・ハーゼンクレファーです。どうかよろしくお願いしますね」

　彼女の名前を、知っていたから。

　鈴蘭は見事なまでの微び笑しようを捧ささげて、僕たちのクラスに転入してきた。







　あとがき







　皆みなさんこんにちは、武たけ葉ばコウです。

　突とつ然ぜんですが、足がものすんっごく冷たいです。

　このあとがき、書店に本が並ぶ一か月くらい前に書いているのですが、「えっそれフライング」ってくらい、一一月現在、冬をとても身近に感じております。主に手と足に。

　というのも僕、そこそこ冷え性なもので、冬が本格化すると靴くつ下した二枚重ねに、カイロは両足に装備しています。加えて、ストーブをつけて、たまにエアコンもかければ、ついでに電子レンジまで使って──ブレーカーを落とすこと過去に二回。

　そりゃそうなります。でもこれ、個人的には冷え性あるあるだと思いたいのですが……読者の皆みな様さま、特に冷え性の方々、どうでしょうか？




　さて、今回はあとがき５ページなのですが、今までで一番長いためか、意外と紙し幅ふくに余よ裕ゆうがあるような。せっかくなので冬繋つながりで進めてみようかと思います。




　この間、大学で久しぶりに顔を合わせた友人から、

「あれ、ちょっと太った？　なに、冬とう眠みんでもすんの？」

　などと、冗じよう談だんっぽく言われたから……では別段ありませんが、最近、走り込んでおります。ただし、外を走るだけの気き概がいと寒さに強い皮ひ膚ふを持ち合わせていないので、基本、室内に留とどまっているのですが。

　次の巻が発売するのはきっと春頃ごろでしょうが、時期が大おお幅はばに遅おくれたりしたら、冬眠でもしてるのかなとぼんやり思っていただけたら幸いです。そのうち起きてきます。のっそりと。




　でもなんだかんだ言いつつも、冬は一番好きな季節だったりします。

　日が暮れる直前の港町とか、すごく散歩のし甲が斐いがあります。キンキンに冷えた潮しお風かぜに吹ふかれ「マフラー巻いて出直してきな！」と言わんばかりに奥歯ガタガタ鳴らされても、散歩するならやっぱり冬なんですよね。

　多分、「涼すずしい～」っていうより「温あつたけぇ～」の感覚が好きなんだと思います。や、曖あい昧まいな話で申し訳ないのですが。外でさんざん寒い寒い震ふるえてきたあと、家に帰ってぬくぬくする気持ちの良さ……と言いますか。あ、冬になると、無性に温かいお汁しる粉こが飲みたくなる感覚に近いかもしれません。

　真冬。わざわざ寒空の下に突つっ立たって、手に握にぎるのは、そこの自じ動どう販はん売ばい機きで買った熱々のお汁粉。スチール缶かんに口をつけて、ぐいっと呷あおるように……飲む！　そして、くぅぅ……とその芯しんから温まる感覚に身を震わせる！

　……傍はたから見たら相当変な人でしたね、これ。舌とかたまに火傷やけどしかけますし。自分で言っておいてなんですが、あまりオススメできる楽しみ方じゃありませんでした……お汁粉はゆっくり味わって飲むのが一番みたいです。




　そういえば、リノンの影えい響きようか、お汁粉を飲む機会が増えました。

　よくよく思い返してみると、彼女を初めて書いた頃ころも冬のど真ん中。作中の時期も冬だったので、妙みような親近感を覚えていました。感覚としては、キーを叩たたきながら、「あーそっちも寒いんだ、大変だよねぇ」と遠えん距きよ離りの友達と電話しながら、うんうん頷うなずくような気持ちといいますか。

　そんな感覚をもしも、読者の皆様にも味わって貰もらえたら、嬉うれしく思います。




　寒かったら寒いぶん、より温かくなれると思えば、真冬の風も心地ここちよく感じられる──かどうかは、きっと個人差がありそうですが。

　本音を言えば、今年の冬さん。

　どうかもう少し、日本列島を冷やさないでやってくれないでしょうか……？







　ここまで書いて気づきましたが、このあとがきもなんだかんだで、著者プロフィールと同じく季節ネタになっていました。どれだけ冬が好きなんだ自分。次の機会には、なにか別の話題を仕入れておきたいです。

　紙幅のほうもいつの間にか尽つきています。冬、というテーマだけで見切り発車しましたが、意外と書けるものですね……話題が繋がっているかはさておき。




　今回も、大勢の方々に尽じん力りよくしていただきました。

　担当さん。締しめ切きりギリギリで、本当にすみませんでした……。そして、お付き合いいただきありがとうございました！　毎回、ギリギリの上限を上へ上と更こう新しんしてしまっていますが、次こそは打破してみせますので……！

　ntnyさん。今巻も素晴らしいイラストをありがとうございました！　イラストのラフを拝見した際には、「かっけぇ！」と寒さ関係なしに鳥とり肌はだが立ちました。




　また、飲みに誘さそってくれる同期の先生方にも感謝を。

　色々とお話しできて非常に楽しく思っております。ぜひぜひ、また誘ってください！




　そしてなにより、ここまで読んでくださった貴方あなたへ。

　ありがとうございます。

　この一言に僕の想いは集約されますが、少しでも楽しい時間を過ごしていただけたら、もっともっと嬉しく思います。




　次巻でまたお会い出来れば、もうこれ以上なく幸せです。





二○一三年一一月　武葉コウ
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